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　一章　再会の地







　　　　１




「ギル・メフィウス皇こう太たい子し」




　自みずからその名を叫びながらもナバール・メッティは目の前の人物が実際そうであるのかどうか、確かく信しんが持てなかった。

　皇太子と直接声を交かわしたことはないにしても、宮廷で顔を見たことはある。

　その顔と、目の前の人物とはまったく同じ面相だ。

　まずまちがいない。にもかかわらず、いまだナバールが混乱していたのは、皇太子ギル・メフィウスはほかならぬこのアプターの地において命を落とし、すでにこの世に存在し得ないはずだからだ。

　ナバールのみならず、周辺にいた彼の部下たち、そして同じ船に乗ってユノス川対岸からやってきた捕ほ虜りよたちさえも同様だった。皆が息を吞のみ、一様に驚おどろきの表情を浮かべている。あたかもこの一いつ瞬しゆん、時が歩みを止めたかのようだったが、そのときナバールの眼がん前ぜんにいた男はひょいと身を屈かがめるや、地面に転がっていたものを拾ひろった。

　ナバールが先ほど手落とした剣だ。川かわ面もいっぱいにちりばめられた朝あさ陽ひを反射してきらりと輝かがやいたその剣先が、ごく無造作にナバール本人の首筋へと突きつけられた。

「ナバールといったな。おれに剣を向けるとは、なかなかにいい度胸だ」

「あ、い、いや、それは」

「わかっている。おまえが職しよく務むに忠実であった証あかしだ」

　皇おう子じとまったく同じ顔をして同じ声でしゃべる男は、うっすら微笑ほほえむと、その剣をナバールの腰へと戻した。

　ナバールの顔からは血の気けが失うせている。顔のみならず、いまにも腰こし砕くだけになってへたり込んでしまいそうなほどに全身から生気が奪うばわれていた。

　皇子ギル・メフィウスはそんなナバールを置き去りにしてさっさと歩きはじめている。兵士たちがあわてたように道を空あけた。彼らの困こん惑わくしきった顔の列を左右に従えながら進んでいく。そのやや後方から、ローグ・サイアンとオーダイン・ロルゴがつづいた。

　崖がけに刻まれた道を登っていくと、広場に打たれた杭くいの数々が見えてきた。五十は超えよう。杭の高い位置にほとんど裸に近い格かつ好こうをした男たちがひとりずつ縛しばりつけられているのをギルが指差して、

「元近この衛え隊たいの面々だな」

　と聞く。ローグが「は」と応じると、

「以前、ローグ将しよう軍ぐんに彼らをあずかっていただきたい、と書状で頼んだはずだが」

「確たしかに。一度はわたしの下で働いてもらっていました」

　皇子は面おも白しろくもなさそうに鼻で笑いつつ、

「それがいまや縛りつけられている。彼らに奴ど隷れい出身者が多いのは確かだが、なにか粗そ相そうでもしでかしたかね」

「いえ。皇帝陛下が、皇太子どののお命を奪ったのは西方だと発言されたため、それと食いちがう証言をしていた近衛隊の彼らも怪あやしいということになり、ナバールどのが処刑されようとしていたのです」

「それは妙だな。なにが妙といえば、おれは生きている。ちがうか、オーダイン？」

　オーダイン・ロルゴは目を伏せがちにしながら軽く顎あごを引いた。

「彼らの身み柄がらはもう一度おれが預かる。ローグ、それでよいな」

「皇子がそうおっしゃられるのであれば」

　ローグとオーダインの二将は、あたかも皇太子が不在であった期間──すなわち皇子が死んだと信じられていた期間──などいっさいなかったかのように、ごく自然に接していた。実のところ、二人ふたりの胸中はナバールに負けず劣らず嵐あらしのように揺ゆれ、乱れていたのだが、表情には出ていない。

　そこへナバールその人が追いすがってきて、

「お、お待ちになっていただきたい、殿でん下か」

「なんだ」

　皇おう子じは見向きもしない。ナバールは肥満気味の頰ほおから汗を散らしながら、

「へ、陛へい下かは、このことを……皇子が、生きておられることをご存じなので？」

「あれやこれやと、いまこの場で説明している暇ひまなどない」

「し、しかし、いまアプターを陛下よりお預かりしているのは、わたくしです。か、彼ら──元近この衛え兵へいのことも」

「では、彼らを処刑せよとは父上のご命令であるか？」

　ナバールは二の句が継つげなくなった。確たしかに、元近衛兵らを銃殺刑に処そうとしていたのはナバールの独断行動である。たとえ強行しても皇帝は反対しまい、という確かく信しんがあってこその決断であったが、次期皇位継けい承しよう者しやであるギル・メフィウスに止められては、さすがに実行することはためらわれた。

　ギルは、あとはもう黙もくしたまま目的の場所へと歩みを進めた。




　広場には、大勢の人々が集まっている。普ふ段だんは竜りゆうの訓練場として用いられる場所だから、城じよう砦さい内ないでもひときわ広々とした空間だ。

　杭くいに縛しばりつけられた元近衛兵たちの処刑がおこなわれる予定だったが、現在は一時中断している。先ほど、ユノス川対岸にタウーリア軍が姿を見せたという報告があり、ナバール以下、将しよう軍ぐんたちが揃そろってその場を離はなれているためだ。

　皇子暗殺にかかわった者たちの処刑ということで、アプターの住民たちも柵さくの向こう側から見守っていたのだが、いまは大半が家に逃げ帰っている。わずかばかり、事の経けい緯いを見届けたくて残った人々も、さすがに不安そうにしていた。

　一方、銃を構えたままの兵たちとて、いつ敵の迎げい撃げきを命じられるかとそわそわした様よう子すだ。彼らを指揮する立場にあり、また近衛兵の処刑を進言した張本人であるダレスも同様だった。

　と、

「将軍！」

　ようやくのことで、西側の道からナバール将軍が戻ってくるのが見えた。ローグ、オーダインの姿もある。同じくぞろぞろとついてくる兵たちの顔にも緊きん迫ぱくの色はない。どうやらタウーリアが国境を侵おかして攻めのぼってきたわけではないようだ。

　が、ある種、それよりも異様な気け配はいを感じ取って、ダレスは口を閉ざした。

　民たみたちも、自然とある一点に視し線せんを誘さそわれ、それから、まるで申しあわせたように口をぽかんと開あけた。

　いっとき、朝を迎えて間もないアプターのその一角を、死のような静せい寂じやくが支配した。

　ダレスや、彼の号令を受けていままさに引き金を引かんとしていた兵たち、打ちつけられた杭くいに四し肢しを縛しばりつけられた元近この衛え兵へい、そしてアプターの民たみたち。皆、声を発することもない。

　ざくざくと地面を踏みしめて近づいてくるその足音の列が、妙に高く聞こえた。

　その瞬しゆん間かん、

「皇おう子じさまだ！」

　誰だれかが叫んだ。

　柵さくの向こうから、子供のひとりが一団の先頭を指差している。その父親らしき男があわてた様よう子すで子供を抱きかかえたが、これがきっかけとなって、辺あたりがいっせいにどよめきはじめた。

「あのお方は」

「ま、まさか。そんなはずはない」

「いや、しかし……、どう見ても」

　民たちは喜びに沸わき返ることもなく、ただ、誰かこの疑ぎ惑わくを確かく信しんに変えてくれぬものかと期待するように互いに顔を見あわせては、また同じ方向を──すなわち、皇子ギルと同じ顔をした者のいる場所へと視し線せんを釘くぎづけにされている。

　処刑を待つ身であった元近衛兵たちや、その反対に処刑を執しつ行こうする立場にあった銃兵たちも、驚おどろきに目を剝むきはするものの、なにか具体的な言葉や態度が表に発せられることはない。

　臨りん時じの処刑場は一種異様な空気に満ちていた。

　そんななか、ローグ・サイアンはひとり列から離はなれて、ひそかに部下を呼びつけていた。処刑がはじまればその瞬間にも近衛兵たちを助けて、ナバールやダレスを拘こう束そくしようと身をひそませていた兵たちである。

　彼らは、老ろう将しようから下された新たな命令を、若じやつ干かん戸と惑まどいながらも実行に移した。

　数人がかりでひとつの杭を引き抜き、慎しん重ちように横たえると、元近衛兵を縛りつけていたいましめを小刀で切った。ひとり、またひとりと、彼らは次々と近衛隊の面々を杭から解放していった。

　民衆たちはいよいよ驚きとこれまで以上のどよめきをもって見守っている。

（おまえ）

　杭から放たれるとき、元近衛隊隊長のゴーウェンと、ギルの視線とがかちあった。

　ひとまず、ギルは視線のみでその感情を受け止める。ゴーウェンの隣となりには、かつて近衛隊の歩兵隊隊長を任じられていた剣士パーシルの姿もあった。こちらは無表情に近い。

「こ、これはなにごとです」

　ナバールが近づいていくと、ダレスがうろたえたような声を出した。やはり彼の視線もギルの姿に縫ぬい止められていて、上官であるはずのナバールの顔をちらりとも見ない。

「わかるものか」ナバールは血色の失うせた顔で毒づいた。「皇こう族ぞくのなさることなど、われらにはわからぬことばかりだ、くそっ。ともあれ、処刑は中止だ」

　そのときには、早くも噂うわさを聞きつけてか、柵さくの向こう側に人の姿が舞まい戻りつつある。

　ひとり、またひとりと増えていくにつれて、民たみたちは驚おどろきをより大勢の人間と共有していき、そして胸に抱いた淡あわい期待に実像がともなっていく思いがして、

「皇おう子じさま」

「ギル殿でん下かあ」

　どこかためらいがちに、しかし確たしかな期待をもって呼びかけた。

　ギルがかすかに手をあげて応じたその瞬しゆん間かん、民たちの心に一点の穴が空あいた。そして抑おさえに抑えられていた感情が、その穴から一挙に外へと解放された。

「ギ、ギルさまだ」

「生きておられたのだ」

「みんな、ギル殿下が生きておられたぞ！」

　口々に大きな声をあげはじめる。その熱ねつ狂きようが飛び火してか、杭くいから解き放たれてもなお不ふ審しんそうな表情を消さなかった元近この衛え兵へいたちも、一気に爆ばく発はつして、その場で飛とび跳はねたり、抱きあったりした。

　薪まきを新たにくべるまでもなく、放っておいても大火となって燃もえあがらんばかりの狂きよう騒そうぶりにギルは一時背を向けて、ローグらと改めて対面しあった。

「よく、信じてくれた」

　ギルはまずそう口にした。

「感かん謝しやする、ローグ、オーダイン」

「われわれのほうこそ」

「よくぞ、ご帰き還かんしていただけました。お帰りなさいませ」

　死地にあってさえ巌いわおのような態度を崩くずすまいと思える二に将しようの目が、いまばかりは若者のように輝かがやき、揺ゆれている。

　ギル・メフィウスはかすかに笑い、それから、

「積つもる話もあるだろうが、しかしまずはやらねばならないことも多い」

「ええ」

　ローグはちらりと辺あたりを見わたした。このままではアプターのこの一角は住民に占拠され、誰だれひとり外へ出られなくなってしまいそうだ。

（兵を走らせ、彼らをひとまず退どかしましょう）

　そういいかけたローグに、皇子は予想外のことを口にした。

「ローグ、おまえの船団から一いつ隻せき、船を派は遣けんしてほしい。十か二十人乗りていどの巡洋船で構わん」

「船を？」ローグは、らしくもなく目をぱちくりとさせる。「して、どこに？」

「ユノス川を越えて西、タウーリアの領域だ。船を武装する必要はない。そこで迎えを待っている方がおられるのだ」

「なんと」

　西方に船をよこせ、とたやすく言葉にするギルを、改めて二に将しようは驚おどろきの視し線せんでもって見つめた。

　メフィウスと西方の歴史を長々と振り返るまでもなく、つい先ごろ起こった二国間の戦せん闘とうを思えば、それはあまりに常じよう識しき離ばなれした命令であって、

（であるからこそ）

　ギルがなしたこと、そしてこれからなそうとしていることが、いま各おの々おのの顔を照らしあげる朝あさ陽ひにも劣らずまばゆく輝かがやいているように、ローグやオーダインには見えていた。
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（あたたかい）

　と思えた。

　肌に、誰だれかの体温を感じる。冷たい身体からだに熱ねつが染しみ入るかのようだ。こんなにも人肌が心地ここちいいものだと思ったことはなかった。

　ビリーナ・アウエルは、その肌の持ち主が──つまり、胸に彼女を抱いて、じっとこちらを見おろしている人物がいったい誰であるのか、最初はわからなかった。

　まるで霞かすみがかかっているかのように顔の辺あたりがぼんやりとしていたからだが、ただ二つのまなざし、それだけが確たしかな輝きを備そなえている。

（やはり）

　と王女は、自身もどこかぼんやりとした意識のなか、そう思った。

（やはり、あなたは噓うそつきだ）

　呼びかけてみたが、声が出たかどうか、自分でもわからない。

　ただ、必死になってこちらを見おろしていたその男の目が、かすかに和やわらいだように思えた。




　うっすらと王女の瞼まぶたが震ふるえ、そして見開かれた。

　二度、三度と瞬まばたきをくりかえす。

　見えているのは、星を散らした空でも、建物の天てん井じようでもない。風にはためいている布だ。ややあって、どうやら天幕に寝かしつけられているのだと気づいた。

　先ほど感じていた肌のぬくもりが、遠い。王女を抱きかかえていたはずの腕も、胸も、忽こつ然ぜんと消きえ失うせていた。

（やっぱり）

　ともう一度、彼女は思った。

　いままでも経けい験けんはあった。あれは悪い夢かなにかだったのだ、と安心した直後、それこそが夢でしかなかったという現実に打ちのめされることが、度たび々たびあった。

　自分の甘い願がん望ぼうを何者かに見み透すかされているような思いがして、ビリーナはその都つ度どほぞを嚙かんだ。

（やっぱり、わたしの思い込みでしかなかったのか）

　ギル・メフィウスが唐とう突とつに姿を消したところで、それを頭から信じることのできぬビリーナだった。だからこそソロンを発たち、メフィウスの人々を騙だますような真ま似ねまでして、アプターまで船を飛ばしてきた。

　しかしそこで突きつけられたのは、王者の誇りを抱かんと生きてきた少女にして、はじめて味わう現実の冷たさと、大勢の命を巻まき添ぞえにしかねない戦火の兆きざしであった。

（襲しゆう撃げき）

　そうだ。

　ビリーナが二国間の戦いを止めようと奔ほん走そうしたのもむなしく、戦端は無残にも開かれた。

　乗っていた飛ひ空くう艇ていに銃撃を浴びて、山道を転がり落ちた彼女は気を失い、そこをローン・ジェイスという男に救われたのだ。娘のライラともども、見ず知らずのビリーナに──ルナという偽ぎ名めいを使わざるを得ない立場の彼女に──よくしてもらった。

　その彼らの村が、何者かに襲おそわれた。最初はメフィウスの手の者かと思った。しかしビリーナと相あい対たいした襲撃者は明らかにゼルド人の面相をしていたし、その目的はどうやらビリーナ当人の暗殺にあるらしかった。

　ビリーナの、いましがた目覚めたばかりの意い識しきに、鋭するどい痛みをともなって明滅するものがあった。

　それは、赤々と燃もえる炎であり、腹部を刺し貫かれて崩くずれ落ちるローンの姿であり、泣き叫ぶライラの涙であった。

　急きゆう激げきに身を起こそうとしたビリーナはしかし、彼女自身、腹部に刃やいばを埋め込まれたような痛みを覚えて激はげしく咳せき込んだ。

「王女！」

　聞こえてきたのは、若者の声だ。

　武装したゼルド人の兵士が、傍かたわらに膝ひざをついた。

「王女、お目覚めになられましたか。ああ、ご無理をなさらずに。いま、医師を呼んでまいります」

　いまにも飛び出していこうとする兵士を、王女はかすかに震ふるえる声で呼び止めた。

　改めて見わたすに、天幕のなかには彼女自身と、その入り口を見張っていたという若者ひとりきりだ。

　彼はタウーリアの兵で、王女捜そう索さくのために村を訪れた兵たちとはまた別の一団に属しているらしい。メフィウスの国境に向かう用事があって、その途と中ちゆう、村の異変に気づいて駆かけつけたということだった。

　その若者、煤すすと汗にまみれてはいるものの、表情と声が明るい。その様よう子すから、ビリーナはようやくのことである種の希望を抱くことができた。

「では、あなたがたが、村を救ってくださったのですね」

「われわれも無む論ろん戦いました」若者は誇らしげに頷うなずき、それから、「ただ、やはり王女を救ったいちばんの功労者は、あの男でございましょう」

「あの男？」

　ビリーナはゆっくりと上体をあげた。腹部を中心に身体からだの節ふし々ぶしが痛んだが、特に大事はなさそうだ。

「覚えてらっしゃいませんか。王女を危ういところで救った男のことです。タウーリアでもあれこれ不ふ穏おんな噂うわさはありましたが、さすがにガルダを討うった英えい傑けつだ。なにかしら、英雄的な力を発揮できる場所に導みちびかれる習性でもあるのかもしれない」

「タウランの方のことは、わたしには」

「いえ、彼は確たしかにわがタウーリアの傭よう兵へいですが、出身はメフィウスです。オルバという、仮面をつけた剣士ですよ」

「オルバ」

　国境を隔てて、このときナバール・メッティとビリーナ・アウエルは、ともにおかれている境遇も人格ももちろん大きく異なっていたものの、まったく同じような心境に陥おちいっていた。自身でその名前を口にしながらも、実感といおうか、現実味がまるで湧わかなかったのである。

　さらに、

「あの男、直後にアプターへと向かいました。ラバン師の差し金もあって、おそらくはメフィウスともあるていど話がついているものかと思われます。なにより彼は、じきアプターより姫ひめをお迎えするための船が来る、とも口にしていましたから」

「アプターから？」

　ビリーナはますます混乱に陥った。

　メフィウスとタウーリアは一戦交えたばかりだ。戦場となったその地に、ビリーナ自身もいた。だというのに、メフィウス領アプターから、この西方タウーリア領に迎えの船が来るという。

　いったいなにが起こっているのか、わからない。自分でももどかしいほどに頭が働かなかった。ただ、

（なにか）

　そう、なにかが動きはじめている。オルバの名も、メフィウスのことも、胸に抱いてはその都つ度ど『現実』の振るう鉄てつ槌ついに粉こな々ごなに打うち砕くだかれながらも、それでもしつこいまでに少女の胸中に留とどまっていた、あの甘い願がん望ぼうが、ようやくのことで形となってあらわれはじめた、その兆きざしのようにも思われた。

　とはいえ、裏を返せばビリーナも数々の『現実』を見てきた少女だった。すぐにその兆しに乗っかることをよしとしなかった。またも打ち砕かれれば、二度と同じ種類の希望を抱くことなどできまいという怖れすらあった。

　ビリーナは、休んでいるよう再三促うながす兵士にむしろ手て伝つだわせて、その場に立ちあがった。

　天幕を開あける。

　ビリーナが八日を過ごした村がそこにあった。だというのに、見知ったものはなにひとつ残されていなかった。

　手足がずっしりと重い、というのとは別の理由で、ビリーナはあわやその場に倒れ込みそうになった。あわてて兵士が肩と手を支えた。ゼルド人のその兵士は年若く、自分のような身分の男がうら若き王族の少女と直接肌を触れあわせてよいものか、という葛かつ藤とうに身を焼いたものの、それにもまったく気づかぬほど、ビリーナの心は麻あさのごとく乱れていた。

　家々の大半はもはや原形をとどめておらず、黒っぽい煙をあげる廃材の山と化していた。一部ではいまだに火が燃もえていて、半裸の男たちが消火作業に当たっている。地面には怪け我が人にんたちが大勢寝かしつけられていた。

　剣や槍やりで傷つけられた男たち、倒れ伏してものいわぬ女性たち、そして、火傷やけどを負って赤黒い肌をさらした幼おさな子ごたちの姿。

　すすり泣きや苦痛の呻うめき声ごえが絶たえ間ない。

　ビリーナは、ただひとり天幕のなかでぬくぬくと眠っていた自分に嫌けん悪おを抱いた。

　そして、同時に息を吞のんだ。倒れていた怪我人たちのなかに、ローン・ジェイスの姿を見つけたのだ。その隣となりで横になっているのは、ライラを救おうとした若者レナスだろう。右腕の半ばほどから先が消えている。いずれも苦く悶もんの表情を浮かべていた。

　若い兵士も痛ましげに見わたしながら、

「現在、中ちゆう継けい基地から薬やく品ひんを運んでいる最中です。しかし、医師の数がどうしても足りない。本国へも派は遣けんを要よう請せいしましたが、いまの状況下、満足な数の医者が村に到着するまでどれほど時間がかかることか」

　タウーリアには大型の飛空船は二に隻せきしかない。それも、ガルダ討とう伐ばつ戦せんの折りに貴重な一隻が沈められたため、いまは古い型の船を無理やり運用しているらしい。そんな現状であるから、果たして村人たちの治ち療りようのために貴重な船を出してくれるかどうか、心もとないという。

　ローンとレナスの近くには、ライラの姿もあった。膝ひざをついて、父に水を飲ませたり、レナスの汗をひっきりなしに拭ふいたりしている。

　思わずその場に走り寄りかけたビリーナだが、三歩といかぬうちに足が止まった。

　襲しゆう撃げき者しやたちが狙ねらっていたのは彼女の命。ローンたちはいわばその巻まき添ぞえである。しかもビリーナは自分がガーベラ国王女であるという素す性じようを彼らに隠かくしていた。かける言葉のひとつも思いつかない。

　王女は自分の下唇を強く嚙かみしめた。若じやつ干かんの時間がかかった。それから、意を決したように兵士の手を放し、ライラのほうへ一歩足を進めようとする。

「王女、あれを」

　とそのとき、兵士があわてたような声をあげた。

　白しら々じらとした空に船せん影えいが浮かびあがっている。ばかりか、見る見るうちに近づいてきた。

　上空を仰あおいだビリーナの足がまたも止まったのは、そこにメフィウスの紋もん章しようが描かれていたからだ。

　二十人乗りていどの高速巡じゆん洋よう艇ていだ。ビリーナが見み慣なれた型よりだいぶ大振りである。メフィウスの竜りゆう石せき船せん製造の技術が、ガーベラのそれより劣っているからであろう。

　巡洋艇は、魔素エーテルエンジンの甲かん高だかい音を、土と風もろとも周囲にまき散らしながら村の外れへと着陸した。

　なかから、数名のメフィウス人が降り立ってくる。タウーリア人に敵意がないことを示すためにか、わざわざ手にしていた銃や剣を地面に置いてから、タウーリア側の兵たちが接近してくるまで待った。

　しばしの問答ののち、西方兵の案内にしたがって、メフィウス人のひとりが村内へ足を踏み入れてきた。

　天幕を警けい護ごしていた兵に劣らず、顔立ちが若い。ビリーナと目があった。

「王女！」

　ぱっとメフィウス人の顔が喜色に包まれた。

　ビリーナにも見覚えがある。

　名前はニール・トンソン。皇おう子じの元近この衛え兵へいで、飛空艇隊の隊長。王女は、彼らの飛行訓練を指し導どうしたことがある。また、ネダインからアプターへ赴おもむいた際に、王女を出迎える形となったのも彼であった。

「ご無事でなによりでした、ビリーナ姫ひめ。もうご安心ください。アプターより、お迎えにあがりました」

「なぜです」

　興こう奮ふん気ぎ味みのニールと裏腹に、王女の口く調ちようは冷たい。ニールは面食らった。

「な、なぜとは？」

「わたしは、タウーリアにメフィウス侵攻を密告いたしました。そのわたしが、罪人として縄なわを打たれるならともかく、これほど丁てい重ちように迎えられる覚えはありません」

「罪人などと」赤ら顔の若者はさらに顔を赤くして、「……確たしかに、メフィウスとタウーリアは戦せん闘とう状態にありました。それをお止めになったのは、ほかならぬ王女ご自身と、そしてわれらが皇こう太たい子しギル・メフィウスさまであります」

「ギル・メフィウスさま」

　ビリーナはおうむ返しにその名をつぶやいた。表情は硬い。オルバの名を耳にしたときと同様に、どこか、自分が夢のつづきにいるような錯さつ覚かくに陥おちいっていた。

　思えば、この若者ニール・トンソンもナバールによって身柄を拘こう束そくされていたはずだ。皇おう子じ暗殺の濡ぬれ衣ぎぬを着せられて。

　その彼が、こうしてアプターから船を駆かってビリーナを迎えに来た。

（これは、やっぱり。いや、でも）

　声にはならない言葉が、百も二百も胸の奥から湧わき出してきて、たちまちのうちに少女のちっぽけな容器をいっぱいに満たし、いまにもあふれ出してしまいそうになる。

「ひ、姫ひめ？」

　王女を警けい護ごしていたタウーリアの若き兵、そしてニールの声とが重なった。王女は喜びに顔を輝かがやかせるかと思いきや、そのまま白金プラチナの髪をばさりと垂たらして、うつむいてしまったのだ。

　どれほど経たってからだろう、何度もの呼びかけを経へて顔をあげたとき、ビリーナは、

「あれと同じ型の船が、アプターにはあとどれほどありますか」

　と、思いもよらぬことを口にしていた。

　一いつ瞬しゆん、ぽかんとしたニールだったが、

「ローグ将しよう軍ぐんの空軍が駐ちゆう留りゆうしておりますので、そのう、複ふく数すうはあるはずです」

　やや言葉を濁にごしたのは、やはり近くに他国人の存在があったからだろう。ビリーナは気にせず、

「できる限りの数を、こちらに寄越してください」

　早口にいった。さらにつづけることには、その船に村の負傷者たちを乗せて、アプターまで運んでほしい、というのである。

　本来ならばタウーリアを選えらぶべきであるが、アプターのほうが距きよ離り的てきに近い上、メフィウスの船が乗りつけるとなると、タウーリア側から事前の承しよう諾だくを得ることが必要になろう。それで時間を取られるのをビリーナは嫌った。

　無む論ろん、これにはニールばかりか、タウーリア人も驚おどろいた。

「し、しかし、姫」

「しかしもなにもありません。この村の方々はわたしを守ってくださいました。彼らの恩義に背を向けて、ひとりのうのうと逃げられるビリーナではないのです。わたしは、彼らが無事にアプターへ到着する保証がない限り、梃て子こでもここを動きません。それこそ縄なわでも打って地面を引きずって連れていくというのなら、どうぞ好きになさい」

（べらべらと、よくしゃべる）

　王女の啖たん呵かをそんな風ふうに感じたのは、誰だれあろう、ビリーナ・アウエル本人である。

　こうした境遇に陥おちいっているのは、他ほかの誰のせいでもない、自分自身の責任だ。それを誰よりも痛感しているにもかかわらず、しかしあえてビリーナは大上段に構えた。

　ニールはいったんその場を辞じすと、船の近くでタウーリア側の上官らしき人間と相そう談だんをはじめた。

　結局、双方ともにこれを吞のむ形となった。

　駆かけ足で戻ってきたニールは、アプターから船団をつれてくることをビリーナに約束した。

「ただし、王女ご自身は、われわれとともにこの船でアプターへお戻りください。ご本人のお姿がなければ、タウーリア側の罠わなかと勘ぐられます」

「承知した」

　そうしたやり取りがあるころには、村々の人々も、ビリーナがガーベラ国王女であること、怪け我が人にんたちがこれからアプターへ移送されることなどが伝わっていた。

「嫌いやだ」

「どうしてメフィウスなどに」

　とわめき、ごねる男たちとていなかったわけではない。

　村を襲おそったのはメフィウス人だと信じている者たちも多数いたからで、タウーリア兵たちが彼らをひとりひとり説き伏せにまわらねばならなかった。そしてローン・ジェイスのもとには、本人たっての希望で、ビリーナ・アウエル自身が赴おもむいた。

　看病をしていたライラが、近づいてくる王女に気づいて、はっと顔ごと視し線せんを背けようとする。

「申しあげねばならぬことは山とあります」

　ビリーナは硬さのぬぐえぬ口く調ちようでいった。

「しかし、いまはお父上や村の方々のお命がなにより大事。どうか、ともにメフィウスへいらしてください」

　もちろん、ビリーナにジェイス一家の事情はわからない。彼らがメフィウスへ足を踏み入れるということがなにを意味するのかも。

　しかし、ライラにも父の命をなにより優ゆう先せんすべきだとはわかっている。すでに母親とも相談して、決心を固めていたらしい。

「わかりました」

　ライラは、消え入りそうな声でそう答えていた。




　こうして、まずはニールの乗ってきた巡じゆん洋よう艇ていが出しゆつ立たつ。

　ビリーナと、ローン、付つき添そいのライラ、それと特に怪我のひどい者たち七名が同乗した。そのなかに、全身が包帯まみれといった様相の男がいた。ビリーナ以前にローンに拾ひろわれ、ジェイス家で厄やつ介かいになっていたあの男である。今回の襲しゆう撃げきによって重傷を負ったと勘ちがいされたのだろう。

　飛ひ空くう艇ていが、ゆっくり時間をかけながら浮上する。こちらへ来たときよりやや重そうにしているのは人員が増えたためでやむを得ない。

　窓の外を見つめたビリーナは、村の名残なごりをとどめる場所を眼下にしたとき、瞼まぶたの裏に熱あついものがこみあげてくるのを感じた。

　たかだか八日間を過ごした村だ。

（されど、八日）

　ガーベラ国王女でもなく、メフィウスの皇こう太たい子し婚約者としてでもなく、ただ市井しせいの娘として日々を過ごした村だった。力仕事と、聞きき慣なれぬゼルド人たちの歌と、ジェイス一家のあたたかさがそこにはあった。

　飛空艇はそんな感傷も知らぬげに速度をあげ、昼前にはアプターへ降り立っていた。

　いきなり兵士が押しかけてきて捕らえられることも、「裏切り者」と罵ののしられることもなく、メフィウス人たちにむしろ丁てい重ちように迎えられたビリーナは、そのまま馬車へと乗せられた。

　石いし畳だたみの街路をいく。半ば以上カーテンを閉ざした窓の外に、駆かけていく市民たちの姿を見つけて、ビリーナはふと眉まゆをひそめた。大勢の人出があるようだ。これからお祭りでもはじまるのか、皆が興こう奮ふんしている様よう子すだった。

　やがて城じよう館かん部ぶの横よこ手て門もんに辿たどり着く。馬車のなかから、王女はふたたびメフィウス領内へその足をおろした。

　胸の動どう悸きが激はげしい。

　アプターへ向かう道中、つとめて自分でも感情を押し殺してきた。

　それももはや限界に近づきつつある。

　こちらへ挨あい拶さつを送る者の姿などほとんど目に入らず、また声も聞こえなかった。だというのに、階段をのぼって館やかたの上層部に足を進めた瞬しゆん間かん、

（あっ）

　朗々たるひびきをともなう、その声だけが、耳に届いた。

　ビリーナはわれ知らず、足を、というより、全身の動きを止めていた。




　　　　３




　メフィウス南西部アプターにおいて、その日は格別の一日となった。

　青く澄すみわたった空を背景に、市街地へと開けた館の露ろ台だいに姿を見せたギル・メフィウスは、民衆たちの歓呼の声を浴びて、その手を振った。

「あの夜、卑劣なる銃弾を浴びたのは、ここだ」

　ギルが前髪をかきあげると、額ひたいには生々しい傷きず痕あとがくっきりと残っていた。あたかも獣けものの爪つめで引っかかれたような痕で、目を凝こらせば小さな傷の寄り集まったものだとわかるが、遠とお目めには斜めに走った一本の大きな傷にしか見えない。目まの当あたりにした民たみから「おお」と、恐怖や驚おどろき、さらには慨がい嘆たん、賞しよう賛さんの入り混じった声があがる。

「だが、このギル・メフィウス、そう簡かん単たんにくたばってやれるほど人間ができちゃいない。相手が、オーバリーのごとき俗物ならばなおのことだ」

　笑い声が起こるなか、ギル・メフィウスもかすかな微笑ほほえみを口もとに絶たやさず、

「おれを撃うとうとする者は覚悟せよ。その胸に義があるか、その手におれの血のりを未み来らい永えい劫ごう塗ぬりつける覚悟はあるか、そしてその背にメフィウスを負う勇気はあるか、よくよく考えてから行動することだ。おれが誰だれかの命を絶とうとするとき、必ずや自みずからに問いかけるように」

　皇おう子じギル・メフィウスの従しよう容ようとした姿に、民は熱ねつ狂きようした。

　メフィウスのどこよりも皇太子とは関係の深い土地だ。ここアプターで倒れ、そしてここアプターで復活した皇子ギルという存在は、もはや民にとっては信仰の対象にすらなり得るほどに、まばゆい輝かがやきを放って見えたにちがいない。

　血のたかぶりを抑おさえられぬ男たちは鍬くわや鋤すきを掲げ、それをも持たぬ者は箒ほうきやら大根やらを手に、とにかくその腕を天へと突きあげたがった。

　このとき、アプターに存在する、ほぼすべての人間の視し線せんが、ギル・メフィウスひとりに注がれていた、といっていい。

　無む論ろん、そのなかにはビリーナ・アウエルのものもある。
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　兵に案内されて、ちょうど露ろ台だいの後ろに位置していた。

　ガーベラ国王女は声も発せず、たたずんでいた。二十歩ほど離はなれた距きよ離りにある若者の背中が、いまはよく見えない。その理由すら彼女にはわからなかった。

　また、ギルに注がれる視し線せんのなかには、ライラのものもあった。飛ひ空くう艇ていから降りて、担架で運ばれていく父の傍かたわらを歩いていたときだ。

　ライラもまた、父についていくのも忘れて足を止めていた。見あげる先で演説を振るう若者の姿。一日も早く忘れたいと願ねがいながら、一日たりとて忘れたことはなかった。まちがいなく、あれはギル・メフィウスそのものだった。

　ライラの脳のう裏りを、かつて未来を誓いあった恋人の姿がよぎった。その未来を打うち砕くだいたのがあの男だった。

　愛する人と手に手を取りあっての幸せな日々が訪れる代わりに、ソロンを離れてのつらい旅がはじまった。旅が終わっても、今度は慣なれぬ土地での生活の苦労があった。

　そうした日々を耐え忍ぶことで、ようやく、人間らしい、ささやかだけれども、明日あしたに希望の持てる生活をはじめることができたと思った矢先に、そのわずかな希望さえもが、炎に包まれた。

　赤々とした火に照らされるなか、ずっと自分を守ってくれた父もまた、凶きよう刃じんを浴びて地面に倒れたのだ。

　なにもかも、ギル・メフィウスの招いたことであった。

　ジェイス一家を呪のろい、祟たたりつづけるそれは、人間以外の、別の世界から生まれたもののけのようですらあった。

　そしてもうひとり。

　包帯を全身に巻いた男もまた、目をひん剝むいて、ギル皇こう太たい子しの姿を喰くい入らんばかりに見つめていた。担架に乗せられて運ばれていく途と中ちゆうだったのを、ギルの声を耳にするなり、半ば転げ落ちるようにして広場まで走ってきたのである。

　あとを追いかけてきた兵たちは、この人混みのなか、男の姿を見失った。

　男はギルを見あげていた視線を落とし、大きく身を震ふるわせると、館やかた前まえの広場に集まった大勢の人々にぶつかりながら──民たみたちはただもう興こう奮ふんと歓喜の絶頂にあったので気にもしなかった──、なおも押しかけてこようとする人々とは逆行して、ただひとり、広場を離れていった。




　ひとまず熱ねつ弁べんを終えたギルは、名残なごり惜おしそうな民衆の声にようやくのことで背を向けた。

　露台を離れた彼へ、すかさず水を差し出したのは元近この衛え隊たい隊長のゴーウェンである。髭ひげを散らした赤しやく銅どう色いろの顔に、どこか凄すごみのある笑えみを浮かべて、

「命を救ってくれたことにはひとまず礼をいっておこう。ほかにいいたいことも山ほどあるがな」

　小声でいった。ギルはひと息に水を飲み干ほして、

「ああ。あとで時間をつくる」

「いつになるやら」

　ゴーウェンがやはり小声でつぶやいた。

　現在のギル・メフィウスが、かつては剣けん奴ど隷れいであったなどという驚きよう嘆たんの事実を知る人間はごく少ない。ギル皇おう子じとして再会せねばならない人間、そしてオルバとして再会を喜びたい人間、それらは別々に時間を設もうけねばならなかったのだ。

「が、殿でん下か。まずはわれわれより前に」

　とゴーウェンは姿勢と口く調ちようを急に改めた。ローグとオーダインが近づきつつあったからだ。

「殿下には、お会いせねばならぬ方がおりましょう」

「おお」と、傍かたわらまで来たローグもすぐさま話題を察して、「われらのようなむくつけき男などはあとまわしにして構いませぬ。殿下、一秒でも早くお会いになってくだされ」

「誰だれのことだ」

「そのような」オーダインが顔をしかめた。「王女殿下のことに決まっておりましょう。聞けば、王女の危き機きを救ったのは、皇子の部下であられるオルバとか。船を要よう請せいしたのも彼の報告を耳に入れられたからでありましょう？　王女がなぜあのような場所におられたのか、それに勘づかぬ殿下でもありますまい」

「先ほど、アプターへご到着されました。さあ、早くお顔をお見せになってくだされ。一いち日じつ千せん秋しゆうの思いで待まち焦こがれておりましょうものを」

「……」

　ギルはしばし黙だまりこくった。戦場で、愛用していた剣が、唐とう突とつに半ばからへし折られた戦士のような顔つきになっていた。

　と、

「果たして、待ち焦がれておられるかどうか」

　そこへ女性の声が投げかけられた。

　テレジアである。ガーベラ国王女の侍じ女じよ長ちようにして、輿こし入いれの際にただひとり姫ひめに同行してきた人物だ。

　ギルや将しよう軍ぐんたちとやや距きよ離りをおいているのは、身分の差を慮おもんぱかっているからだろうが、そうした殊勝な態度とは裏腹に、表情と声は氷のように冷たい。

「先ほど、姫さまもここにおられました。わたしの声など届かぬご様よう子すで、ただじっと皇子のお背中を見つめてごらんになっておりましたよ。でも、お話が終わる前に飛び出していかれましたがね」

「な、なんと」ローグが咳せき込むような声でいった。「そ、それで、姫ひめはどちらへいかれたので？」

「さあ。今度は殿でん下かのほうからお捜しになってはいかがです？　姫さまが長いあいだ、本当に長いあいだ、そうなされていたようにね」

「そう意地悪を申さずとも。テレジアどのはご存じであろう？　殿下をご案内して差しあげてはどうだな」

　老ろう将しよう軍ぐんがいうも、テレジアはつんと顔を逸そらす。

（これは）

　なにやら困ったことになりそうだぞ、と二将が顔を見あわせたとき、

「おれからも」

　ギル・メフィウスが口を開いていた。

「……おれからも、頼む。姫のもとへ、案内してはくれまいか」

　そのすぐ後ろで、ゴーウェンが笑いを嚙かみ殺している。テレジアは、ギルの顔を──メフィウス皇位継けい承しよう者しやの顔を──、無ぶ遠えん慮りよなほど長くじっと眺めてから、

「まあ、よいでしょう。民たみの前にお姿をお見せしたあとでよろしかったですわね。たんこぶやら青あお痰たんをつくって、あらわれるわけにもいかなかったでしょうから」

　といった。




　テレジアに案内されたのは、館やかたの二階にあてがわれた王女の居室だった。

　途と中ちゆう、何人もの兵や砦とりで仕つかえの人間たちが、興こう奮ふん気ぎ味みにギルの姿を見つめていたが、当のギルはどこか浮かぬ顔である。

（これは）

　と、ギル・メフィウス──すなわちオルバは、こっそり自分の頰ほおを撫なでていた。

（一発、二発は覚悟したほうがいいか）

　なにせ、あのビリーナだった。

「お帰りを信じて、お待ち申しあげておりました」

　などと瞳ひとみを潤うるませる姿など想像もつかない。

　テレジアのいいようも、決して大げさではなかった。今度こそ平手が、あるいは拳こぶしが飛んでくることも覚悟せねばなるまい。

　それに、王女の性格がどうこうというよりも、責任と原因は当然ながらオルバ自身にある。

　他国から、それも敵国であった場所から嫁とついできたあの少女は、勝気で、負けず嫌いの性格でありながら、なんとかしてこの土地に馴な染じもうと努力してきた。オルバが窮きゆう地ちに立たされたときも、そのたびに「力になりたい」と申し出てきた。

　そんな少女の心を、オルバはほとんど最悪の形で裏切ってしまった。

　それと、もうひとつ。

　オルバにはほかに気がかりなこともあった。タウーリアの領内にてビリーナと再会したとき、彼女は鉄仮面をつけたままのオルバを『皇おう子じ』と認にん識しきしていた節ふしがある。ほとんど意識を失いかけていて、朦もう朧ろうとしていたから、

（ただまちがっただけなのか、それとも）

　このこともいずれは決着をつけねばならぬことではあった。

　が、いまはまだ早い。少なくともオルバはそう思っている。どのような物差しで早い遅いを計っているのか、実のところ当人にもよく理解できぬまま、ただいまだけは正体を明あかすべきときではない、と感じていたのである。

　テレジアは扉の前を去った。視し線せんは最後まで冷たさを保っていた。

　あたかもその視線に足を氷こおり漬づけにされたがごとく、オルバはしばらくしても動けずにいた。

　第一声がまずわからない。

　どのような顔をすればいいかもわからない。

　しかし悶もん々もんとしていても事態が好転するはずもなかったので、オルバは意を決した。鎧よろいを打ちつぶされ、ただ孤こ剣けんのみを頼りに巨人へ撃うちかかるのにも似た覚悟をかためながら、拳こぶしの裏で軽くドアを叩たたく。

「おれだ」

　と声を発した。ノックの音も、自分の声も、なぜだか大きすぎるほど大きくひびいた気がした。

「ギル・メフィウスだ。姫ひめ、入っていいだろうか」

　返事はない。

　ひょっとしていないのか、とも思ったが、ノックした瞬しゆん間かん、確たしかにドアの向こうでなにかが動いたような気け配はいがあった。

　一度、咳せき払ばらいする。ふたたび扉を叩いた。やはり返事はない。次の行動に移るためには、さらなる決意が必要であった。ノブに手をかけ、まわす。手のなかがずっしりと重い気がした。

　そして、扉を開あけた先──、寝室につながる居い間まの中央に、十四歳の少女が腰かけていた。




　ビリーナの視線は横あいにある窓に向けられていた。小さなテーブルに肘ひじをついた姿勢は、あきらかに婚約者を迎える姫ひめ君きみのそれではない。

　タウーリア領で会ったときは、市井しせいの娘が着るような衣服を身に着けていたが、さすがにテレジアに促うながされてか、ドレスに着替えている。

（瘦やせたか）

　と、オルバはそう思った。

　いつか、タウーリアでエスメナ姫と会ったときと同じ感想だ。真顔でそっぽを向いているビリーナの姿は、オルバの記き憶おくにあったときよりずっと大人おとなびているようにも見える。長い睫まつげが瞳ひとみに影かげを落としている様さまも、柔らかで光こう沢たくのある髪が垂たれさがっている様も、なぜだかオルバを胸苦しい思いに駆かり立てた。

　それは、陽ひの当たる場所を闊かつ歩ぽする身分ちがいの娘を、群集のなかのただひとりにすぎない自分が、ひさしの陰で頭を垂れながらちらりと一いつ瞬しゆん仰あおぎ見るのにも似て──、すなわちいまはっきりと、オルバは、自分と王女とが、本来ならば決して人生の交わることのない、あまりに身分の差がありすぎる存在だということを痛感させられていたのである。

（なぜ、いまになって）

　入室する前は、まずどう声をかけるべきか、あれこれ頭を悩ませていたオルバだったが、彼女の姿をひと目見た瞬間、それらの言葉は頭から消え去っていた。ついでに、なにをどうしてよいやら、わからなくなった。

　結果、五分近くも沈ちん黙もくがつづいた末に、

「む、無む茶ちやをする」

　オルバが紡つむいだ最初の言葉がそれだった。ビリーナはまだこちらを見ようともしない。

「タウーリアに単身乗り込もうなどと……、一国の姫ひめがやられることでもない。せめて、おれの部下に命じていかせることくらいは」

「部下の方々は、皆、そのときには捕まっておりました」

　はじめて蕾つぼみのごとき唇が開いた。

「そ、そうか」オルバは部へ屋やの入り口付近に突っ立ったままだ。「濡ぬれ衣ぎぬを着せられ、処刑されるところであったな。彼らのための行動でもあったわけだ。礼をいう、姫……」

「礼？」

　ビリーナが、突如鋭するどい声を発して、オルバの言葉を遮さえぎった。

　加えて、はじめてビリーナの瞳ひとみがオルバのほうを見やった。真正面から見み据すえられたオルバの喉のどが鳴る。

（なんだ、これは）

　オルバは立ちすくんだ。得え体たいの知れない感情が足もとから胸にかけてざわざわと立ちのぼってくるかのようだ。

「そ、そう、礼だ。おれの部下を、そしてタウーリアを救ってくれたのは、姫の勇気ある行動だ。だから……」

「あなたに礼をいわれる筋あいなど、これっぽっちもありはしない」

　ビリーナはぱっちりとした目で相変わらず正面からオルバを見つめたまま、席を立った。

　そして彼女は、

「なぜなら、あなたはギル皇おう子じその人などではないからです」

　やにわに、そういい放ったのである。
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「そ、それは」

　応こたえようとして、オルバは口ごもった。

　何度か唾つばを飲み込んでからようやく、

「それは、どういう意味でいっているのです」

　ようよういい終えることができたが、その間、彼は心しん臓ぞうが止まるかと思うほどに驚おどろいていた。

　顔にまといつかせたつもりの『仮面』が崩くずれかかって、素す顔がおがちらちらと覗のぞいている。

　ビリーナ・アウエルはそんなオルバをじろりと一いち瞥べつして、

「口にしたとおりの意味です。あなたが、メフィウス帝朝皇こう太たい子しであるはずがありません」

　止まるかに思えた心臓が、ふたたび速い鼓動を打っていた。血を巡めぐらされた顔が、手足が、熱あつくなる。

「そ、それは、なぜ」

「あら、簡かん単たんなことですわ」

　しどろもどろになったオルバに対し、ビリーナはなぜだかイネーリ・メフィウスによく似た口く調ちようと態度で、

「ギル・メフィウスさまは、過日、オーバリー将しよう軍ぐんの部下が放った凶きよう弾だんに倒れられました。以来、姿をお見かけしておりません。どこを捜しても、何度名を呼びかけてもあらわれず、すなわち、ギルさまはお亡くなりになられたということです。わたしは、喪もに服すべきでしょうか。でもまだ正式に婚礼を済ませていないので、しょせんは他ひ人と事ごと、さっさとガーベラに戻るべきでしたか」

「姫ひめ」

「気安く呼ぶでない！」

　またもビリーナの態度が一変した。

　突如激げつ昂こうしたかと思うと、手をテーブルの下に潜もぐらせた。そしてふたたび振りあげたときには、その手に拳けん銃じゆうが握られていた。

　一連の動作は、まるで黒い風が巻き起こったかのようだ。

　ぴたりと静止した銃口は、まっすぐオルバの胸に狙そ点てんをつけている。

「ひ、姫」

「気安く呼ぶなといった」

　ビリーナの目は青く煙っている。花のごとき容よう貌ぼうに似あわず、その目にまぎれもない殺意がきらめいているのを認めて、さしものオルバも喉のどを鳴らした。

（これは、殴られるどころの話ではない）

　ビリーナは拳けん銃じゆうを改めて両手で構えなおした。袖そでなしのドレスからすっくと伸びた腕の雪のごときまばゆい白さと、その先端部で凶悪に黒光りする銃身との対比が、ある意味でむくつけき暗殺者と対面するよりもよほど戦せん慄りつを呼び込んだ。

　ビリーナは、構えを維い持じしたまま一歩、オルバのほうへと詰め寄った。

　そして問うた。

「あなたは、何者です？」

　と。

　オルバはその刹せつ那な、実際に引き金が引かれたわけでもないのに、確たしかに鉄の感触が胸をえぐったような、そんな思いがした。

「おれは……」

　わななく口から声が洩もれ出る。ビリーナの表情は変わらない。憎むべき仇きゆう敵てきを前にしたのと同様のまなざしだ。

「おれは、なんです」

「おれは──」

（ギル・メフィウスその人だ）

　という、簡かん単たんな言葉が出てこない。さほど時を隔てぬ過去にも、同じことがあった。相手はやはり一国の姫ひめ君ぎみであった。

「おや、先ほどギル殿でん下かの名を名乗っておられたのはまちがいでしたか。そうでしょうとも、もしあなたがギル皇こう太たい子しであるなら、あなたは誤って死後の世界より抜け出られた亡者であるということになる」

「おれは……」いくぶん苦しげな声で、オルバはかろうじて言葉をつむいだ。「いや、おれが、あなたの知るギル・メフィウスであることは確かだ。それ以外の何者でもない」

「それを証明できるなにがあなたにあるというのです。いってごらんなさい、あのアプターで銃弾に撃うたれたあなたが、いまのいままでなにをし、そしてどのような経けい緯いでここに戻ってきたのかを」

　銃口は依然掲げられたままだ。引き金にはずっと指がかかっている。

　オルバは、その銃口から、いうなればビリーナその人からも視し線せんを背けたまま、

「……オーバリーの黒くろ兜かぶと団だんを、あのアプター近くの村で迎え撃ったことは、ご存じだろう」

　ビリーナは肯定も否定もしなかった。が、彼女がランとともにその場にいたのは確かだ。

　オルバは思いつくままに、いままで姿を消していた理由とやらを王女に語った。無む論ろん、どういい繕つくろっても偽いつわりになる。まっすぐ姫に相あい対たいできぬのもそのためだ。

「あのとき、おれはわざとオーバリーひとりを村から逃がした。奴やつは、父上……すなわち皇こう帝ていからなにかの命令を託されているのではないか、とおれはそう勘ぐっていたからだ」

「──」

「部隊を独断で動かしたのも、ただ過去のことを探っていたおれの口を封じるためではなく、実際にまた国境近くの村を焼いて、それを西方の仕し業わざに仕向けようとしていたためではないか。父上は、あのときから西方タウーリアを取りたがっていた。なればこそ、アプターを離はなれてガーベラに援軍を出そうとしたおれの部隊をも止めたのだ」

　ビリーナの唇は引き結ばれたままだ。ギルの言葉に少しでもまちがいがあれば、この狙ねらい過じとばかりに銃口をぴたりと固定している。

「メフィウス領内の村を焼かせるわけにはいかない。だからおれはオーバリーの凶きよう行こうを止めたが、その後、オーバリーの部下に撃うたれる振りをしていったんメフィウスを離れることを思いついた。あのままでは、おそらく父上はおれを無む理り矢や理りソロンへ呼び戻し、アプターには代わりに別の将しよう軍ぐんを派は遣けんして、またなにかもっともらしい理由をつけて国境を越えようとしただろう。タウーリア一国ではとうていこの襲しゆう撃げきを跳はね返せぬ。だから、おれはそれに先んじて西方へわたったのだ。タウラン一帯に散らばるいくつもの勢力に声をかけ、ひとつにまとめることで、メフィウスを牽けん制せいしようとした」

　よくもこうしゃべれる、という思いは、それこそつい先ごろのビリーナ姫ひめと共通していたものの、もちろん当人同士は気づかない。

　と、ビリーナは長いこと閉ざしていた唇を開いた。

「そのことを、アプターを離れる前、誰だれかにお話しになりましたか。つまりは証人となれる方がいらっしゃるのですか」

「……すべてを話したのは、近この衛え隊たいのゴーウェンとシークにだけだ。彼らには、計画に協力してもらわねばならなかった」

「ほう」ビリーナは銃口の向こうからまた瞳ひとみをきらめかせて、「ならばなぜ、すべてを打うち明あける相手をもうひとり増やさなかったのです。ガーベラ国王女ビリーナ・アウエルは、それほどギル皇太子さまにとって頼りない存在でしたか。それとも、歯し牙がにもかけぬほど、最初から協力者の候補にも入っていないほどに、ちっぽけで、どうでもいい存在でありましたか」

　オルバはまたも黙だまりこくった。

　ここで言葉を誤れば、自分が死ぬ──とまで思ったわけではない。近いものはあったにせよ、オルバがこのとき感じていたのは恐怖よりも、不ふ思し議ぎと、それよりも痛みを感じる類たぐいの感情だった。

「……この計画に加担するということは」

「ということは？」

「メフィウス皇帝を欺あざむくということだ」オルバの視界には、自分と、王女の足もとしか映っていない。「そんな計画に、王女を巻き込むわけにはいかなかった。露ろ呈ていすれば、姫ひめのみならず、ガーベラも……」

　そこまでしゃべったとき、言葉がつづかなくなった。

（なるほど、それらしい理屈だ）

　このまま説明をつづければ、ビリーナをこの場で納なつ得とくさせるのはできぬにしても、いずれ彼女が冷静になったとき、ひとまずは腑ふに落ちるであろうていどの言いい訳わけではある。

（だが）

「なぜ、黙だまっておられるのです。虚きよ言げんを弄ろうすのにも限界が来ましたか。黙りこくっているようなら、偽にせ者ものだと断じて引き金を引きます。つづけなさい」

「姫、おれは」

　オルバは知らず、ビリーナのほうへと足を進めていた。はっとなったビリーナが後退し、先ほど自みずから詰めた距きよ離りを帳消しにする。両手をまっすぐに伸ばして銃を構えなおし、

「誰だれが近づいていいと許可しましたか。その場に……」

「おれは、卑ひ怯きよう者ものだ」

「存じております」

「そして、噓うそつきだ」

「それも十分に」

「おれは、確たしかに一度は逃げたのだ。あらゆることから──皇こう帝ていから、メフィウスから、ガーベラやエンデのことから、そして姫、あなたからも」

「──」

「しかし、おれをここへと呼び戻したのも姫だ。馬ば鹿かが、馬鹿正直に馬鹿げた行動をするから、こんなことになったのだよ」

「誰が、馬鹿ですか」

「大陸一の大馬鹿だ。リュカオンといい、ゼノンといい、あなたといい、まったくガーベラは馬鹿の巣そう窟くつだ。そしてメフィウスは愚おろか者の吹ふき溜だまり。父上グール・メフィウスを筆頭にな」

　しゃべっているうちに、オルバの顔にまたも赤みが差してきた。感情の歯止めが利きかなくなりつつある。

　オルバ自身が意い識しきすることはなかったが、そんな姿を姫に見せるのは実に久しぶりのことだった。はじめて会ってしばらくは、こうして口こう角かく泡あわを飛ばして言い争いになることも多かった二人ふたりである。

「どいつもこいつも、おれの気に入らないことばかりする。だからさ。だからだとも。おれなどが、こうしておめおめと舞まい戻ってこなければならなくなった」

「わ、わたしに責任のひとつでもあるような、その言い草はなんなのです」

「責任だと」

　オルバはひとつ足を踏み鳴らして、さらに怒ど声せいを発そうかというように口を大きく開あけたが、ふと勢いを失い、彼は深く嘆息するにとどめた。

「責任などは、ない。あるとすれば、それはこれからおれ自身が負わねばならぬ。ビリーナ姫ひめ、もう一度おれを信じてくれとはいわない。ただ、おれとあなたの向いている方向は必ずしも一致せずとも、似かよっているのは確たしかだと思う。だから」

「だから？」

　オルバは顔をあげ、このとき、入室して以来はじめてまっすぐにビリーナを見つめた。

　王女の瞳ひとみが、短剣の切っ先に劣らぬ鋭するどさでオルバの胸を切りつけた。

　しかし今度はひるまなかった。

「力を貸してくれ」

　声は、炎の熱あつさをともない、口にしたオルバの喉のどと唇をも熱く焼くかのようだった。

　一いつ瞬しゆんの間があった。

　ビリーナは、やはり切っ先鋭い光を目に宿してオルバをにらんでいたが、

「もう、もう結構」

　だらりと拳けん銃じゆうをおろして、力なくかぶりを振った。

「出ておいきなさい、ギル・メフィウス。いまは、もうこれ以上あなたの顔を見ていたくありません。さあ」

「姫」

「さあ！」

　ビリーナも感情を爆ばく発はつさせると、小さな足で床ゆかを踏み鳴らした。

　オルバは、その幼い王女の命令に従わざるを得なかった。




　ギル・メフィウスが部へ屋やから去り、しばらく経たった。

　ビリーナは、皇おう子じを追い払ったときと同じ姿勢のままである。

　新たな訪問者があらわれた。今度はノックもなしに扉が開く。

　反射的にか、入り口をきっとにらみつけたビリーナの目が、しかしわずか一瞬で溶解した。

　吊つりあがっていた眉まゆが折れ曲がり、目には見る見るうちに涙が盛りあがっていく。

　そのまま駆かけ寄ると、彼女は新たな入室者に抱きついていた。

「おやおや、まあまあ」

　テレジアは、小柄な少女の勢いを身体からだごと受け止めて、その耳もとで囁ささやいた。

「勇敢なお姫さま！　今日きようの戦いくさはもうしまいでございますか？　何人の敵を殺し、何人の味方をお救いになられたのです？」

　それは、一日、泥まみれ、汗まみれになりながら、同じ歳とし頃ごろの貴族子弟らと戦争ごっこをした幼き日のビリーナを、厳きびしく叱しかりつけたあと、泣きじゃくる彼女を抱きしめながらいつもテレジアが囁ささやいていた言葉だった。

「いつまで経たってもこのテレジアに心配をかけて！　姫ひめがアプターから姿を消したと知ったとき、わたしがどんな思いでいたか、姫のような子供にはきっとわからぬことなのでしょうね」

「……」

「なんとおっしゃいました、姫？　聞こえませんよ」

「ご、ごめんなさい」

　テレジアは自分でもあふれそうになっている涙を必死に押し殺して、肩から胸にかかった白金プラチナの髪を柔らかく撫なでた。

　ややあってから、

「それで？」

　ビリーナを軽く押おし離はなし、涙でぐしゃぐしゃになった王女へ問いかけた。

「一発、ぶん殴りになられましたか」

「い、いや、これからだ」

「ふむん」テレジアは、ビリーナの真ま似ねをしながら頷うなずいた。「それもよろしいでしょうが、いいことを教えて差しあげます」

「なに？」

「ぶん殴るのも、涙を見せるのも、最後の手段になさいませ。男にやましい思いをさせつづけておくためにもね。悔くやしいこと、悲しいことがあれば、むしろにっこりと。男は直接感情をぶつけられるより、そちらのほうがよほど怖い思いをするものなのです」

　実際、笑ってみせたテレジアの顔が、驚おどろくほど怖い。

「殴ってしまえば、ああ、それで済んだ、と殿との方がたは勘ちがいしてしまいますからね」

「テレジアは、もの知りだな」

「無む駄だに姫の二倍は歳としを経へておりませぬゆえ」

　二倍どころか、三倍、四倍でも利きかぬのだが、ビリーナは黙だまっておいた。

　テレジアは懐ふところからハンカチを取り出して、ビリーナの鼻にあてがった。

「さ、おはなを取って差しあげます。これに、チーンと」

「じ、自分でやる」

　あわててハンカチを奪うばい取りながら、ビリーナはテレジアに背を向けた。

　アプターの民たみたちはまだ興こう奮ふんに浸ひたっているのだろう、窓の外、庭に植えられた木が風に葉をざわつかせるその向こうから、歌を歌ったり、笑ったりと、大勢の声が聞こえてくる。

　それを耳にしながら、テレジアは、

（ようございましたわね、姫）

　王女の小さな背中に、心のなかだけで声をかけた。

（いままで、よくも耐えてごらんになられた）

　誰だれになにをいわれようとも、王女はきっと世界中の誰よりもいちばん長くギル皇おう子じの生存を信じていた。そして誰よりも皇子の志こころざしを尊び、母国から『裏切り者』のそしりを受ける覚悟をもして、単身タウーリアへ乗り込むような真ま似ねもした。

　本来であるなら、ギル皇子の姿を見るなり、その声を耳にするなりした瞬しゆん間かんにでも、長いこと抑制されてきた感情があの小柄な身体からだに溜ため込んでいたとは信じられぬほどの勢いで放出されていたとしてもおかしくない。

（本当、姫ひめにしてみれば、『ぶん殴る』どころでは済まぬはず。わたしとて、お許しさえあれば、あのお方の横よこっ面つらをひっぱたきたいほどです。でも──）

（でも、いまは）

　ただ、よかった、と心中からテレジアは思った。王女に奪うばわれたハンカチの代わりに、指でそっと目もとを拭ぬぐう。

　また、外からは大きな笑い声が聞こえてきた。

　きっと、今日きようのアプターは一日中こんな調ちよう子しなのだろう。

　しかし、多少事情のわかる者があれば、ただ浮かれ気分でいられたはずもない。

　グール皇こう帝ていは、皇太子の弔とむらい合戦と称して、タウーリア侵攻を決断している。

　一方、死んだはずの皇太子は生きており、ほかならぬそのタウーリアからユノス川を越えてアプターに舞まい戻ってきた。

　これからはじまるであろう大きな動乱の予兆に、何割かの人々は胸を痛めていたかもしれない。

　戦いくさをはじめ、戦を終わらせるのは王族だ。だからこそ、民たみたちのそうした気持ちを和やわらげるのもまた王族の責務。

　いまは一心不乱にハンカチをちいんと鳴らすビリーナ・アウエルも、もちろんそれは十二分に承知していたはずである。




　　　　２




　メフィウスを離はなれたのちも、命いのち懸がけの連戦がつづいていたオルバだ。決して楽をして、甘い蜜みつをすするような生活をしていたわけではないから、彼にとってこういう表現は不本意だろうとも思うが、なにしろ本人が実感しているのだから仕方ない。

（つけがまわった）

　という奴やつだ。

　ほとんど夜を徹てつして馬を飛ばして、途と中ちゆう、火をかけられた村からビリーナを救い、ようやくのことでアプターに到着したかと思えば、熱ねつ狂きようする民を鎮しずめるために演説をぶったり、当のビリーナ王女には銃を向けられたり、と休む間がいっこうにない。

　顔をあわせておかねばならぬ、また声を交かわしておかねばならぬ人も山といる。

　そのうち二人ふたりが、砦とりで内の別々の棟で治ち療りよう中ちゆうだと聞きつけた。

　ひとりは、ホゥ・ランである。

　ローグに聞いたところでは、ランが面めん倒どうを見ていた竜りゆうが突如暴ぼう走そうし、ナバール配下の兵らを喰くい殺したという。ナバール・メッティはこれを西方人の工作だと断言して、その西方とのつながりを噂うわさされていた近この衛え隊たいの処刑を取り決めた。

「が、おそらくは」

　とローグ・サイアンは声をひそめた。

　ナバールは近衛隊の処刑をあらかじめ決めており、そのための口実となる騒そう動どう欲しさに、自分の部下にランを襲おそわせたのではないか、という。

　さらにナバールは、事件の発端となったはずのランを処刑の対象にしなかった。のちのち、なおも罪を被かぶせることを念頭においていたかもしれず、あるいは手て柄がらを立てた兵たちに奴ど隷れいとして与えるつもりだったのかもしれない。

「せめて傷の治療をさせよ」

　とわざわざローグが申し出なければ、そのまま牢ろう獄ごくに放り込まれていただろう。ナバールは面倒くさそうに個室での監かん禁きんを命じた。ローグはそこに自分の隊所属の軍医をつけ、また部へ屋やの警けい護ごを厳げん重じゆうにさせた。

　オルバがそこに足を運んだのは、もう陽ひも暮れようかというころあいである。

　ランは寝台の上に横になっていたが、オルバが入ってくると、褐かつ色しよくをした若枝のようなしなやかさでひょいと身を起こすなり、

「出られるのか」

　と聞いてきた。

　再会の挨あい拶さつも、いままでどうしていたのかと問いただすこともない。「出られるのか」とはつまり、自分はもう自由になったのか、という意味だろう。

　天てん井じようからひとつきり吊つるされたランプに照らされて青ざめて見える不ふ思し議ぎな頭髪も、艶つやめいた肌も、その謎なぞめいた美び貌ぼうも、まったく変わらない。オルバは苦にが笑わらいしたい気分を抑おさえて、

「ああ。だが、いまは寝ていろ」

「あの子たちの顔を、丸一日見ていないんだ」

「竜は無事だ。おまえが守った、あのバイアンもな。おれのほうから、ローグ、オーダインに礼をいっておいた」

　オルバも先ごろの戦いで傷を負っていたが、ランも負けず劣らずだ。手足のあちこちに包帯を巻いており、頰ほおから額ひたいにかけてもぐるぐる巻きにしてある。

　痛みも相当感じているはずで、その証しよう拠こにしゃべると時折眉まゆを寄せるのだが、本人はもういますぐに部屋を飛び出ていかんばかりに力をあり余らせている様よう子すだった。

「ちょっとは怪け我が人にんらしくしていろ」

「ふん」

　ランはひとまず寝台の上に腰を落とした。その表情も、ぶっきらぼうな態度も、オルバのよく見知ったランそのもので、別れてから日が経たつとは正直信じがたい。

　それからランは、なんとなく室内をきょろきょろ見わたしたのちに、

「オルバ」

　と、手招いた。

　近づいてみると、まるで竜りゆうをなだめるような仕し草ぐさで、顔の位置から手を上下に振る。視し線せんの高さをあわせろ、という意味らしい。オルバが素直に従い、片かた膝ひざをついた途と端たん、

　びたん、と来た。

　脳が強く揺ゆさぶられるほどに強烈な一発で、オルバはよろめきかかった。ランは、打ちおろした平手をじっと見つめて、

「手が痛い」

　それもオルバの責任だという風ふうに、とがめるような口く調ちようでいった。

「な、なら、加減しろ」

「積つもり積もった、という奴やつだ。なぜ、わたしにひと言もなかった」

「……こうして、怒られるかもしれないと思った」

「生まれたての竜と同じだな。特にバイアンは、自分が粗そ相そうをしでかすと、怒られると思ってむしろ乱らん暴ぼうに振ふる舞まったり、こっちを無視したりする」

「ホゥ・ラン母かあさんは怖いから」

「馬ば鹿か」

　ランはくすくす笑って、オルバの胸を突いた。オルバはこれにも逆らわず、後ろ倒しになりながら、

「ほかに、面めん倒どうはなかったか」

　と聞いた。仰あお向むけの姿勢、それも、宙に投げた両足のあいだからだ。

「ビリーナがオルバのことをあれこれ聞いてきた。それが少し面倒だったが、すぐに慣なれた。姫ひめには、会ったか」

「ああ」

「そうか、姫のほうに先に会ったか」

「なんだ？」

「いや。いつまで馬鹿みたいにそうしている？」

「起こしてくれ」

「嫌いやだ」

　ランがオルバの足を蹴けるような真ま似ねをした。仕方なく、自力で立ちあがった。ランはまなざしを向けて、

「どうせまた忙しいのだろ。あとで、いままでの話を聞かせろ」

「もちろん。その代わり、医者のいうことは素直に聞いてくれ」

「まあ、わかった」

　不ふ承しよう不ぶ承しようそうしてやる、という態度が、妙に押しつけがましい。自分の身体からだのことだというのに、それでオルバに貸しをつくったつもりでいるようだ。

　ランの部へ屋やを去ったあとは、シークの番だった。

　これもローグに聞いた話だが、彼はオルバの命令どおりにアプターへ駆かけつけてから、ずっと寝たきりだという。タウーリアを出る際に撃うたれたらしい。

（あのときか）

　オルバも銃声を耳にしている。

（おれが、いたらなかったばかりに）

　感情的になり、周囲への警けい戒かいを怠おこたっていたオルバは、自分が、そして自分の部下たちがタウーリア兵に見張られているのに気づかなかった。そのため、知らぬ間にシークを窮きゆう地ちへと追いやってしまったのだ。

　そのシーク、身を隠かくすためもあって、こちらもランと同様、治ち療りようにかかってからは部屋を一歩も出ていない。

　ドアを開あけると、しかしシークは胸当てに足甲といった剣士装しよう束ぞくでオルバを待ち構えていた。

「やあ。待ちわびたよ」

　肩まである髪をかきあげ、満面の笑え顔がおで一礼する。舞ぶ台たい上じようで役者が挨あい拶さつするようなその仕し草ぐさにオルバは顔をしかめて、

「撃たれたと聞いたぞ」

「もうすっかり具合はいいのさ。きみを心配させてやろうと思って、閉じこもっていただけの話でね。少しは気にかかったかね？」

「顔色がよくない。まだ寝ていたほうが」

「うんざりだね」シークは欠伸あくびをひとつした。「三日以上も閉じ込められている。そりゃ顔色も悪くなるさ。外に出れば、もうすっかりもとどおりになるよ。それより」

「それより？」

「ぼくのことなどより、優ゆう先せんすることがあるだろう。姫ひめの探索隊は出したのか？」

「どいつもこいつも」

　オルバは毒づいた。それから、タウーリアの国境近くにある村でビリーナを発見したこと、そしてつい先ほど拳けん銃じゆうを向けられたことなどを話した。

「それは」

　一いつ瞬しゆん啞あ然ぜんとなったシークだが、すぐに大笑いをはじめた。身を折るほどに散々笑ってから、目もとの涙を拭ぬぐって、

「それは、さぞ見ものだったろうね」

「冗じよう談だんじゃない。あの姫ひめのことだ、実弾が装そう塡てんされていたとしても不ふ思し議ぎじゃない」

「もちろんそうだろうね。英雄伝記の終しゆう焉えん、あわやここにて迎えるか、といったところだ」

　ホゥ・ランと同じで、シークもまったくいつもの調ちよう子しだった。

　オルバも顔をあわせる前は、シークに自分のいたらなさを謝しや罪ざいしようと素直に思っていたのに、もうすっかり相手のペースに巻き込まれている。

「いまは忙しいだろうが、あとになって多少でも時間ができたら、今度は近この衛え兵へいオルバとして姫さまのもとへご挨あい拶さつに伺うのだよ」

「なに？」

「姫をお救いしたのはギルではなく、仮面の剣士オルバだろう。オルバがあらわれなければ逆に不自然だ。まったくきみと来たら、こと姫さまに関しては知恵がまわらなくていけないな」

「おまえのほうから、それとなく──」

「怪け我が人にんは寝ていろといったきみなのに？　いたた、しゃべっていると胸がズキズキする」

　シークはおどけて痛がる振りをしながら、ふと、

（本当に、そんなことでは、これからどうするのか）

　小声でそうつけ加えたが、オルバの耳に届くことはなかった。

「なにかいったか」

「これから大変だね、って、いったのさ」シークは微笑ほほえみ、話題を唐とう突とつに変えた。「西方でもあれやこれやと大変だったが、今度はその比じゃないね。なにせ皇こう太たい子しに戻った理由というのが、現在の皇帝に歯向かおうというのだから、並大抵のことじゃない」

「ああ」

「そうだ、たまには年長者らしく、これから修しゆ羅らの道を歩もうかというきみにアドバイスのひとつでも送ろう」

「おまえから教わることは、あまり多くないはずだ」

「そうそう馬ば鹿かにしたものじゃない。『ラスケイドの炎』って知ってるかい？」

　しばし間があった。オルバは顎あごを引いて、「ああ」と頷うなずいたが、シークは笑えみを深くして、

（噓うそだね）

　という表情になる。オルバは顔を赤くした。

「聞いたことはある」

「まあまあ、むきにならずに。古い伝承だよ。魔ま法ほう王朝よりさらに古びた時代の話らしい」

　それは、青く燃もえる炎の物語だった。

　この世には存在し得ぬはずの色を放つその炎は、魔道によって生み出されたか、はたまた宇宙の深しん淵えんからなにかに導みちびかれてこの惑わく星せいに飛来してきたのか、ともかくも、世界の片隅でひっそりと、青く、燃もえつづけていた。

　それを体内に吞のんだ者は、かつて世界を征服していた竜りゆう神しん以上の力を手に入れられるという伝説が、まことしやかに囁ささやかれていた時代。

「世界の北の果て。氷ひよう雪せつ吹ふき荒れる洞どう窟くつの最下層でそれを見つけたのが、ラスケイドという、もとは大工の倅せがれだった。家は貧しく、仕事も失っていた彼は、もはや未来はないものとあきらめて、伝説を信じるというよりも一いちか八ばちかの賭かけのつもりで、思いきってその炎を体内に取り入れた。するとどうだろう、彼は伝説に語られていたとおり、まさしく不老不死の肉体を手に入れたのだ。

　ところが、その炎をいったん吞んでしまえば、常に身体からだから火が放たれている状態になり、近づく者すべてを焼きつくしてしまう。彼は富も権力も、欲していたあらゆるものを手に入れた代わりに、それまで手にしていたあらゆるものを失った。家族、恋人、友人──。そして将来手に入れられたかもしれない幸せの数々をも。

　結局、ラスケイドは未み来らい永えい劫ごうつづくであろう孤独に耐え切れずに、自みずから炎を増大させて、自分の身ごと焼いてしまった。世界に、それこそ永遠に君くん臨りんする王になり得たかもしれぬというのに、彼は、この世でたったひとりになる、ただそれだけのことが耐えられなかったのだよ」

「ほう」

　オルバが相あい槌づちを打つと、シークはまたもにやっとした。

「思い出したかね？」

「多少はな」

「ふふ、皇おう子じさまであろうとしているときは、慎しん重ちように気を配り、言葉を選えらぶきみだが、気を許した相手だと子供っぽくなっていけない」

「おまえに気を許した覚えはない」

「わかったわかった、さあ、忙しいのだろう。さっさといきたまえ」

　長々と話をしておきながら、シークはオルバを追い出しにかかった。むっとするオルバだったが、時間に追われているのも確たしかだったので、

「しばらく休んでいろ」

　と言葉を残し、部へ屋やから遠ざかっていった。

　シークは閉ざされた扉をしばし見つめていたが、ふと、めまいを起こしたようにベッドのほうへと倒れ込んだ。二、三回、激はげしい咳せきをする。

　発作が鎮しずまると、口もとをぐいと拭ぬぐった。

「さて」

　と、自分のてのひらを眺めて、シークはつぶやいた。

「オルバと姫ひめは再会した。これで、ひとまずはもとどおり。あとは、これからのことだな」
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　ギル・メフィウスがアプターに帰き還かんしたその日の夕暮れ。

　部へ屋やの準備ができたというので、オルバは城じよう館かん最上階にある、砦とりでではもっとも広い部屋に向かった。

　以前、オルバが爆ばく撃げきした際に崩ほう落らくした場所であり、かろうじて使える形に復旧してからは、ナバールが数日間使用している。

　そのナバールが──自みずから進んでか、嫌いや々いやながらかはともかく──引き払ったので、皇おう子じが寝泊りするのにふさわしい調ちよう度ど品ひんやら美術品やらを内部に運び込んでいた。

　まず真まっ先さきに出迎えた顔を見て、オルバは、

「ディンか」

　思わず驚おどろきの声をあげた。

　オルバが影かげ武む者しやをやっていた時代に、身のまわりの世話を焼いていた小こ姓しようである。

　聞けば、オルバが死を偽ぎ装そうしてアプターを去った直後から、リーノという偽名を用いてゴーウェンについていたという。ソロンには帰らなかった。ディンはもともとビラク領主フェドム・オーリンに仕えていた従者であり、そのフェドムの命令で、オルバにつけられることとなった。すなわちギルが影武者であることを知る数少ない人間のひとりだ。

　ゴーウェンはそれゆえ少年の身を気き遣づかった。ギルの死を伝えられたフェドムが、影武者を立ててメフィウスを乗っ取ろうとしていた事実があかるみに出るのを怖れ、事情を知っている人間を口封じに殺すのではあるまいか、と恐れたのである。

　だからディンを『消息不明』ということにし、わざわざ偽名を使わせて、自分の侍じ従じゆうに仕立てあげた。

　そのディンは、長々とした挨あい拶さつはしなかった。ただ、

「お帰りなさいませ、ギル皇子」

　深々と一礼したのみである。

　オルバはその頭を軽く叩たたいてやった。

　それから、彼が用意した卓につく。酒杯が二つ出ていた。数時間後には、ここにローグとオーダインが来ることになっている。当然、これからのことを話しあうためだが、両りよう将しようが来るまでのあいだ、もうひとりの人物とじかに声を交かわすことになっていた。

　時おかずして、ドアの外で警けい護ごにあたっている兵から、来客を告つげる鈴すずが鳴らされる。

　入ってきたのは、ゴーウェン。

　こちらももとより挨拶の言葉を述べることはない。ただ手をあげて、すぐに椅い子すについた。

　酒杯が酒で満たされてからは、オルバは目配せをして、ディンを外へ出した。

　かつての剣けん闘とう士しと元奴ど隷れい監かん督とく官かん、そして皇こう太たい子しと直属の近この衛え隊たい隊長とが、無言で酒杯をかちあわせる。

　最初の一杯をひと息に飲のみ干ほしてから、

「さて」

　とゴーウェンは切り出した。

　旧交をあたためる──などというつもりはなくとも、つきあいの長いゴーウェンに、一応は西方で起こった事情のすべてを話しておこう、と決めていたオルバだから、

「もう、気は済んだか」

　意外な言葉をかけられて、眉まゆ根ねを寄せた。

「どういう意味だ？」

「皇おう子じとしておまえが戻ってきてくれたおかげで、おれも、部下の面々も、そしてランも救われた。そのことに関しては、素直に礼をいおう。だが、長々とここに留とどまっているわけにもいくまい。あとのことは、おれたちでなんとかする。おまえは頃ころ合あいを見て、アプターから脱出しろ」

「ゴーウェン、おれはなにも、おまえたちを救出するためだけに戻ってきたわけじゃない」

「ほう？」元奴隷監督官は、こちらこそ意外な言葉を耳にした、といわんばかりの表情をつくった。「では、なにをしに？　皇子としての贅ぜい沢たくな暮らしが忘れられなくなったか？　小こ遣づかいがなくなって、せびりにでも来たか？」

「馬ば鹿かなことを」

「まさかとは思うが」

　ゴーウェンは、自分で二杯目の酒を注ぎながら、迫力のある視し線せんをオルバのほうにじろっと向けた。

「また、しばらくのあいだ皇太子をやるというんじゃあるまいな」

「それのなにがいけない」

　相手がいきなり喧けん嘩か腰ごしになっているのがどうにも理解できず、オルバは苛いら立だたしげにいった。対するゴーウェンは白髪しらが頭あたまを振って、

「どうかしている。皇太子はもう死んだ。苦労して『死』をお膳ぜん立だてし、それもほぼ成功しかけていたというのに、その死人をわざわざ墓の下からよみがえらせてどうする？　今度こそぼろを出して奴隷の正体をあかるみにされ、縛しばり首になりかねんぞ」

「メフィウスがタウーリアに攻め入ろうとしていることを、ゴーウェンも知っているだろう。それを止めねばならない。皇帝の横おう暴ぼうをこれ以上……」

「そんなことが、おまえになんの関係がある」

「なに？」オルバは、いよいよ怒りの色も露あらわにして、「そんなこと、だと。おまえのほうこそどうかしているぜ、爺じいさん。西方と和わ議ぎを結ぶことを決めたのはおれだ。前に、あんた自身がいっただろう、おれには責任がある、って。それを果たそうというまでだ」

「おまえは、その責任を一度すべて捨て去った」

「だから……」

「ああ、いいだろう。だから、もう一度背負うというんだな。だから、もう一度ギル・メフィウスを名乗るというんだな。じゃあ聞くがな、今度はいつまでやるつもりだ？　タウーリアへの侵攻を止めるまでか？　それともビリーナ姫ひめと初夜を迎えるまでか？　そしてそれが終わったら、またおまえはすべてをほっぽり出して、ちがう場所へ逃げるというんだな？」
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　ゴーウェンの語気も強くなった。そしてこのときになって、オルバも相手のいわんとしていることに気づいて、ふと口を閉ざした。

　近この衛え隊たい隊長も、このわずかな一いつ瞬しゆん生じた沈ちん黙もくで、やや冷静さを取り戻してか、二杯目の酒を飲のみ干ほしてから長いこと嘆息した。

「……悪いことはいわん。早いうちにアプターから出ろ。メフィウスからもだ。さっきシークに聞いたが、西方でもそれなりの顔になっていたようだな。それも嫌いやなら、北か南か、好きな場所にいくがいい。ここに、剣けん闘とう士しオルバの居場所などない」

「ゴーウェン、聞けよ。おれだって、考えなしに乗り込んできたわけじゃない」

　オルバの拳こぶしが卓を叩たたいた。手つかずだったオルバの杯から酒があふれる。

「さまざまなものを見て、いろんな人に会い、多くのことを考えたさ。その上で得た結けつ論ろんだ。もう……、もう、おれは、逃げたりしない」

「おまえは以前、復ふく讐しゆうのために皇こう太たい子しをやっていたはずだ」

「復讐ならば、もう果たした」

「いいや」ゴーウェンは赤しやく銅どう色いろの顔に、なんともいえぬ笑えみを浮かべた。「オーバリーは、生きている」

「なにっ」

「それどころか、ついこの前、牢ろうから釈放されたばかりだ。そう、まだ処刑されていなかったのさ。おまけに、皇帝がタウーリアとの国境を侵すこととなった口実をおまえも知っているだろう。皇太子暗殺は西方の仕し業わざ。つまり、オーバリーはこの犯罪に関与しなかったことがあきらかになって、無罪放免というわけだ」

　オルバの、卓上に投げ出されたままになっていた拳こぶしが強く握りしめられた。

　気づくべきだった。メフィウス軍が、皇太子の弔とむらい合戦と称して軍を再さい編へんしていると聞いたそのときに。

　オルバの脳のう裏りに、いまふたたびよみがえるのは、過去の凄せい惨さんな光景、その数々。兄やアリス、母親の姿が凄すさまじい速度でオルバの眼がん前ぜんを駆かけ巡めぐっていった。

「あの男を放っておけるのか？　それとも理由をつけてまた叩たたきつぶすか？　おまえが復讐を忘れられないならば、つまりは皇おう子じになるという決意もそのていどだということだ」

「──」

「ついでに聞いておこう。復讐のためでなかったとしたら、今度はなんのためだ？　民たみのためか、メフィウスのためか、姫ひめ君ぎみのためか。英雄英雄ともてはやされていい気になりやがって。元剣けん奴ど隷れい風ふ情ぜいが、思いあがるな」

「爺じいさん」

　思わず身を乗り出し、相手の襟えり首くびを摑つかもうとしかけたオルバに、ゴーウェンは「ふん」と嘲ちよう笑しようを向けて、

「おまえが皇太子として名乗りをあげれば、帝朝の、いや帝朝どころか、それこそ周辺諸国すべての人々を騙だますことになる。オーバリーが生きていると聞いただけで動どう揺ようし、おれていどの挑発で頭に血がのぼるようでは、とてもじゃないがやっていけん。二、三日で正体がばれて、首を刎はねられるのが落ちだ。おまえが憎んでやまないオーバリーが、嘲あざ笑わらいを浮かべるその前でな」

　冷たくいい放った。

　前に身を乗り出した姿勢のまま、オルバは硬直していた。

　時間の概がい念ねんが失われるほどに長く、そうしていた。

　しばらくして、扉の外からふたたび兵士が来客を告つげてくる。ローグ・サイアン、オーダイン・ロルゴの二に将しようが到着したのだ。

　ゴーウェンが静かに席を立った。そして、

「あのお二方をも、おまえは追い詰めた」

　そうつけ加える。

「あの方々のご家族は、皇こう帝ていの命令でソロンに留とどめおかれている。理由はわかるな。……じかにメフィウス軍と事を構えたわけではないいまならば、ぎりぎりまだ間にあう。ナバールも含めて三さん将しようが一致団結し、これよりタウーリアに攻め入って、かの都市を陥かん落らくさせればな」

「……そうはさせない。そうはさせないと、おれは決意した」

「なら、オーバリーのことは忘れろ。オルバという名前も、おまえが失った家族のことも忘れろ。これ以後、おれを爺じいさんなどと親しく呼ぶな。おれもおまえを……あなたを、皇太子ギルその人だとして接することにいたしましょう」

　そしてゴーウェンと入れちがいになる形で、暁ぎよう光こう翼よく団だん将軍ローグ・サイアンと、銀ぎん斧ぷ団だん将軍オーダイン・ロルゴが入室してきた。

「ゴーウェンどのとごいっしょであられましたか」

「おお、以前ナバールどのの部へ屋やであったときとは見ちがえましたな。殿でん下か……殿下？」

　オルバは依然同じ姿勢のままでいたが、

「……よく来られた」

　青ざめた顔のまま笑えみを浮かべ、二将を迎えた。

　ぱんぱんと手を叩たたいて小こ姓しようのディンを呼びつけ、改めて酒の用意をさせる。

　そして、

「よく、おれを信じて待っていてくれた」

　ギル・メフィウスとしての顔を表情にまとわりつかせて、オルバは口を開いた。

「ご家族のことも、聞いた。二人ふたりを、巻き込んでしまったな」

「そのような」

「われわれは、皇太子のお言葉のおかげで目覚めたようなものです。もし本当に──不ふ遜そんないいようですが──本当に殿下があらわれずとも、われわれは自分のため、メフィウスのため、そしてそれこそ家族に真の意味での誇りを見せつけるためにも、行動を起こしていたでしょう」

　二人の目は澄すんでいる。

　オルバは、ローグの家族のことを覚えていた。まだ影かげ武む者しやになって間もないころ、初うい陣じんを終えたばかりの皇太子としてローグの自宅に招かれている。歳としの離はなれた若い妻と、そして幼いひとり息子むすこがいた。

　オルバは、腰の位置に下げた拳こぶしを、ふたたび強く握りしめていた。

（わかったよ、爺さん）

　目を閉じれば、いまなお巡めぐる光景には血のりと炎ほのおが渦うず巻まいている。瞬またたく間まにそれぞれが抱ほう擁ようしあって赤黒いうねりと変じ、瞼まぶたを貫いていまにも外にあふれ出んばかりだ。

　しかし、以前と異なるのは、それがオルバの故郷のみを切り取った光景ではないということだった。

（オーバリー・ビランのことは、ひとまず忘れよう。もう誰だれの戦いくさでもない。これは、ギルとしての──『自分』の戦だ）
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「まずは、ソロンに伝令を」




　ギル・メフィウスと、ローグ、オーダインの意見はひとまずそこで一致した。

　その伝令の役割を、ローグは自分が負うといって聞かなかったが、ギルはその申し出を撥はね退のけた。

　無む論ろん、この老ろう将しよう軍ぐんがソロンにいる家族会いたさにそんなことをいっているのではない、ということはオルバにもわかっている。皇こう帝ていに自みずから謁えつ見けんし、武人としての心意気を直接説こうというのだろう。むしろ死をも恐れぬ、まったき武人としての心持ちからである。それがわかるからこそ、オルバは首を縦たてには振らなかった。

　オルバが使者に選えらんだのは、蒼そう穹きゆう団だん将軍ナバール・メッティ。

「メッティ将軍？」その人じん選せんを耳にすると、オーダインも不ふ審しんげに首をひねった。「かの御ご仁じんが、西方との友好を陛へい下かに訴えかけるとは、わたしには到底思えませんが」

　あれこれと虚きよ飾しよくに満ちた話をして、自分がいかに不当な扱いを受けたか、そちらを訴えるのによほど熱ねつ心しんになりそうだ、というのである。

　オルバは笑って、

「父上の胸を打とうというのではない。それならば、使者にもっとも適任なのは、このおれということになる」

「で、殿でん下か」

「わかっている。まずはソロンの出方を窺うかがう。おれが出向くのは、そのあとだ」

　命令を受けたナバールは、配下の兵ともどもすぐさま帝都へ向かった。皇こう帝ていと皇太子、両者の板ばさみにあっていたナバールにしてみれば、渡りに船といったところだ。

　それと時じ機きを同じくして、ローグ、オーダインは部隊の再さい編へんをおこなった。

　場合によっては、この先、メフィウス一国を相手取ることになるかもしれない。

　士気の低い兵で数を揃そろえるより、ここは決死の覚悟で一致団結した寡か兵へいのほうがいい。

　ローグ、オーダインは、部下たちに去きよ就しゆうを選ばせた。

　予備兵力もほぼすべて動員してきたオーダインは、まず銀ぎん斧ぷ団だん所属の傭よう兵へい隊たいを解散。正規兵も二割ほどが抜けた。銀斧団に残った兵力はこれで七百少々。

　一方、傭兵を抱えぬローグの暁ぎよう光こう翼よく団だんは、もともとアプターへつれてきた数が五百ていどということもあり、また翼よく竜りゆう士官や飛ひ空くう艇てい乗りのほとんどが二十代の若さということもあってか、アプターをあとにしたのは五十かそこら。

　また、オルバの元近この衛え隊たいは丸々アプターに留とどまっている。数は百にも満たないものの、現状では貴重な戦力だった。

　それら陣容を書き記した紙を前に、オルバは館やかたの一室で腕組みしていた。

　ごく当然のことながら、このていどの兵力でソロンに攻めあがることなどは到底不可能だ。派は遣けんされてくるであろう攻こう撃げき隊たい、その第一陣を撥はね退のけられるかどうかも怪あやしい。

　ローグの空戦部隊、またオーダインの銃兵、砲兵部隊はともに強力だが、

（主力がない）

　騎き馬ば隊たい、歩兵隊がいちじるしく不足している。両軍から可能な限り搔かき集めたとしても、四百いくかどうか。

　オルバは陣容を記した紙と、机き上じように広げたアプター周辺の地図とをかわるがわる眺めた。

　半日近くもそうして過ごしたあと、オルバは書状をしたためはじめた。ギル・メフィウスの筆致を真ま似ねながらなので、かなり時間がかかる。

　夕刻近くになって、小こ姓しようのディンが茶ちやを運んできた。

「いいところに来た」

　振り返ってオルバが薄うすく笑ったとき、ディンは一いつ瞬しゆん、嫌いやな顔をしたが、すぐに覚悟を決めた。

「なにか、厄やつ介かいな頼みごとをなさろうというのですね」

「厄介な、は余計だ」

「皇おう子じはお変わりになられていない」

　思わず小こ姓しようの口からため息が洩もれる。オルバは無視して、

「この書状を携えて、向かってほしい場所がある」

　地図の一点を指し示した。すると先ほど覚悟を決めたはずのディンの顔から、一気に血の気が引いていった。

「む、無理です」とディンはあとずさった。「いけば、ぼくなどは殺されてしまいますよ」

「そう。少なくとも無視はされまい」

　オルバは笑えみを持続させている。それがいっそう小姓には恐ろしかった。

「思えば、奴やつも豪ごう胆たんな男だよ。みすみすこの好こう機きを見み逃のがしはしまい。だから大丈夫だ、さあ、支し度たくを急げ」

　有う無むもいわさなかった。

（やはり、変わっていない）

　ディンは、ありありとそんな感情を面おもてに出したが、

「こっちのほうの支度も頼む。皇子らしい服はアプターに残っているか。なければ、それなりのものでも用意しておいてくれ」

　そう命じられて、おや、という顔になった。アプターではほとんど軽装備に身を包んでいる皇子だ。いまさら洒落しやれ者ものになろうというのでもあるまい。

「殿でん下かもお出かけになられるので？」

　聞くと、オルバはこともなげにこう答えた。

「ああ。タウーリアにいく」

「タ、タウーリア？」

「安心しろ。また長居しようというのではないさ。少し、済ませておきたい用事があるものでね」

　オルバは書き終えたばかりの書状を眺めている。ディンはまたも胸の内でため息をついた。

　まったく、この主あるじといると驚おどろかされることばかりだ。




　一方のビリーナは、砦とりでに収容した怪け我が人にんたちの見み舞まいに赴おもむいていた。

　一、二日目は戦いくさのあとのような大おお騒さわぎだった──、と訪問してきたビリーナに医師が語った。

　実際、国境沿いで戦せん闘とうがあったばかりなので、砦には負傷兵たちも多数いた。医い療りよう用ようの施設は兵たちでいっぱいだったので、兵舎の広間を開放することにして、そこに村人たちを寝かしつけた。

　医師の数はアプターでも不足気味になり、それを聞いたギル・メフィウスは、

「村々に馬や飛ひ空くう艇ていを走らせよう」

　といい、多少でも医い療りようの心得のある者を呼び集めた。

　幸い、アプター周辺の森では、抗菌、消毒効果のある薬やく草そうがよく採れる。これもギルは医師たちの指示のもと兵を走らせて、薬を集めさせた。

　その甲か斐いあってか、治療の間にあった村人たちはどうにか回復に向かっており、また彼らがメフィウス人に多少ならず抱いていた警けい戒かい心しんも薄うすれて、いまは医師や、見張りの兵たちと笑え顔がおで言葉を交かわす者もある。

　ビリーナは大広間に足を踏み入れた。

　見知っている顔がいくつもある。

　ビリーナが共同の井戸から水を運ぶときに手を貸してくれた若者たち。他国人である自分に、「ローンさんところの娘だろ？」と市場で安く果物を売ってくれた婦人。家を取り囲んでは、ビリーナの姿を覗のぞき見みしようとしていた少年たちの顔もあった。

　村のなかであれば、皆ビリーナの姿を見つけると笑顔で声をかけてきたが、いまは誰だれもが視し線せんを逸そらしがちになる。

　王女にもわかっていたことだ。それでも、どうしても放っておくわけにいかず、こうして見み舞まいに訪ねてきたのだが、村人たちの気持ちを改まって思うに、あまり長居するわけにもいかないようだ。

　大勢の命が助かったことで、多少の安あん堵ど感かんもあった。

　広間を去ろうとしていたビリーナの背中に、

「姫ひめさま」

　そう声が投げかけられた。

　振り向くと、ライラである。

　駆かけてきた彼女は、ビリーナに一礼した。

　不意打ちに近いタイミングと速度であり、反射的に口を開きかけたビリーナであっても、どう声をかけてよいかわからない。

「おかげさまで、父も、意い識しきを取り戻しました。昨日きのうは、少ない量ですが食事もとることができて……お医者さまのお話では、ひと月もすれば動けるようになる、とのことです」

「よかった」

　ライラに『姫』と呼ばれる複ふく雑ざつさはあっても、ローンの無事を聞かされると、自然と笑顔になった。

「なにもかも、姫さまや砦とりでの方々のおかげです。一度はメフィウスを捨てたわたしたちにも、よくしていただいて……」

　話しているうちに感かん極きわまったのだろう、語尾がかすれたかと思うと、ライラの目から次々と涙がこぼれ落ちた。そしてまるで泣き伏せるみたいにその場に腰を落とし、片かた膝ひざをついた。

「ライラさん」

　思わず身を乗り出して手を差し伸べようとしたビリーナだったが、

「姫ひめ、いままでのご無礼をお許しください。加えて、このように助けていただいて、感かん謝しやの言葉もございません。わたしどものような立場の者に、お返しできるもなどなにひとつございませんが」

「なにをいうのです」

　熱あつい衝しよう動どうに駆られたビリーナは、思わず自みずからもしゃがみ込み、ライラのやわらかな手を取っていた。

「救っていただいたのは、わたしのほうです。わたしは、その恩に報いるどころか、あなたがたの村に災さい厄やくを招いてしまった。憎まれ、そしられることはあろうとも、ライラさんがそのように頭をさげることなど」

　二人ふたりの若い女性は、手を取りあい、互いのぬくもりをわけあった。しばらくして、

「姫。……実は、あつかましくも姫にお願ねがいがあって、こうして声をかけさせていただきました」

「なんでしょう？」

「先ほど申しましたとおり、わたしにはなにもございません。父もあの様よう子すでは、働けるようになるのに時間がかかりましょう。ですから、どうかわたしをこの砦とりでで働かせてはいただけませんか。もちろん、どのような仕事でも構いません」

　床ゆかに額ひたいを擦こすりつけんばかりにいう。

　ビリーナの瞼まぶたの裏が熱くなった。かつて自分のことを『ルナ』と呼び、妹のようにかわいがってくれた女性だった。その女性の必死の願いごとを、必ず聞き入れると約束してから、ビリーナは涙を手で隠かくしつつ、広間を離はなれた。




　翌日、ライラのもとに王女からの使者が訪れた。

　父のローンを見み舞まっていたときだ。広間には白い布で仕切りが設もうけられており、隣となりにはレナスの姿もある。隣りん家かに住んでいた少年で、あの騒さわぎのなか、右腕を斬きり落とされている。苦痛と高こう熱ねつのために顔はげっそり瘦やせていたが、いまは薬が効きいて落ちついている。

　使者は、ライラが明日あしたから王女つきの侍じ女じよとして働けることを告つげた。

　ライラは、使者が王女その人であるかのように何度も礼を述べた。

　そして使者が立ち去ったあと、ライラは、ふと眼下で寝息を立てている父の姿を見おろした。

　怪け我が人にんが身につけていたものは、医師が取り去って患者の足もとにまとめて置いてある。

　なかに、朱しゆ色いろの鞘さやにおさめられた短剣があった。

　父がメフィウス皇こう帝ていの近この衛え師団に抜ばつ擢てきされた際、与えられた装具のなかのひとつだという。

　ライラの手がそっとそれを拾ひろいあげる。

　半身ほど引き抜いた。

　過去を捨て去ったはずの父ではあっても、手入れは欠かかさずやってきたのだろう、刀身が鏡かがみのごとく澄すんでいる。

　刃やいばに映ったライラの唇が、そのとき、

（ギル・メフィウス）

　という名を発していた。




　　　　２




　フェドム・オーリンは数ヶ月ぶりに、ビラクの港へと降り立っていた。

　彼はこのメフィウス一の貿易都市の領主であるが、皇こう太たい子しギルとガーベラ国王女の婚礼が決められたあたりから帝都ソロンに留とどまることが多く、また最近は、領主が変わったばかりのキルロの統治を手て伝つだったり、またソロンに舞まい戻って皇帝のご機き嫌げん伺うかがいをしたりと、ずっとビラクを離はなれていた。

　港は、小こ雨さめが降りしきっている。

　ハーマン商会のエンブレムをつけた船が多数停泊しているのはいつものことだが、今日きようはひときわその姿が目立つ。西方との商取引に向かうはずの船だったが、ふたたびメフィウスと緊きん張ちよう状態にあるために、荷を積つんだはいいが飛び立てない状態にあるのだろう。

　フェドムはまっすぐに自分の邸宅へと戻った。妻子の出迎えを受けながらも、心は考えごとに占められている。

　いうまでもない。彼はずっと以前から同じことばかりを考えつづけている。皇帝グール・メフィウスを廃して、自みずからが国の舵かじ取とりを担うという、あまりに大それた野心を。

　西方との戦いくさは、国が荒れる兆きざしであり、フェドムにしてみればまたとない好こう機きだった。日に日にグールへの不信感が宮廷にも募つのりつつあるのが気け配はいで感じ取れた。本来ならまだソロンに留とどまって協力者をひとりでも多く見つけたいところだった。

　が、皇帝本人に直接命令されては、ビラクに舞い戻らざるを得ない。

　ナバール将しよう軍ぐん率いる第一陣が惨みじめに打ち負かされたため、皇帝はすぐさま第二陣の編へん成せいを進めている。

「万全を期するため、それら大部隊をビラクに駐ちゆう留りゆうさせる準備をせよ」

　とのことだった。また大量の軍資金もいただいている。剣や銃、甲かつ冑ちゆうといった武具、そして船の武装をするためのものだ。

　与えられた猶ゆう予よは少ない。それでなにほどのことができるのかと思う。

（皇帝は、焦あせっている）

　自室に戻ったフェドムだが、いっこうに落ち着かず、室内を獣けもののように徘はい徊かいしていた。

　大軍が西方に派は遣けんされたそのときこそ、ソロンに迫る最大のチャンスかもしれない。

　いまのところ確かく実じつな協力者は、キルロ領主インドルフのみ。きっかけさえあればともに動く者は大勢いるだろうが、いまのところその強いきっかけが欠かけている。西方と直接戦火を交えたナバール・メッティなどは、そのきっかけを生める位置にあるし、本来は反皇こう帝てい派はでもあったのだが、いまは汚名を雪すすがんとむしろ積せつ極きよく的てきに皇帝のために働こうとするだろう。

（ソロンにいるあいだ、シモンを取り込めなかったのは痛かった）

　シモン・ロドルームは元評ひよう議ぎ会かい議長ということもあり、宮廷ではもっとも求心力のある人物だ。そのシモンは現在軟禁状態にある。皇帝への不信感を高めるには格かつ好こうの材料だが、そのため、容易には接近できない。シモンその人といわず、彼と仲のよい貴族を数名、時間をかけて取り込めれば、いざというときに号令を発してシモンを救助させて、彼を担ぎあげることもできたのだが。

（これは、大きな分岐点だ）

　フェドムにはそう思える。

　それは同時に、ここで誤れば、二度と好こう機きは訪れず、身の破滅が待ち受けるだけということでもある。

　窓辺に近づいたとき、雨の勢いが増した。

「ええい」

　その勢いに促うながされたように、フェドムは罵ののしりの声をあげた。

　いつまでも足踏みさせられているおのが境遇が歯がゆくてならない。考えるに、フェドム・オーリンという人物、よくよく運に恵まれない男だった。いよいよか、いよいよか、と何度も意気込む場面がありながら、そのつど時勢が変わって、また計画のやりなおしを余よ儀ぎなくさせられている。

　と、窓の向こう、黒ずんだ空を一いつ隻せきの飛空船がよぎった。

　ビラクでは珍しい光景でもない。が、フェドムは引っかかりをおぼえて空に目を凝こらした。北の方角に、屹きつ立りつする山の連なりがうっすらと見える。その山々から方角を計算するに、あれは西方からの船だ。じょじょに近づいてきた。横っ腹に、ハーマン商会の所属を示す紋もん章しようが見えてくる。

（タウーリアにいっていた船が、戻ってきたか？）

　そう考えるのが自然だが、しかし一戦交えたばかりのタウーリアが、民間のものとはいえメフィウスの船をわざわざ帰そうとするのもおかしい。

　フェドムは使いの者を港に走らせようとした。

　しかしそれといきちがいになる格好で、降り立ったばかりのその船から、乗員たちが館やかたへ押しかけてきた。

　聞けば、国境付近で起こった戦せん闘とうのせいで一時タウーリアに足あし留どめされていたが、先日──ナバールがアプターに逃げ帰って五日もしないうちに──帰国の許可が出たという。

　乗員の一団のなかにひとり、小柄な人物がいた。最初女性かと思ったフェドムだが、その人物が前に進み出てきたとき、ビラク領主の顔色が変わった。




　フェドム・オーリンがまだビラクへの帰路の途と上じようにあったころ。

　皇こう帝ていグール・メフィウスは、タウーリア攻略第二陣として三人の将しようを選えらんでいた。

　黒くろ鉄がねの剣つるぎ団だん団長フォルカー・バラン。

　風ふう雲うん弓きゆう団だん団長ユライア・マッター。

　火か炎えん槍そう団だん団長ザース・シディウス。

　まず黒鉄剣団フォルカー・バランは、メフィウス十二将のなかでも比較的、国外にも名のとおった男である。

　対ガーベラ戦争においても大敗した経けい験けんがない。メフィウスの将のなかでは珍しく、敗色が濃のう厚こうになってからも、それからの『粘ねばり』に長たけた男であった。

　四十五歳。甲かつ冑ちゆう姿すがたの似あう、長身で端正な顔立ちの男だが、実のところフォルカー自身には武芸がない。本人にもそれはよくわかっていて、いつも後方で指揮を執とる。しかしこの時代、将とて前ぜん線せんに出て敵と斬きり結ばねば信頼や尊敬を勝ち取ることは難むずかしい。

　そういう理由もあってか、フォルカーはその才気を認められながらも、もっぱら敗戦の後始末を任されることが多い、いわば不遇の将である。

　つづいて、ユライア・マッター。

　彼の率いる風雲弓団は飛空船の運用を主とする部隊だ。ユライア自身も無む論ろん、翼よく竜りゆう士し官かんであり、士官養成学校を首席で卒業したほどの男である。十二将のなかでは二番目に若い三十歳。顔立ちは童顔といっていい。二十代どころか、十代後半といっても通じるほどで、本人はそれを気にして何度か髭ひげを生はやしたが、あまりに似あわないのでそのたびに剃そり落としていた。

　最後に、火炎槍団を率いるザース・シディウス。

　ユライアより若く、すなわち十二将ではもっとも年少の二十四歳。しかしある意味でユライアとは対照的であり、初対面の人物に年ねん齢れいをいっても信じてもらえぬほど、体格も面つら構かまえも堂々とした威容を誇っている。

　彼は、対ガーベラ戦で戦死した父から直接火炎槍団を受うけ継ついでいた。父のミランドラ・シディウスも『狂戦士』と敵味方から恐れられるほど峻しゆん烈れつな将であったが、初うい陣じんを迎えて三年と経たたないザースもその片へん鱗りんをすでに見せつけている。ただ、部隊を構成する、小、中隊長のほとんどは父の代から同じ役やく職しよくにある者たちばかり。彼らはザースに好意的で、隊を盛りたてようと努力してくれてはいるものの、若いザースにとってはやや持て余す存在でもあった。

　このように、タウーリア討とう伐ばつ軍ぐん第二陣は、若く、才能と力のある将軍二人ふたりを、ベテランのフォルカーがまとめるといった編へん成せいである。

　この日、出陣を直前に控えた三人は、宮廷の大広間に呼ばれていた。

「繰くりかえすが、これは皇こう太たい子しギル・メフィウスの弔とむらい合戦である」

　グール・メフィウスは水すい晶しようを先端に飾った杖つえを手に、三人の将しようを見おろしながらいった。

「敵は奸かん智ちに長たけておる。タウーリアを見くびったナバールの轍てつを踏まぬよう、ゆめゆめ注意せよ」
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　大広間では出陣式も兼ねた小しよう宴えんが開かれた。

　こうした場には珍しく、皇后メリッサとその娘姉妹のイネーリ、フローラも顔を見せている。当然、皇太子の座るべき座は空位だ。ギル・メフィウスの弔い合戦と位置づけられた今回の戦いくさが終わるまで、グールはこの主あるじなき椅い子すをことさらに見せつけるつもりだろう。

　将たちは大勢の人間から声をかけられ、戦での活かつ躍やくを期待された。男性に人気があるのがフォルカーであり、女性に囲まれるのがユライア。ザースはその若さゆえにか、平時から精気を全身にほとばしらせているところがあり、なかなか余人が近づける雰囲気ではない。

　しかし笑え顔がおで取とり繕つくろった人々の、果たして何割が本気でこの戦を望んでいたか。

　いまになって西方と本気で事を構えてどれほどの国益があるかもわからず、また、

（ガーベラのときのようにならねばよいが）

　そんな不安が重じゆう鎮ちんたちの顔に貼はりついているのを、フォルカー・バランは見み逃のがさない。

　あの戦争も、皇帝が半ば意い固こ地じになってつづけたがためにぐずぐずと引きのばされ、国内に要いらぬ犠ぎ牲せいが多く出た。

（ガーベラか）

　ふと、フォルカーはこの宮廷で何度か顔を見かけたことのある少女を思い出した。十四歳といえば、ちょうど娘と同おない歳どしだ。

　ビリーナ姫ひめがタウーリアに加担し、以来行方ゆくえ不明になっているらしいという噂うわさは宮廷内にもあった。皇帝もそれを認める発言をしたことがある。しかし、それからはぴたりと王女の話題は出なくなった。皇帝が姫の話を望んでいない、という空気が自然のうちに察知されたからである。

（これでは、いずれガーベラともまた戦になるやもしれぬ）

　フォルカーは酒杯を傾けながら憂ゆう慮りよする。さっきから少しも酒の味がしない。鉄を溶かして冷やしたようなものだった。

「バラン将しよう軍ぐん」

　近づいてきたのはザースだった。なにやら、接近してきただけで肌から放たれている熱ねつ気きがにおってきそうな気け配はいがある。

　皇帝の御ご前ぜんに出るために、一応礼服をまとっているものの、いまにも布地が内部から張り裂けて鍛きたえあげた肉体が露ろ出しゆつしそうなほどに窮きゆう屈くつそうだ。ただサイズの問題ばかりでなく、石の壁かべに囲まれて文明人らしく振ふる舞まうよりも、胴どう鎧よろい、鎖くさり帷子かたびらを身にまとって、死し屍し累るい々るいとなった血ち染ぞめの荒野を獣けもののごとく行進するほうがよほど気持ちの安らぐ男なのである。

「おれは、ガーベラ以外の敵と剣を交えるのははじめてです。バラン将軍は、タウーリアに攻め入ったことがおありになるとか」

「十年以上も前にね。国境を越えるのはたやすく、タウーリアも一時手に入れたが、すぐに西方軍の包ほう囲い網もうにあった。タウーリアと戦うつもりなら、西方そのものとの戦いくさになると覚悟したほうがいい」

　フォルカーはいかにも武人の面つら構がまえをしながら、声がいささか細い。対するザースは鼻息も荒く、

「望むところです。ここのところ、剣を血で濡ぬらしておらぬので悶もん々もんとしておりました。西方が相手となると、踝くるぶしまで血の海に埋めることができましょうな」

「ザースは、父上そっくりであるな」

　フォルカーは笑いもせず、称たたえるとも侮ぶ蔑べつするともつかぬ口く調ちようでいった。「剣を血で濡らすが武人の本ほん懐かい」とは、ザースの父『狂戦士』ミランドラの口くち癖ぐせだった。ちなみにミランドラは十年以上前のタウーリア侵攻戦には参加していない。東の国境警けい備びに当たっていたからだが、息子むすこのザースにしてみれば、この大事な戦に参加できなかったのは家の恥はじだと考え、今度の戦で面めん目もく躍やく如じよを果たしたい思いがあるらしかった。

（小僧二人ふたりを従えての進軍か）

　フォルカーは、婦人方と即そつ興きようで踊っているユライアの姿を遠とお目めにしながら、そう思う。

（いずれも腕はある。が、腕だけで、知能も経けい験けんもない。なるほど、それならばいっそ使い甲が斐いがある）

　西方との戦いくさには必ずしも乗り気でないフォルカーだったが、いままで負け戦の尻しり拭ぬぐいばかりさせられてきた彼にしてみれば、これははじめて己おのれの力を存分に振るうことのできる好こう機きでもあった。

　ユライアもザースも、余計な知恵がまわらないぶん、フォルカーの指揮に素直に従ってくれよう。

　普ふ段だん、鉄てつ面めん皮ぴで知られる男だが、このときばかりは、フォルカーの胸に沸ふつ々ふつとした熱あついものがたぎっていた。

　と、小しよう宴えんも終わりを迎えかけたころ、広間の端はしからひとりの男が背を屈かがめながら駆かけ寄ってきた。皇こう帝ていつきの侍じ従じゆうだ。グールのそばまで来ると、なにやら小声で耳打ちする。

（ほう？）

　といった具合に、グールの表情が動いた。宴うたげにも飽あいてきたが、急に興きよう味みをそそる出しものがはじまった、というような顔つきだった。

　グールはいきなり大きく手を叩たたいた。

「諸君、アプターの地より、われらが愛すべきナバール将しよう軍ぐんがご帰き還かんされたということだ」

（えっ）

　宴席が、いままでとは別種のざわめきに満ちた。

　ナバール将軍がタウーリアとの第一戦に敗れたという報告は、もちろんここにいるすべての人間の耳に入っている。しかしその後、彼はアプターの地に留とどまり、皇帝が差し向ける第二陣──まさしくここにいるフォルカーたちの軍だ──の到着を待ちながら、ローグ・サイアン、オーダイン・ロルゴらとともに国境を守る役目があったはずだ。

「無む論ろん、わしは帝都への帰還などは命じていない。使者の言によれば、なにやらわしに内密の話があるようだ」グールは、気心の知れた友人の冗じよう談だんでも耳にしたかのように、くすりと笑う。

「しかしあの男に、いまさらほかに知られてはならぬ秘密がいかほどあろう？　わしはここにいる皆の前にあの男を直接召しよう喚かんしたいと思う。フォルカー、ザース、ユライア」

「は」

「よく耳にしておけ。ナバール将軍は、タウーリアの秘密兵器のことを教えてくれるかもしれぬ。そうでなければ、おめおめ敗北し、あまつさえ許可もなく逃げ帰ってはきまい」

「ははっ」

　意外ななりゆきではあっても、皇帝その人に命じられれば、フォルカーも直立せざるを得ない。

　ほどなくして、広間にナバール・メッティが入ってきた。大勢の視し線せんが突き刺さるなか、ややおぼつかない足取りで皇こう帝ていの面前までやってきて、その場に膝ひざをつく。

（陛へい下かも、お人が悪い）

　フォルカーは無表情でそれを見守りながらも、心中ではこの将しよう軍ぐんになりあがったばかりの男を哀あわれんでいた。

　大勢の前で呼びつけたこともそうなら、ナバールが帰き還かんすることをあらかじめ諸しよ侯こうに伝えておかなかったのもそうだ。当然、ナバールは帝都に戻る際に主要都市に立ち寄っているはずで、皇帝にも先触れは届いていよう。

　人々の注目を集めるなか、ナバールは片かた膝ひざをついた姿勢で声を発した。

「へ、陛下に、ご報告したき儀ぎがございますれば、こうして、恥はじを忍んでソロンに舞まい戻ってきた次第であります」

「報告したきこととな」

「は、ははっ」

「なかなか興きよう味み深ぶかい」皇帝はわざとらしく目を見開いた。「おまえがタウーリアでなにを見、そしてなにをもってソロンにまで引き返してきたか、わしはもちろんのこと、この場にいるすべての者どもが並々ならぬ関心を抱いておる。申してみよ」

　これ以上ないというくらい深々と頭を垂たれたナバールは、まず、対タウーリア戦における敗北は、ガーベラ国王女ビリーナの密告によるものだと説明した。

　ただし先ほど述べたように、皇帝は現在その話題を好まない。

　グールは少しも驚おどろいた顔を見せず、家臣たちはひそひそ声を交かわしあった。

（おやおや）

（もったいつけて、なにをいうかと思えば）

　人々には、ナバールが自分の敗戦を取とり繕つくろおうとして、いわば『流行遅れ』の情報を、さもショッキングに語っているかのようにしか思えなかった。

「そのことはすでに聞いておる」

　なおつづこうとしたナバールの弁明じみた言葉を、皇帝はひと言で遮さえぎった。

「わしは、ソロンへ帰還せよとおまえに命じた覚えはない。アプターに留とどまり、第二陣の到着を待たねばならぬ立場のおまえが、なぜこうしてわしの前で膝をついておるのか、その理由をここで述べよ」

「そ、それは」

　ナバール・メッティの額ひたいには汗が浮いている。

　背を丸めた姿勢のまま、彼は心持ち顔をあげ、周囲へ何度となく視し線せんを走らせた。無言のままに助けを求めているかのような態度に、人々の失笑は深まるばかり。

「へ、陛下。お人払いを」

　ナバールはいったが、皇帝は頑がんとして首を縦たてには振らない。

「ここで述べよ、と申しつけたぞ」

「は」

　ナバールはまた顔を伏せた。

　その太い喉のどがぐびりと何度となく鳴る。

（ほう？）

　人々は、また面おも白しろそうに声を交かわしあっていた。

（方々、まだなにかあるようだぞ）

（どんな隠かくし玉だまが飛び出すやら。今度は、竜りゆう人じん族ぞくの生き残りがタウーリアに加担していたというのではなかろうな）

　嘲あざけりも露あらわに見守っていた彼らにとって、

「あ、あるお方が」

　ナバールがつっかえながらも口にした言葉は、さすがに予想の範はん疇ちゆうを超えていた。

「ある方が、突然アプターにいらっしゃられ、わたしに、使者の役目を与えられたのです。これ以上の西方への侵攻をおやめになるよう、皇こう帝てい陛へい下かに進言してほしいと……、そのため、わたしはこうしてタウーリアへの雪せつ辱じよくをもあきらめ、ソロンへ舞まい戻ってきたのであります」

「ある方だと？」

　グールの額ひたいに深い皺しわが寄った。怒りの兆候だ、と見て、家臣たちが息を吞のむ。

「この期ごに及んで、なにを包つつみ隠かくすことがある。そもそも、おまえはこのグール・メフィウス以外に仕えている主君があるのか。その者からの命令を、メフィウス皇帝以上のものとして、是ぜが非ひでも聞き入れねばならぬ、というような、そんな主君が、おまえにはあるのか」

「め、滅相もございませぬ。わたくしナバール・メッティの命、そして忠誠は、メフィウス皇族の方々以外に捧ささげられることなど、決してございません」

「現に、貴き様さまはこうしておめおめ舞い戻ってきた。それをどう説明する」

「な、ならば、申しあげます」

　ナバールの額は、すでに床ゆかに擦こすりつけられんばかりだった。

　そして彼は、震ふるえる声でこう叫んだ。

「ギル殿でん下かであります。わたくしに命令を下したのは、ほかならぬメフィウス皇族であらせられる、ギル・メフィウス皇太子さまです！」




　　　　３




　いっとき、広間の人々はナバールの言葉を理解できずに、ほとんどうろたえたような状態に陥おちいった。

（ギル殿下だと。ナバールめ、そういったのか）

（ああ、わたしにもそう聞こえた）

（なにを馬ば鹿かな。奴やつめ、陛へい下かから敗戦をとがめられるが恐ろしいあまりに、どうかしてしまったのではあるまいか）

　いかに竜りゆう神じんの末まつ裔えいといわれるメフィウス皇こう族ぞくでも、いったん死した人間が墓の下からよみがえろうはずがない。凶きよう弾だんに倒れた皇こう太たい子しギル・メフィウスがアプターにてふたたび姿を見せて、さらには西方への攻こう撃げきを止めるよう皇帝に進言すべくナバールを遣つかわそうなどとは、耳にした人間の大半がナバールの正気を疑ったとて無理はなかった。

（これは）

　フォルカーもさすがに啞あ然ぜんとしてナバールの声を耳にしていたが、では皇帝の反応は、とうかがい見ると、ギルの父親であるグール・メフィウスは、最初にナバールを招いたときの面おも白しろそうな表情さえ消して、むしろつまらなさそうに頰ほお杖づえをついている。

　ナバールは言葉を切って、そんな皇帝の返事を待っていた。丸みを帯びた身体からだが小さく見える。

　重たげな沈ちん黙もくが垂たれ込めるその前に、フォルカーが口を開いた。

「ナバールどの。そなた、見たのか。確たしかに、ギル皇太子さまをその目で」

「見ました。この目で、しかと」フォルカーのほうをちらりと見たナバールは、自分のほうこそ幽ゆう鬼きのごとき暗い目をしていた。「わたしだけでなく、わたしの部下も、アプターの住民も、サイアン、ロルゴ将しよう軍ぐんの両名も。あれは、まぎれもなくギル皇太子さまその方でした」

（馬鹿な）

　ざわめきが大きくなる。目を丸くする者、またも囁ささやき声ごえを交かわす者、苦にが笑わらいを浮かべる者──と、様さま々ざまな反応があるなかで、

（これは、出陣式のために陛下が用意されたなにかの余よ興きようではないのか）

　などと憶おく測そくする者もある。

　ナバールはただひとり青ざめた顔で、

「殿でん下かのあとには、行方ゆくえ知れずとなられていたガーベラ国王女ビリーナさまもアプターに戻られております。いずれも西方に命を救われていたとおっしゃられるので、わたしとしては、これ以上西方に手出しもできず……。こうして、陛下のご判断を仰あおぎに参った次第」

「くだらぬ」

　広間中の空気が、はっ──と緊きん張ちようした。囁き交わされていた幾いく百ひやくもの言葉がぴたりとやんで、皆の視し線せんがグール・メフィウスへと集中する。

　グールは拳こぶしに頰を乗せた姿勢のまま、

「この上もなく愚おろかで、かつこの上もなくメフィウスを愚ぐ弄ろうした罠わなよ」

「罠」半ば叫ぶようにナバールはいった。「罠、でございますか」

「それ以外のなにがある。ギル・メフィウスは死んだ。わしとて、わずかばかり残された希望にすがろうという気持ちがないわけではない。しかし、ギルの死が伝えられてからどれほどの時が経たつか。もはやその希望さえ失われた。いつまでも空くう虚きよな願ねがいなどにすがってはいられぬ。ナバール、そなたも皇こう族ぞく思いの人間であるようだが、その思いを西方に利用された形だ。奴やつらは、皇太子ギルの偽にせ者ものを仕立てて、わがメフィウスに騒そう乱らんをまき散らそうという腹であろう」

「し、しかし、しかし、陛へい下か。偽者というには、あのお方……い、いや、皇太子を名乗る人物は、あまりにギルさまに瓜うり二ふたつ。サイアン将しよう軍ぐんも、ロルゴ将軍も、なにひとつ疑いを抱かず、かの人物を皇太子として受け入れている模様」

「西方には、忌いむべき魔ま道どう士しの伝説がある」

　グールには、少しも心を動かされた様よう子すがなかった。

「メフィウスを裏切ったバズガン家は、その魔道士の力を借りてゼル・タウランを建国した。忌まわしい魔道の力をいまの時代に継けい承しようさせていたとしても不ふ思し議ぎではない。なれば、ナバール、そのほうは力ずくでもその皇太子を名乗る不ふ遜そんな男をここ帝都に連れてくるべきであった。わしがこの目でしかと真しん偽ぎを見み極きわめられたものを」

「は、ははっ」

　よどみもなく決めつけられれば、ナバールは平伏する以外にない。

　ここにいる人間たちも実際にその『ギル皇太子』を目にしたわけではなかったから、なんとはなしに納なつ得とくさせられていた。ギルが生きていた、という驚おどろきなどははや消きえ失うせ、代わりにナバールがいかにも稀き代だいの愚おろか者ものに見えてきて、列席した人々の表情には失笑が占める率が高くなる。

「使者を出す」

　グールは席を立ちあがりざま、こういい放った。水すい晶しようの杖つえを振りかざして、

「ローグ、オーダインに命じてその不届き者を捕らえ、ここソロンへ連れてまいれ。その首をわし自みずからが刎はね、新たな『宣託』をおこなおう」

　おおっ、と先ほどとは別種のどよめきが辺あたりを占めた。

　三、四年ほど前、皇帝はガーベラとの戦の最さ中なかにもこの『宣託』をおこなっている。竜りゆう神じんの霊れいと、その末まつ裔えいたる皇族とが音声で取とり交かわす約定のようなものである。もっとも、前回の『宣託』はガーベラとの和平によってなし遂とげることができなかったため、歴史上ではなかったことにされる公算が大きい。

（果たして今度の『宣託』は史上に残るのかどうか）

　フォルカーはまた新たなざわめきが波は紋もんを散らしつつある広間内で、ひとり考えていた。

（それにしても、陛下の鉄のごとき心はどうだ。人はおれを鉄てつ面めん皮ぴなどと呼ぶが、曲がりなりにもご子息が生きているかも知れぬという可能性をはなから捨てておられる。それが皇族、支配者というものか。なるほど為い政せい者しやとしては正しいのかもしれぬ。が……）

　このとき、フォルカーは視界の隅に、偶然メフィウス皇女イネーリの姿をとらえた。

　さすがに皇こう帝ていと異なり、歳とし頃ごろの少女の身、まったくの無反応というわけではなかった。顔からは血の気けが失うせ、いまのナバールにも似て、恐ろしいほどに青ざめている。だが、皇族という人種のなかに、自分と少しでも似かよう部分はないかというフォルカーの淡あわい期待は、その唇に浮かべられた笑えみによって無む惨ざんに裏切られていた。




　そのイネーリ、出陣式の終わりとほぼ同時に広間を辞じしていた。

　普ふ段だんなら、パーティーの席など、ホスト役がいなくなったあとでさえ居残って、親しい友人や、将来有望な若い貴族、軍人といった人々に取り囲まれては座の中心に居座りつづけたがる彼女には珍しい。

　具合でも悪くしたのか、後こう宮きゆうへ向かう道のりのなか、何度も足もとをふらつかせては、壁かべに手をついていた。

「お姉ねえさま」

　後ろを歩いていた妹のフローラが呼び止めても、侍じ女じよが手を差しのべても、まったく気づきもしない様よう子すで、やはりふらふらと歩いていく。と、ドレスの裾すそにヒールがかかった。

　あわや蹴けつまずきそうになったので、あわててフローラがその肩に触れる。

「触らないで！」

　猛もう烈れつな速度で振り向いた姉の姿に、一いつ瞬しゆん、フローラは息が止まりかけた。青ざめて、目を引ひき裂さかんばかりに吊つりあげたその顔は、普段の姉とはまったくの別人であり、あたかも悪夢に登場する魔ま女じよのそれのようであった。と、

「ああ、フローラ」

　相手が妹と知ると、イネーリはその表情を改めた。表情が弛し緩かんして目もとが穏おだやかになる。

「どうしたの？」

「え、あの、お姉さまが……」

「そう、わたしのことを心配してくれているの？　おまえは、優やさしい妹ね」

　イネーリの手が、フローラの、父親譲ゆずりの茶ちや褐かつ色しよくをした髪を撫なでる。

「でも、わたしは平気よ。大丈夫。それより、おまえはどうなの？　この前もいったでしょう。ちゃんと本を読んで、勉強しているのかしら？」

「え、ええ、お姉さま」フローラはこくこくと頷うなずいた。「先月から、音楽と歴史の先生をつけていただいているの」

「そーお、それは、よかったわ」

　にこにことしながら、イネーリは大きく首を振った。その拍子に肩にかかった金きん色いろの髪をさっと払う仕し草ぐさも、浮かべた笑みも、フローラの憧あこがれる姉そのものであったのに、なぜだかフローラの瞳ひとみは先ほどよりいっそう怯おびえている。

「きちんと勉強して、陛へい下かが望まれるとおりの姫ひめ君ぎみにおなりなさい。あなたも、いずれは他国に嫁とつがねばならないかもしれない。そのとき、メフィウスの姫ひめとして恥はずかしくないようにね」

「は、はい」

「それと」イネーリは細い指先で、つんと妹の額ひたいを突いた。「最近、市井しせいの娘を招いて遊んでいるようだけれど、それはもうおやめなさい。あなたひとりの問題ではなくてよ。あなたが貶おとしめられれば、それはメフィウス皇こう族ぞくそのものが貶められることになるのだから」

　上じよう機き嫌げんともいえる態度でイネーリはそういうと、あとは侍じ女じよたちを従えて、前方を歩いていった。足取りは、自信に満ちたいつものそれに戻っている。

　フローラは、その後ろ姿についていこうとはしなかった。

「姫さま？」

　第二皇こう女じよつきの侍女が心配して声をかけても、ただかぶりを振るばかり。その細い脚は先ほどから小刻みに震ふるえていた。

（似ている）

　と、彼女は決して余人には届かないであろう声で囁ささやいていた。

（お母かあさまに。そう──いまのお姉ねえさまは、あのときのお母さまに、そっくり）

　フローラの小さな胸に、黒雲が湧わくがごとき不安と恐怖があった。

　イネーリ、フローラの母、すなわち現皇后メリッサは、二人ふたりの父親である最初の夫とは死に別れている。

　メリッサの夫は、国内に特定の領土こそ持っていなかったが、メフィウスではまず由ゆい緒しよをもって語られる一族の出身だった。

　しかしメリッサはあきらかにそれに満足していなかった。夫に、もっと積せつ極きよく的てきに宮廷の中ちゆう枢すうとかかわってほしい、と何度も口にしていた。フローラは、幼おさな心ごころにも、

（お母さまは、お父とうさまにもっとえらくなっていただきたいのだわ）

　そう思ったものだ。しかし父は生来ののんびり屋で、宮廷で権けん謀ぼうに明あけ暮くれて、他人を少しでも出し抜こうと暗あん闘とうを繰くりひろげるよりも、お屋や敷しきで娘二人と遊んでいるほうがよほど性しようにあうらしかった。

　やがて母は、どのような経けい緯いと接点があったものか、突然に竜りゆう神じん教きようへの入信を決めた。父は反対したが、母は聞く耳を持たなかった。

「あなたが、一度だってわたくしの言葉に耳を傾けてくださったことがありまして？」

　そういわれると、父も返す言葉がなかった。

　それからだ。

　少なくとも、フローラはそう記き憶おくしている。母が竜神教に入ったあたりから、父の様よう子すも変わってきた。

　健康そのものだった父が、ふとした拍子に体たい調ちようを崩くずすことが多くなった。たいていは一日、二日も寝ていればまた元気を取り戻したが、そのたびにふっくらとしていた頰ほおはこけ、二人の娘をぶら下げてもびくともしなかった腕や脚も肉を失って、全身が見る見る細くなった。

　ついには、甲か斐い甲が斐いしいメリッサの看病や、幼い娘二人ふたりの願ねがいもむなしく、寝台から一歩も動けなくなってしまった。

　母の要よう請せいに応じた医師が何度か屋や敷しきを訪ねたが、父の容よう態だいはいっこうに回復しない。

「すまないね」

　ある朝、食事を運んできたフローラに、父はそういって頭を撫なでた。その笑えみが、怖いくらいに穏おだやかだった。

「来月には建国祭がある。フローラは剣けん闘とうが嫌いだったな。じゃあ、姉ねえさんと母かあさんが剣闘大会にいっているあいだ、フローラは父とうさんといっしょにお祭りで買い物しよう」

　去年の祭りのとき、馬車の窓から覗のぞき見える華はなやかな光景に、じっと飽あきることなく娘が見とれていたのを、父は覚えていた。フローラは馬車から降りたい、といったのだが、市井しせいの人々にまぎれて買い物をするなんてはしたない、と母にたしなめられたのだ。

　だから、フローラは父との約束を喜んだ。

　買い物のことはもちろん、噓うそなどついたことのない父だったから、その父がいうのなら、来月にはもうすっかりよくなっていっしょに外を出歩ける、と信じたのだ。

　そしてその夜に、父は他界した。

　父にはじめて噓をつかれた翌日。

　泣きじゃくるイネーリ、フローラ、二人の頭を撫でて、寡か婦ふの灰はい色いろ装しよう束ぞくを着たメリッサは、

「なにも心配することなんてないのよ」

　そういった。

「全部が終わったわけじゃない。むしろ、これからなにもかもが、はじまるのだもの」

　娘たちにだけそのとき見せた笑え顔がおを、フローラは覚えている。

　全身がすくむ思いがした。

　そしてそのときの母の笑顔、母のまなざしに、先ほどのイネーリは酷こく似じしていた。




　一方のイネーリは、自室の前まで来ると、侍じ女じよたちを遠ざけた。

　自分の許可があるまで誰だれも部へ屋やに近づけるな、と厳げん命めいすると、侍女たちは、

（ギル殿でん下かが亡くなられたときといっしょだわ）

（また閉じこもるおつもりかしら）

　無言のうちにもそうした感情を露あらわにしたが、イネーリは無視して部屋のドアを閉ざすと、着替えもせずにベッドへ身を投げる。

　身を左右へ転がしたあと、うつ伏せになった。

　細い肩が、そして金きん色いろの波打つ髪が、小刻みに震ふるえている。

　ナバール・メッティなる、イネーリはほとんど名前も知らなかったあの男が、謁えつ見けんの大広間で口にした言葉。

　いまなお鼓膜には残ざん響きようがある。

「ギル殿でん下かであります。わたくしに命令を下したのは、ほかならぬメフィウス皇こう族ぞくであらせられる、ギル・メフィウス皇太子さまです！」

　ナバールの声も震ふるえていた。

　耳にした瞬しゆん間かん、イネーリは雷かみなりに打たれたような思いがして、あわや卒倒しそうになった。実際、呼吸すらしばらく忘れていたほどだ。

　ベッドの上で、イネーリがまた寝返りを打った。

　仰あお向むけになったその身体からだはまだ震えていたものの、ボリュームのある髪が左右にわかれて露あらわになった顔には、まぎれもない笑えみが刻み込まれていた。
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（やはり）

　とイネーリは胸中でつぶやいた。

（やはり、生きていた）

（やはり、あの男は生きていた）

　衝しよう撃げきを受けたイネーリとはよそに、義ち父ちグール・メフィウスはあっさりとそれを偽にせ者ものだと断じていた。そのときの場面を反はん芻すうしたイネーリの笑みが、さらに深くなる。

（そうよ、お父とうさま。あれは、偽者。でも、それを知っているのはわたしひとりでいい。皇太子の秘密を握り、暴あばくのはほかの誰だれでもない、このイネーリ・メフィウスなのだから）

　じき、いても立ってもいられなくなったイネーリは、すぐさま寝台から跳はね起きた。

　先ほど遠ざけたばかりの侍じ女じよたちを呼び集めたかと思うと、

「これから、皇こう太たい子しに関する情報はすべてわたしのもとに報告しなさい」

　と告つげた。

　戸と惑まどう女官たちを前に、

「メフィウスに敵対した卑劣な西方は、情報戦を仕掛けてきているわ。それに惑まどわされて、流りゆう言げん飛ひ語ごが飛とび交かわぬよう、後こう宮きゆうも締しめつける必要がある」

　そうつづける。

　イネーリ自身、それから積せつ極きよく的てきに動きはじめた。

　ギルの死が伝えられて以来、後宮に閉じこもりがちだったのが噓うそのように、なにか理由をつけては舞ぶ踏とう会かいや茶ちや会かいなどを開いて、大勢の人々を招いた。

　女官たちのなかには、軍人や貴族の子弟らとつきあいのある者もいる。そうした人脈を活いかして、いままでろくに言葉を交わしたことのなかった者たちをもパーティーに招待した。持ち前の社交性でイネーリは誰とでもすぐに親しくなった。

　自分ならではの情じよう報ほう網もうを構こう築ちくするつもりである。

　決して気の長い性格ではない。むしろ熱ねつしやすく冷めやすいタイプのイネーリだったから、欲しい情報がすぐに得られないとなると、あっさり放り出してもおかしくなかったが、彼女には珍しいほどの忍耐力を発揮した。

　そしてナバールが帰き還かんしてから半月足らず。ある面おも白しろい噂うわさが耳に届いた。

　宮廷の門前に、不ふ審しんな男が姿を見せたという。

　オーバリー・ビラン将しよう軍ぐんの部下を名乗り、将軍に面会を求めていた。しかし将軍は長い拘こう留りゆう生活で体たい調ちようを崩くずして現在療りよう養よう中ちゆうであり、また、男の風ふう体ていがあまりに怪あやしかったために、すぐさま追い払われたというのだ。

　その男が兵たちに小突かれ、連れ出されていく途と中ちゆう、

「おれは知っている」

　と叫んだのを、近くを通りかかった別の隊の兵が耳にしている。

「おれは、よみがえった皇太子の真実を知っているのだ」

　イネーリの目が、爛らん々らんと輝かがやきはじめた。

　ちょうどソロンの警けい備び隊たいの一員であり、主に、民衆が住まう区画を担当している中隊長と面めん識しきを持ったばかりだ。

「なんとしてでもその男を探し出しなさい」

　イネーリはその中隊長に命じた。

「そして、誰にも気づかれることなくわたしの前につれてくるのよ」




　イネーリがそう命じたのとほぼ同じころ。

　元評ひよう議ぎ会かい議長シモン・ロドルームは自宅に軟禁中の身であった。

　皇こう帝ていグール・メフィウスはいまやシモンの名を口くちの端はにのぼらせることもない。自分に意見した忠臣への怒りがまだ覚めやらぬのか、あるいは西方やら偽にせ皇太子やら、片づけねばならぬことが山とあるためにいっとき忘れ去ってしまったのか。

　ここのところ、書物を読みふけっているシモンだった。小こ姓しようにいいつけては連日のように本を運び込ませ、翌日には、読んだ証あかしとして部へ屋やの隅に積つみあげてある本の高さがまた増している。

　彼は彼で、もうすっかり皇帝のことも、メフィウスのことも忘れ去って、俗世間とのいっさいの関かかわりを捨てた仙せん人にんのごとき様相を呈ていしていた。

　そんなシモンも、

「ギル・メフィウス殿でん下かが？」

　宮廷ばかりかソロンでも噂うわさになっている皇太子の一件を聞かされると、さすがに興きよう味みを示した。

　いったん書物から顔をあげて、

「もしも」

　とひとり言のように囁ささやいた。

「ローグやオーダインが、西方の魔ま術じゆつにかかったわけでも、人が変わったかのように権勢欲に目覚めたわけでもないのなら」

　あとは、言葉にならなかった。

　実際は声を発していたのだが、小姓には聞き取れなかったのである。

（そろそろ覚悟を決めるべきときだ。陛へい下かも、変化を恐れてなにもしてこなかった重じゆう鎮ちんたちも、そしてもちろんわたし自身も）

　シモンの目は、すでに古めかしい歴史を記した書物の上へと戻っている。










　四章　王たる資質







　　　　１




　やや時はさかのぼる。

　アプターから、『使者』という名目でナバールとその配下が離はなれた翌日、オルバはギル・メフィウスとして再度ユノス川を越えた。

「改めて、アークスどのにお礼とご挨あい拶さつをしなければ」

　とローグ将しよう軍ぐんらには説明している。

　そうしてたやすく二国間の境目を越える皇おう子じに、ローグたちはある種の感かん慨がいを抱いた風ふうである。

「すぐに戻る。留る守すのことは任せた」

　いまのいままで消息不明だったくせに、オルバはすっかり主としての態度でそんなことをいう。無む論ろん、将軍や近この衛え兵へいたちはかしこまった。

　ともに飛空船に乗り込んだのはわずか数名。なかに、ゴーウェンの姿もある。

　激はげしく言葉をぶつかりあわせて以来顔をあわせていなかったが、オルバはわざと近づいて、

「爺じいさん、西方ははじめてか」

　大きく肩を叩たたいた。船の揺ゆれに慣なれていなかった老武人は前によろめきつつ、じろりとした視し線せんを返す。

（おれを爺さんと呼ぶなといった）

　内心の声を代弁するとそんな感じだったろうが、オルバは意にも介せず、

「いいところだ。人も空気も、土も悪くない。おれは最後まで、食い物にだけは馴な染じめなかったがね」

「左さ様ようでございますか」

「女性も美人が多い。ゴーウェンもまだまだ現役だろうが、羽は目めを外しすぎるなよ」

　そんなことをいって、艦かん橋きようで働いている翼よく竜りゆう士し官かんたちを笑わせた。ゴーウェンは苦にが笑わらいを浮かべたが、オルバがいったん背を向けると、その後ろ姿に向かって小さく眉まゆを寄せた。




　ギル・メフィウス生存の知らせは、タウーリアにも風の噂うわさとなって届いていた。

　まだ正式な発表があったわけではないが、それがどれほど彼らにも衝しよう撃げき的てきだったかは、街路をいく馬車の左右に並んで、少しでもなかを覗のぞけぬものかと背伸びしたり、馬車に併へい走そうしようとしたりしている人々の姿からもわかる。

　これに、メフィウス皇こう太たい子しギルが乗っているという話がたちまちのうちに広がった証あかしだろう。

　つい先ごろに、メフィウスが国境を侵おかすという事件があったばかりだというのに、人々の表情に憎しみや恐れはない。むしろ、あたかも英雄の帰き還かんを待ちわびているかのような熱ねつ狂きようぶりである。

　というのも、タウーリア攻略の第二陣がいままさにアプターから出発しかけていたとき、ギル・メフィウスその人があらわれて進軍を止めたという逸いつ話わが、これも噂うわさとなって広まっていたためだった。

　やがて馬車はタウーリア城じよう館かんの敷しき地ち内ないに入った。当然、その向こう側には民たみたちも立ち入れず、柵さくの手前で興こう奮ふん気ぎ味みの顔を並べるに留とどめた。

　タウーリア城館の最上階、謁えつ見けんの間。

　久方ぶりに玉ぎよく座ざには主の姿がある。軍ぐん師しラバン・ドウからの知らせを受けて急いでタウーリアに戻ってきたアークス・バズガン。両りよう隣どなりに、そのラバン・ドウ、正室ジャイナと娘のエスメナ。

　正装で飾り立てたボーワン・テドスが王族の直前に控え、残る主おもだった将しよう士しも顔を揃そろえている。

　タウーリアばかりではなく、そこにはヘリオのラスビウス、カダインのモロドフ、ニルギフといった、他国から駆かけつけた将も肩を並べていた。

　先ほどから、大勢の人間たちがひっきりなしに顔を見あわせては、何事か声を交かわしている。民たちに負けず劣らず興奮気味である。

　アークス・バズガンひとりが、やや物もの憂うげな顔をしていた。

　謁見の間へ通じる扉が開き、兵たちがとある男を先せん導どうするように進んでくると、ざわめきが一いつ瞬しゆん止まった。

　入り口付近で止まった兵たちを置き去りにして、男だけが、玉座の正面へと歩みを進めてくる。

　そのとき真まっ先さきに反応したのは、王女エスメナ・バズガンであった。はっとした様よう子すで突然席を立った。母のジャイナが、娘の無作法をとがめるように手を振ったが、誰だれもそちらを見ていなかった。

　すべての視し線せんは、闊かつ歩ぽしてくる男ひとりに向けられている。

　当然、あらかじめ来訪を告つげられてはいたものの、アークスやボーワンはその顔から驚おどろきを隠かくせず、一方、ラスビウスやカダインの青せい竜りゆうニルギフなどは、

（ほう、この男が）

　と、感かん慨がい深ぶかげに観かん察さつする。

　ただひとり、ニルギフの兄モロドフばかりが、ほかの将兵とはややちがった表情を見せていたが、エスメナのときと同様、これに気づく者はない。

　進み出てきた人物──メフィウス帝朝皇こう太たい子しギル・メフィウスは、マントをなびかせながら、アークスの御ご前ぜんで膝ひざをついた。

　若い、精せい悍かんな武人そのものといった姿であるが、ほんの数ヶ月前には、部下に狙そ撃げきされてあわや命を落としかけたという。額ひたいの飾かざり輪わはいまも残る傷きず痕あとを隠す意味あいもあったろう。しかしなにより、その場に集つどった人々を驚おどろかせたのは、生死の境目をさまよっていた彼を救ったのが、ほかならぬタウーリア領主であったという話だ。

　いずれの話も、つい先ごろラバン軍ぐん師しの口から説明されたばかりだった。

「お久しゅう、アークス・バズガンどの」

　ギルは顔をあげてにこりと挨あい拶さつする。膝をついてはいても、ギルはアークスと直接同盟を結んだ間あいだ柄がらである。

「といっても、ここを離はなれたのは二日、三日ばかりのことでありますが。いまやタウーリアはわたしにとって第二の故郷。西方の風を嗅かぐと、なにやら帰ってきた、という実感が湧わいてやみませぬ」

　しばしアークスは返事をしなかった。それが意図してつくり出した『間』であったかはわからないが、隣となりのラバン・ドウが小さく咳せき払ばらいすると、

「それは、なによりであった」アークスは、相変わらず物もの憂うげに答えた。「傷は癒いえられたか、ギル皇おう子じ」

「おかげさまで。アークスどのと、タウーリアから受けたご温情、わたしは生涯忘れません」

（この、狸たぬきめが）

　アークスは表向き笑え顔がおをつくりながらも、腸はらわたは煮えくり返っていた。

　ラバンから緊きん急きゆうの知らせを受けたとき、アークスは実際、いよいよこの老軍師の首を絞しめつけてやろうかと思った。

　なにしろ、

「実は、このタウーリアにてメフィウス皇太子ギルどのをかくまっていた」

　というのだから当然だ。

　理解の範はん疇ちゆうを超えた話だ。ラバン・ドウと直接会って問いただしたところ、

「タウーリア各地に配してあるわしの部下が、傷ついた皇子をそれと知らずに保ほ護ごしていたようなのです。傷が癒いえたころ、かの方がご自分をメフィウス皇太子だと名乗ったと聞いて、わしも急いでそちらへ駆かけつけました」

　ギルはしばらくのあいだ自分が生存していることを誰だれにも明かさないでほしい、と頼んだ。その代わりに、かくまってもらっている礼として、自分の部下で元近この衛え兵へいのオルバとシークを傭よう兵へいとしてタウーリア軍にまわすこととなった。

「なるほど、おまえはそれを主君に伝えねばならない重要な事態とは考えなかったわけだな」

「何事にも時じ機きというものがございます、殿との」ラバンはしかつめらしくいった。「殿は素直で正直なれば、虚きよ言げんを弄ろうして、話を内密にしておくことのできぬお方」

「つまり、おれは馬ば鹿かで間抜けな男だと、おまえはそういいたいわけだな。ああ、そうだろうとも。おれは、ご立派にもオルバがギルの部下とは知らずに傭よう兵へい隊長にまで仕立ててやったのだからな」

「ご慧けい眼がん、恐れ入ります」

　ものはいいようである。アークスはオルバの素す性じようを知らず、しかしその才覚のみをしっかと見抜いた、ということらしい。

「とはいえ、アークスさまはそれを最初から知っていた、というような顔をしていただきたい。ギルどのをかくまっておられたのも殿とののご意思によって、ということにすれば、こののちの話も円えん滑かつに進みましょう」

「おまえはいずれ、そうやっておれを上う手まくたぶらかして、タウーリアをわがものにしようという腹だな」

「たとえそうであったとしても、わしは老い先短い身。殿よりわしが早く竜りゆう神じんに召されるのはまちがいのないことでしょう。幸い、わしには子も孫まごもおりませぬゆえ、災わざわいの種を残すこともない」

　ラバンはけろりとしたものだった。

　アークスはいずれこの老人が死んだら祝杯をあげることにしよう、と心で決めながら、仕方なくこの案に乗っかることにした。ギルには多少の弱みがないこともない。タウーリアのみならずゼル・タウラン王の証あかしである古代王朝の玉ぎよく璽じ。アプターに攻めのぼった際、ギルの手で奪うばわれていたそれが、今回、エスメナの手を経へてアークスのもとに返へん還かんされているのだ。

　アークスは、ギルが来訪する前に将しよう士しを集めて、皇おう子じのことを──もちろん玉璽のことは除いて──大まかに説明した。

　直接にオルバと面めん識しきのあるボーワンは相当に驚おどろいた様よう子すだった。よもや、一度はアプターで敵対し、自分たちをやりこめた仮面の剣士が、ガルダを討うった当人だとは思いもしなかったはずだ。

「まあ、ご温情、というなら」

　アークスは、諸もろ々もろの思いを表情から消して、ギル皇子に声をかけた。

「こちらも、皇子からは有能な部下をお貸しいただいた恩がある。見事に困こん難なんな任を果たしてくれた。いっそ高い金で買い取りたいほどだが、皇子は首を縦たてに振らんだろうな」

「オルバは、確たしかに腕の立つ男でありますが。いわばあの男は名工が鍛きたえあげた剣のようなもの。いかに切れ味鋭するどくとも、振るう人間そのものに力が備そなわっていなければ、なにもなし遂とげることのできぬなまくらも同然。実際、わたしも今回の彼の活かつ躍やくには驚いている次第。さすが、西方盟主アークス・バズガンどの、上手く兵を使われる」

「ふむ、ま、それはそうだが」

　持ちあげられれば、アークスも悪い気はしない。が、

「オルバもいまや西方ではそこそこ名が通っている。おれとしては、やはりこのまま皇おう子じにお返しするのは惜しい」

　ふとした悪戯いたずら心ごころが湧わいて、あえてごねてみた。隣となりに控えていたラバンが、ぎょろっと横目でこちらをにらむような真ま似ねをしたが、アークスは無視して、

「どうかな？　メフィウス人で、しかも皇子の部下であった男を、タウーリアの大隊長として取り立てる。そうすれば、両国の友好をことさら民たみに印象づけることもできよう」

「さて。それは」

「ふむ。まだ待遇にご不満か。なれば、たとえばここにいるエスメナ」

　アークスは、きょとんとなった娘のほうをちらりと見てから、

「このエスメナを妻として与えるからタウーリアにとどまれ、とおれが持ちかけたら、果たしてオルバはいかに返事をするかな」

　妻、と聞かされて、ギル・メフィウスは激はげしく咳せき込んだ。

　アークスの意外な喰くいさがりに、この男には珍しく狼ろう狽ばいを隠かくしきれない。

　一方、広間に詰めた人々は、当然、主君の性格をよく知っていたから、本気とは取らず、

（また殿とののご冗じよう談だんがはじまった）

　と、どこか微笑ほほえましい思いでこのやり取りを眺めていたが、ひとり、気が動転した様よう子すなのはボーワン・テドスである。

　オルバがメフィウス人であることは知っていても、彼が皇こう太たい子しの部下であったなどとは、気づきも、そして知らされもしなかったボーワンだから、オルバに対してはやや複ふく雑ざつな思いがある。正直にいえば襟えり首くびを摑つかんで殴り飛ばしたい思いがあるほどだが、幼おさな馴な染じみのエスメナ姫ひめのことがさらに加わるとあれば、冗談では済まされない。

　思わず身分も立場もかなぐり捨てて、何事か、アークスに大声で意見しようとしたとき、

「お父とうさまっ」

　強い口く調ちようでエスメナ姫が叫んだので、ボーワンはもとより、アークスさえも度ど肝ぎもを抜かれた。ふたたび席を立っていたエスメナは、皆の注目を集めると語調を抑おさえて、

「……ギル殿でん下かもお困りのご様子。ご冗談も度が過ぎると無礼に当たるというものでございましょう。他国人であるオルバどのが、父上のために命を懸かけてガルダと戦ってくださいました。これ以上に両国の信義と友情をあらわした事実がありましょうか」

「ま、まさしく、娘のいうとおりであるな」

　箱はこ入いり娘だったエスメナの意外な態度に仰ぎよう天てんしながらも、アークスは鷹おう揚ように頷うなずいている。

　それから改めて腰の軍配に手をやりながら、

「そう、タウーリアとメフィウスは、まさしくこれまでの悲しき歴史が噓うそのようにともに手を携え、決して小さくないことをなし遂とげた。この二国が力をあわせたからこそ、ガルダという脅きよう威いを西方から駆く逐ちくすることができ──」

「わたし、ギル・メフィウスも命を救われました」

　ギルがつづける。

　アークス・バズガンは、家臣たちのみならず、各国から招かれた将しよう士しをも順じゆん繰ぐりと視界におさめた。

「どうであろう。タウーリアは、これからもメフィウスとの友好をつづけていきたいと願ねがっている。西方各国も、決してメフィウスと縁えんのない国ではないが、これを歓迎してもらえようか」

「われらは、無む論ろん。ハードロス閣かつ下かならびにロージィ殿でん下かからもご賛さん同どういただけましょう」

　とラスビウスが答えれば、赤せき竜りゆうモロドフも、

「国境を接したタウーリア王がそうおっしゃられるのであれば、リマ姫ひめにも異存はございますまい」

　とぶ厚い胸を張る。

　アークスは満足げに顎あごを引いた。

「しかし」

　とこのとき口を挟はさんだのは、ギル・メフィウス。

「しかしそのためには、なんとしてでも、とある野心を未然に喰くい止めねばなりません」

「野心とは？」

「タウーリアを皮切りにして、西方を喰い荒さんとする──、わが父グール・メフィウスの野心でございます」

　途と端たんに、謁えつ見けんの間に漂っていた空気が峻しゆん烈れつな気け配はいを帯びた。

　皇こう太たい子しギル・メフィウスの生存、そしてタウーリアへの公式な来訪、その意味あいを考えれば、当然このなりゆきは予想できたことである。しかしそれをギル自みずからが口にしたことで、いよいよ人々の胸には戦乱の予兆が渦うず巻まき、またともに、メフィウスという国が迎えたであろう歴史の分岐点、その現場に立ちあったというある種奇妙な感動が胸をよぎっていた。

「それを、息子むすこのそなたが口にするか」

　アークスも、表情を引きしめている。ギルは頷うなずいて、

「いまになって言葉を取とり繕つくろっても無意味。であるからこそ心を裸にし、厚かましくも、アークス王、ならびに西方各国の皆さま方にお願ねがいしたきことがございます」

「兵のことであるな」

　アークスはギルに先んじていった。当然予想できたことであるから、自分から進んでその申し出を受けようという、アークスなりの気き遣づかいである。

「ガルダ討とう伐ばつにお力ちから添ぞえをいただいた皇子の救援に、われらも力を惜しむまい。して、いかほど必要なのだ。いつメフィウスに駆かけつければいい」

　ごく軽い口く調ちようだが、これはアークスにとっても相当の覚悟を強しいる言葉であったのはまちがいない。大勢の兵をギルに貸せば、それは西方とメフィウスの戦争そのものにつながる。犠ぎ牲せいも出よう。得られるものは隣りん国ごくとの友好──という、長い目で見れば有益この上ないが、ガルダ討とう伐ばつに疲ひ弊へいしたいまの西方にとってはすぐさま利益が得られるわけでないこの戦いくさに、どれほどタウラン地域が本腰を入れられるものか。

　ギルは、そうした空気を知ってかどうか、

「一千ほど」

　といった。

「一千」

　アークスが繰くりかえす。決して少なくない数だが、アークスの面上にはやや意外そうな思いが見みえ隠かくれする。メフィウスの総力を考えれば、ただそれだけの援軍で果たして皇おう子じが戦えるか、という思いである。

　そしてさらに、ギル・メフィウスはアークス王のみならず、ラスビウス、カダインの双そう竜りゆうも目を剝むきかねないことを口にした。

「そう、一千。ただし、この軍が西方領内から動く必要はございませぬ。槍そう旗きをまんまんと掲げて、西方連合軍として動く用意がある、とメフィウスに見せつけることができますれば、それで十分」

「なに？」

　アークスがいよいよ顔から感情を隠しきれなくなった、その直後、

「ああ、それと、ほかにお貸し願ねがいたいものが」

「な、なんだ」

　タウーリア領主の狼ろう狽ばいぶりをよそに、ギルはいったん口を閉ざした。

　相手が焦じれる、ぎりぎりの『間』を狙ねらったのは見事というべきか。ギル・メフィウスは緊きん迫ぱくしきった広間の空気にそぐわないほど、にこりとした笑えみを浮かべて、こういった。

「タウーリアが誇る、美しい踊り子を数十名ほどお借りしたい」




　　　　２




「なにがどうなってやがるんだ」

　沿海生まれの傭よう兵へいタルコットが苛いら立たたしげに毒づいた。

　周囲には、タルコットと長いこと行動をともにしているスタン、ヘリオの騎き竜りゆう隊たい見習いだったクルン、といったオルバ隊の面々がいる。

　オルバ隊といえば当然、ガルダ討伐戦においてもっとも手て柄がらを立てた一隊である。タウーリアでも大歓待を受けた。だというのに、突然大勢の兵士が乗り込んできたかと思うと、ほぼ全員が大きな部へ屋やにまとめて閉じ込められてしまったのだ。

　全員、とはいったが、肝かん心じん要かなめのオルバ隊長、それにシーク、ギリアムの三人が欠かけている。つまり、メフィウス人だけがいなくなっていたのだ。

「まさか、本気で処刑されちまったんじゃないだろうな」

　タルコットが危き惧ぐを抱いたのも、彼らが捕まる以前──メフィウスの侵略軍を追い払った直後にあたるが──、オルバひとりの身柄が拘こう束そくされたことがあったからだ。そのとき、タウーリア軍を預かっていたボーワン・テドスは、和平を無視して攻め込んできたメフィウスに激げき怒どし、見せしめのためにメフィウス人であるオルバを処刑してしまうのではないかという噂うわさが流れていた。

　それだけに、自分たちもどうなるかとタルコットらが不安を抱いていた矢先、環かん境きように変化があらわれた。

　ひとつきりの部へ屋やに閉じ込められていた彼らが、今度は大きな館やかたへと移動させられたのである。

　部屋の数はいくらもあって、もともと数の少ないオルバ隊だから、ひとりずつに寝床が用意されていた。建物内の移動も自由。外をタウーリア兵が見張っているとはいえ、どうも罪人扱いとはわけがちがう。

　同時期にメフィウス人の傭よう兵へいギリアムもつれてこられ、タルコットたちと同様、館のなかに押し込められた。

「でかぶつ、いったいなにがあったってんだよ」

「さあな」誰だれかに殴られたのか、ギリアムの目の周りは青かったが、彼は快活に笑った。「上う手まくいきゃ救国の英雄、下へ手たしたら断頭台いきだ」

　それから二日ほどが経たつうちに、ギリアムも事の真相を語りはじめた。

　最初、タルコットはまともに取りあわなかった。あのオルバとシークは、メフィウスの皇こう太たい子しに仕えていた近この衛え隊たいの兵士であり、今回、国を離はなれる事情のできた皇太子につき従ってこの西方へやってきていたという。

「皇太子の部下が、なんでメフィウスとも一戦交えたんだ？」

「そこだよ。皇太子ご本人は西方との戦いくさを望んでいない。だから、一度はメフィウス軍を撃げき退たいさせたんだ」

　その後、皇太子はオルバに書状を持たせてメフィウスへと向かわせた。タウーリア側は皇おう子じの素す性じようがまだあきらかでなかったこともあり、オルバが帰ってくるまでの人ひと質じちとして、隊の人間を預かることになったのだという。

「ふざけんな。なにが近衛兵だ。手前てめえの法ほ螺らにつきあわされて、こっちまで身の危険にさらされてたまるかってんだ」

　タルコットは激げつ昂こうしかかったが、そのとき冷静に口を挟はさんだのがスタンだ。

「いや、兄貴。メフィウスの仮面剣士オルバなら、おれも聞いたことがあるよ。同じ名前に、どちらも仮面をつけた剣士。まさかとは思ってたんだ」

「なんでまた、おまえは肝かん心じんなときにならないと口を開かないのかね」タルコットがあきれ返った。「おれとおまえはいつも同じ場所にいたんだから、おまえが知っていておれが知らないって法はねえ。手前てめえもいい加減な法ほ螺らにつきあうのはやめろ」

「そりゃ、兄貴がいつも女に夢中で、人の話をまともに聞かないからだろう」

「なんだと、この野郎」

　揉もめたところで、現状は変わりようがない。

　食事は毎日与えられたし、警けい護ごしている兵に注文すれば、書物や遊ゆう戯ぎ盤ばんさえあてがわれたほどだが、先ゆきがわからなければ苛いら立だちも募つのる。

　館やかたに移動させられて三日目。

　朝から街路のほうが騒さわがしかった。

　何事かと思っているうちに、館のドアが開き、フードを被かぶった男があらわれた。

　よもや処刑人がやって来たのかと、入り口近くにいたタルコットなどは飛びあがったが、

「面めん倒どうをかけたな」

　フードをはねあげて、男は自みずから顔をさらした。

　いや、この場合、顔を、というより顔につけた鉄てつ仮か面めんを、というべきか。

「隊長！」

　大勢の傭よう兵へいたちが入り口近くに殺到する。タルコットはしばし柱を抱いたままぽかんとなっていたが、

「て、手前。涼しい顔してあらわれやがって。誰だれのせいでこんなことになったと思っていやがる」

　オルバの襟えり首くびにつかみかかった。周りが止めようとするより早く、オルバは軽くいなして、玄関ホールの、水みず瓶がめなどを置いてある棚たなの上にずしりと重い皮袋を放った。

「これで許してもらえるとも思わないが。アークスから出た報ほう奨しよう金きんだ」

「報奨金？」

　これはもうタルコットの本能のようなものだろう、一いつ瞬しゆんで怒りから覚めると、さっそく中身の検分をはじめる。

「それに、いままでの給金すべても含まれている。全員均等に受け取ってくれ」

「どういうことだい？」

　金の計算に忙しいタルコットの代わりにスタンが聞く。オルバは、同じ場所に集まりかけていた隊員すべてを見まわして、

「オルバ隊は解散だ」

　と告つげた。

　そのあとで、ギリアムがしたのと同じ説明を繰くりかえした。

「アークスどのに剣を捧ささげた、その忠義に噓うそ偽いつわりはなかったが、もともとおれはギル皇こう太たい子しの近この衛え兵へいだ。今回、アークスどのからもお許しが出て、おれは皇太子とともにメフィウスへ戻ることになった」

「ギリアムにも聞かされていたが、あなたは皇太子の部下でありながら、メフィウスと戦ったといわれるのですか」

　クルンが驚きよう愕がくを面おもてに貼はりつけていた。

「覚悟は決めた上でのことだ」オルバは無感動にいった。「だが、諸君の大半は西方タウランを故郷としている。おれと同じ覚悟を強要はできず、また、皆にはメフィウスの内乱よりもタウラン復ふつ興こうのいく先のほうがよほど気にかかるであろう。したがって、ここで解散だ」

「ずいぶん急な話じゃねえか」

　タルコットは、摑つかみかかったときの勢いはどこへやら、急にしょげ返った様よう子すでいった。オルバは改めて皆を見わたすと、

「おれ本人への恨うらみや憎しみは構わない。が、おれがメフィウス皇太子の部下だったからといって、騙だまされて戦わされた、などとはどうか思わないでほしい。皆が西方のため、打倒ガルダのためにと振りあげた剣、流した血は、まさしく皆の心であり魂たましいであって、おれ本人の素す性じようとは関かかわりのないことだ。そして諸君らが西方を魔まの手から救った英雄であることも、疑いようのない事実なのだから」

　玄関ホールがしんと静まり返った。

　皆、胸を打たれて立ちすくんでいるようだったが、このとき、

「なんだか、態度も口く調ちようも変わったなあ」

　スタンが小声でこぼしたので、オルバは内心、

（おっ）

　と警けい戒かいした。

　久しぶりに皇太子の『仮面』を身につけたせいで、言葉も態度もいちいち大おお仰ぎようになってしまう。が、彼自身がいま兵たちにかけた言葉はまぎれもないオルバの本心であり、自分の都つ合ごうであれやこれやと振りまわしてきた人々へのせめての労ねぎらいでもあった。

　あとは、隊の会計係を呼んで、隊員に金の分配をはじめさせた。

　その間、オルバは一団とは離はなれた場所にギリアムを呼んだ。

「よく帰ってこれたな」

「なんとかな」

　ギリアムは、シークがアプターへ発たとうとした際、その逃走を手助けした罪で投とう獄ごくされていた。が、オルバとラバン・ドウの面会が終わったあとで、いったん自由にさせられた。さらにそののち、ラバン自みずからがギリアムのもとを訪ねて、

「隊の者にあらかじめ伝えておいてくれ」

　と、ギリアムが隊の者に話して聞かせてやったような『事情』を吹ふき込んだ。あとで余計な噂うわさが立たぬようにという配はい慮りよだろう。

「ここに閉じ込められていたんで、表通りをいく皇おう子じさまのお顔は見そびれた」

「どっちみち、こっちも馬車のなかにいたから見られなかったさ。興きよう味みでもあったのか？」

「皇子さまに、というより、その仮面の下の素す顔がおにだな」

「ほう」

「いまさら、おれの前で芝しば居いする必要もねえさ。それとも、秘密を知っている人間だからこっそり暗殺でもするかよ？」

「暗殺者の人じん選せんには骨を折りそうだな。おれも、ひとりの命を取るのと引ひき換かえに大勢の兵を失いたくはない」

　ギリアムは哄こう笑しようした。それから、太い腕をオルバの首にまわして、

「面おも白しろそうなんでもう少しはつきあってやる。ただ、ひとつだけ約束しな。もしおれが信用ならなくなったり、やはり邪じや魔まになったと感じたりで、おれを人知れず殺そうってんなら、刺し客かくを選えらぶ必要はねえ。手前てめえ本人だ。いずれは本気でやりあわなきゃならねえと思っていたしな」

　オルバは、鉄てつ仮か面めん越しにタルカス商会時代からの知りあいを眺め、

「わかった」

　と首を縦たてに振った。




　オルバも、ギル皇こう太たい子しとしてタウーリア入りした身だ。長いこと『近この衛え兵へいオルバ』の扮ふん装そうをしてもいられない。

　すぐに館やかたを出、今度はギル・メフィウスとしていくらか挨あい拶さつまわりをしたのち、夕暮れあたりになると、またオルバになって挨拶せねばならぬ人物がいた。

　ボーワン・テドスなどは、その二度とも顔をあわさねばならなかった。

　つまり、午前中は皇太子ギルとしてオルバを預かってもらったことに礼をいい、午後は、傭よう兵へいオルバとして皇子のことを黙だまっていたことを詫わびねばならなかったのである。

「老師は知っておられたのだろう。ならば、それでよい」

　ボーワンの胸中には葛かつ藤とうもあったろうが、皇子から直接言葉をかけられたあとということもあって、表向きの態度は柔らかかった。

「将しよう軍ぐんには、世話になった」

「なんの。おまえのおかげで、討とう伐ばつ軍ぐんに参加できなかったおれも多少は英雄として持ちあげられた。感かん謝しやの気持ちがあるくらいだ。……が」

「が？」

「願ねがわくば、次も味方として再会したいものだな」

「もちろん」

　オルバにも、こみあげてくる感情の熱ねつがなかったわけではない。両者、がっちりと握手をしあって別れた。

　その後、オルバが訪ねたのは、タウーリアの城じよう館かん内ないにあるラバン・ドウの私室であった。私室といっても古書に埋め尽くされていて、文字どおり足の踏み場もない。オルバも興きよう味みをそそられる本がいくらかあった。挨あい拶さつもそこそこに、オルバがそれらに目を奪うばわれがちになのに気づいたラバンが、

「あとで、ご所しよ望もうのものをいくらか進ぜましょう」

　と笑った。

　この老ろう軍ぐん師しには、ギル・メフィウスとしての『仮面』を取り戻す際に少なからぬ恩を受けている。オルバはまずそのことで礼を口にした。

　なによりラバンの気配りが利きいていたのは、ユノス川を越えてアプターへと舞まい戻ったときのことだ。

　まず、メフィウス軍の捕ほ虜りよを帰すという名目でユノス川を渡る船を出した。その捕虜たちとともに、オルバはフードつきのマントで顔を隠かくしながら同乗していたのだが、船には、それとまったく同じ装しよう束ぞくをした男がひとり乗っていた。

　ラバンが用意した、いわばこれもギル・メフィウスの『影かげ武む者しや』である。

　鉄てつ仮か面めんの剣士オルバがアプターへ向かったその直後に、当のアプターにおいてギル・メフィウスがあらわれたのでは、オルバと行動をともにしていた護ご衛えい兵へいやら、捕虜に同行させていた兵やらに、この両者はひょっとして同一人物なのではないかと勘ぐられる恐れがある。

　だから、フードで顔を隠した別人物を捕虜のなかに紛まぎれ込ませ、また兵たちに、彼だけは丁てい重ちように扱うよう指令を出すことで、この男こそがギル・メフィウスだったのではないかと兵たちにはのちのち思わせることにした。

　その別人物とは、ラバン・ドウから直接指令を受けた部下であったろう。

　ユノス川を越えて、オルバがギル・メフィウスとして名乗ったあとは、人知れず姿を隠してマントを脱ぎ、あとは何食わぬ顔をしてタウーリア兵とともに対岸に戻ったはずだ。

「わしが、幼おさな子ごのときより目をかけて育てた男です。わしの目、わしの手足となるよう、竜りゆうの調ちよう練れんにも劣らぬ時間をかけて、一人前にした集団のうちのひとり」ラバンは説明した。「勘の悪くない男なので、多少事情にも気づいたかもわかりませんが、わしの命令を絶対だと考えている男。口外することはありますまい」

「ふむ」

「もっとも」とラバンはここで老人らしからぬ光を目にたたえて、「これも書物と同様、ご所望とあらば、その者の命、殿でん下かに進ぜてもよろしゅうございます。もとより、アプターに渡した直後、皇おう子じの手にかかることも覚悟しておりましたゆえ」

「要いらないよ」

　オルバはいった。

「おれの事情を知る人間は、すでにタウーリアでは二人ふたり。老師その人と、エスメナ・バズガン姫ひめ。いずれももちろんタウーリアではこの上もない顔だ。このお二方がおられる以上、たとえどのような噂うわさがタウーリアで広まろうと、事情を知るからこそ火消しもできようし、また万が一その事情を利用してお二方がメフィウスに仇あだなさんとするならば」

「するならば？」

「火を消すには、タウーリアそのものを消すしかなくなる。いまは、非現実的な考えだな」

「なるほど」

　ラバンは茶ちや飲のみ話ばなしでもしているかのような態度で頷うなずいた。

　ひとまず老師に礼をいうことはできたので、オルバは部へ屋やを辞じそうとしたのだが、

「実は、殿でん下か。これからお話しすることは、他言無用に願ねがいたいのですが」

　いくぶん声のトーンを抑おさえて、ラバンはそんなことを切り出した。オルバは思わず微笑ほほえんだ。

「他言無用というのならお互いさまだ。いったい、なんだ」

「実は、過日、わがきみアークス・バズガンが何者かに襲おそわれ、あわやお命を落としそうになったのです」

　ラバンは、やはり飄ひよう々ひようとした態度で、しかしさすがのオルバも絶句するようなことをいう。

「殿とのは、いかにも屈強の暗殺者が相手のようなことを口にしておられましたが、身辺警けい護ごをしていた兵たちにあれこれ話を聞いたところによると、どうも相手は女。それも、同どう衾きんしたところを刺されそうになったという有あり様さまでして」

　ラバンは、どこか恥はじを忍んだ様よう子すで説明した。

　対するオルバは驚おどろきを隠かくせない。いまアークスを失うのは、オルバのみならず、西方世界そのものの痛手である。いまや西方同盟の盟主というべきアークス、声望をほしいままにする一方、身の危険が増えることもあろう。

　が、

「それが、ただ西方世界の覇は権けんを奪うばうために差し向けられた暗殺者──というわけでもないようなのです」

　ほかに誰だれがいるわけでもないのにラバンは声をひそめた。

　彼の話によると、暗殺者の刃やいばからアークスを守ったのは、護ご衛えいの兵でも、アークス自身の剛ごう剣けんでもなく、これまた正体不明の人物。

　その人物は、怪あやしげな術を用いて女を退けたあと、

（ガルダは、まだ生きている）

　という意味の言葉をアークスに伝えたという。

「ガルダ？」

　オルバは思わずその名をおうむ返しにしていた。ガルダといえば、一時、西方全域を暴ぼう虐ぎやくの嵐あらしに巻き込んだ魔ま道どう士しの名にほかならない。誰だれあろうオルバ本人が、その手で振るう剣によって命を奪うばったはずである。

　さらには、アークスを凶きよう刃じんから守ったその正体不明の人物は、自みずからを、「バルバロイの里から来た」と言葉を添そえた。

　ガルダとバルバロイ。唐とう突とつにあらわれた二つの単語が意味するものを摑つかめず、オルバが眉まゆをひそめていると、

「実は」

　とラバン・ドウは、蔵ぞう書しよのなかでも特に古い部類に入るであろう古書を持ってきた。

「ガルダを討うったあと、かの魔道士が拠点としていたゼル・イリアスの神殿跡を調ちよう査さした際、このような書物が見つかりましてな。どうやらこれは、ガルダの──この場合の『ガルダ』とは、西方連合が敵対した魔道士のほうではなく、二百年以上も前、ゼル・タウラン時代の呪じゆ術じゆつ長ちようにして竜りゆう神じん司教をつとめていた男のほうですが──その臣下が残した手記のようです」

「ほう？」

　ますますもって話が複ふく雑ざつになってきた。

「当然、ゼル・タウラン王の系けい譜ふであるバズガン家にも、その時代の書物は残っておりますが、大半は王家や司祭たちのご意向に沿うよう書かれたものに過ぎませぬ。歴史の暗部、すなわち王家にとって都つ合ごうの悪い事柄、その実態などは書かれていない。しかしこの本が特に貴重だと思われるのは、どうやら著者である男、ガルダ直属の部下でありながら、あるときからガルダに嫌われてか、政治や祭さい祀しから遠ざけられておったようで。あとでこの手記が王家の人間なりガルダなりに見つかって、燃もやされぬようにとの配はい慮りよでしょう、すべての文が暗号めいておるのです」

「ということは、より当時の人間の本音に近い部分が書いてあるということか」

「さようで。それも、当時からいまに至るまでも、謎なぞに満ちているガルダに近い人物の本音です」

　当然、ラバン・ドウは激はげしい知的好奇心に駆かられた。戦いくさで負った傷を癒いやすためにアークスからしばらくの静養を命じられていたのが幸いして、起きている時間の大半をこの書物の解析に費やすことができた。

「まだ一部分しか読み解けていませんが、その一部だけでも、わしのような西方の人間にとっては驚おどろくべきことばかり。たとえば、『竜神の爪つめ』に関しての記述なのですが。この爪、いかなるものか、殿でん下かもご存じでしょう」

「古代魔道王朝の玉ぎよく璽じ……であったか。確たしか、一対のうち片方をアークスどのが所持されている」

「そのとおりです」

　オルバが『ご存じ』もなにも、彼自身、その爪を一時所有していたことがある。もっとも、じかに目にすることはなかった。アークスが肌身離はなさず身につけている、例の軍配のなかにおさめられているのだ。

「歴史書によると、この爪は、世界を支配していた竜りゆう神じんたちのなかでも、もっとも強大な力を有していた、まさしく神がごとき存在がこの世に残したもの。それには不ふ可か思し議ぎな力があり、手に入れたものは世界を制するとまでいわれた品でしたが、この爪つめは長いこと、タウランの高地をさまよう遊牧民の一族に守られていたといいます。そしてたまたまその遊牧民と知りあったのが、当時メフィウスから西方調ちよう査さの命を受けて派は遣けんされてきたヤッシュ・バズガン。一族の長は、このヤッシュに『世界を制する王の器うつわ』を見み出いだし、竜神の爪を彼に授けた──と、ゼル・タウラン建国の歴史書には記されてあります」

　だが、ラバン・ドウが解析した手記によると、どうやらこの『竜神の爪』、呪じゆ術じゆつ長ちようのガルダ本人がかねてより所持していたものであったらしい。

「ガルダが遊牧民の一族出身であったのか、あるいは奪うばったか、そもそも『竜神の爪』をゼルド人の一族が所有していたという話がただの伝説に過ぎぬのか。ともあれ、ガルダはその片割れをヤッシュに手渡し、彼を王としてあがめる一方で、自身は西方域から立てつづけに魔ま法ほう王おう朝ちよう時代の遺い跡せきを発掘して、これの研究に心を砕くだいておった様よう子す。そしてそれに比例するかのようにガルダの魔力は高まり、ついにはヤッシュ王自身にさえ手出しができぬほど強力な存在となった、と手記にはあります」

「──」

「そして、バルバロイ」

　ラバンは、ぎょろりとした目をオルバに差し向けた。

「ガルダは、バルバロイに並々ならぬ関心を抱いていた、と著者は述べております。クルアーンの湖近辺にあるとされるこの伝説の地。いかなる根拠があってその実在を信じたかはわからねど、しかし確たしかなのは、ある時期、このバルバロイにガルダはなんらかの形での『接触』を持ったということです」

「接触、というと」

「ガルダ本人がその地をじかに訪れ、帰き還かんしてきたかのような描写があるのです。さすがにこの著者も同行はしていなかったようで、詳細はわかりかねますが。バルバロイに住まうとされる竜りゆう人じん族ぞくと対話を試みたのか、はたまた侵入したのか、あるいは交戦にまでいたったのか……。ともあれ、その時期を境に、ガルダはひとりの女性を得た、と手記はつづいています」

「女性？」

「そう。手記の著者は、おそらくこの女性、ガルダがバルバロイの里から連れ去ってきたのではないかと推測しております。『見た目はゼルド人に似ているが、青ざめて見えるその頭髪は惑わく星せい上じようのどの人種にも似ず、また、全身に解読不能の紋もん様ようが刻まれており、人間の言葉を発することはない』──と記述にはあります。ガルダが神殿の地下に築きずいていた魔道の研究施設に半ば閉じ込められているような状態で、当時はまだガルダの信頼あつく、片腕とも呼ばれる状態であった著者自身も滅めつ多たなことでは会うこともかなわなかったとか。ガルダは、この不ふ可か思し議ぎな女性をも、魔ま道どうの研究対象にしていたのではないか、と著者は語っております。そして」

　ひと息にしゃべってから、ラバンはいったん呼吸を挟はさんだ。

「そして、この女性、ガルダに近しい研究者たちからは『竜りゆうの巫み女こ』と呼ばれていたそうな」

「竜の巫女」

「そう、これもバルバロイの伝説に語られる存在です。人間の声を発せられぬ代わりに、ただひと声発すれば、思いのままに竜たちを操あやつったとされる」

　オルバにも聞き覚えがあった。確たしか、以前タウーリアの傭よう兵へいになったばかりのころに、傭兵仲間のスタンからその単語を聞かされたことがある。

　そしてもうひとつ。

　このラバンの話を聞いている途と中ちゆうから、オルバはとある知りあいの姿を脳のう裏りに思い浮かべないわけにはいかなかった。思い当たる節ふしが多い。

　心を揺ゆさぶるような動どう揺ようと驚おどろきがあるかといわれれば、むしろオルバは平静そのものであった。それは、オルバの脳裏に自然と浮かんだその女性が、いつもと変わらず、穏おだやかな笑えみを浮かべていたからでもある。

（まあ、気になったときに聞くさ）

　オルバはただ単にそう思っただけだった。

　ラバン・ドウは以前戦場で『彼女』を見たことがあるといっていた。だからこの話を『彼女』に関連づけたがっているのはまちがいなかったろうが、ラバンもそれ以上なにをいうでもない。

　オルバは、

「ガルダが生きているというのは正直信じがたい。もし魔道士が首を断たれても生きつづけることのできる、生命の法則そのものをねじ曲げるような悪魔のごとき存在でない限り。だが、実際にアークスどののお命が狙ねらわれたとあれば、ただの虚きよ言げん、放言でもあるまい。おれがいうことでもないが、身辺警けい護ごは厳げん重じゆうに」

「わかっております。万が一のため、ゼル・イリアスの神殿跡や、バルバロイの里があるとされるクルアーンの湖付近も現在探らせている最中でして」

　さすがにこの軍ぐん師し、抜かりはない。

　気にかかる点が多かったのは確かだが、オルバはいったんこの話を忘れることにした。

　いまは、目と鼻の先に彼自身の戦いくさが待っている。




　　　　３




　タウーリアでの挨あい拶さつまわりもようやく終わりかけたとき、時刻はすでに薄はく暮ぼが迫りつつあったが、

「見つけたぞ」

「やはりここにおったか」

　オルバのもとにモロドフ、ニルギフの双そう竜りゆうが、つづいてヘリオの騎き竜りゆう隊たい隊長ラスビウスが駆かけ寄ってきた。

　面前へ来るなり、青竜ニルギフはギリアムがしたように太い腕を肩にまわしてきて、

「つきあえ。嫌いやとはいわさんぞ」

　と絡からんでくる。吹ふきつけてくる息はすでに酒さけ臭くさい。

　オルバがなんともいえぬ顔になっていると、背後からラスビウスがこっそりと、

「安心しろ。われわれも、明日あしたにはアークスどとの膝ひざを交えての軍ぐん議ぎがある。おそらくメフィウス援軍のための一千の部隊を編へん成せいしようというのだろう。双竜もすでにずいぶん飲んでいるし、そう遅くまでつきあわせんさ」




　噓うそっぱちもいいところだった。

　カダインの双竜に、ヘリオのラスビウス、それにオルバと、いつしか合流してきたギリアムは、タウーリアでは比較的大きな旅籠はたごの二階に陣取り、次から次に料理や酒を運ばせた。

　折しも、タウランでは北方との貿易が再開し、しかも「西方盟主アークスさまへ」と各都市国家から食しよく糧りようや酒の贈おくり物ものが相次いでいたから、ここ最近の戦いくさつづきで倹約ムードだったタウーリアは、ぱっと華はなやいでいる。

（遅くまではならない）

　と請うけ負ったラスビウス本人は、そもそもが酒に弱い性質で、一時間足らずで退席していたし、双竜はというと、もうはなからオルバを朝まで帰すつもりがない、という感じで次から次に酒を勧めてくる。

「勝負だ」

　といわれたところで、剣や馬、知恵比べ以外にオルバは『勝負』という概がい念ねんがない。

　あまり乱れてしまうと正体を暴あばかれる恐れもあり、なんとか潰つぶれまいと気を張っていたものの、時が経たてば経つほど頭は朦もう朧ろうとし、何度振り払おうとも睡すい魔まが意い識しきの裏側にすっと忍び込んできそうになる。

「おまえがメフィウス皇こう太たい子しの遣つかいだったとはなあ」

　ニルギフはさっきから同じ話ばかり繰くりかえしている。

「あの頭脳の冴さえも、皇太子仕込みか。西方とメフィウスとでは戦の作法も方法も異なるものかもしれんな」うんうんとひとりで頷うなずいたかと思えば、「おや、杯が空からだな。どれ、もう一いつ献こん」

　なみなみと酒杯を満たしにかかる。とにかくもう、いっときでも酒が進んでいないとニルギフには我が慢まんならないらしい。

「いや、もうおれは」

「なにをいうか。さてはおまえ、まだわれわれが敵だったときのことを根に持って、心を開いておらぬのだな。なに、ちがう？　そう、武人たるもの、たとえ過去にあれこれあろうとも、ひとたび酒を酌くみ交かわせば、もう昔から背中を預けあった戦友のごとき思いがするものだ。ほれ飲め、さあ飲め、やれ飲め」

　限界などとうに越している。店に入ってどれほど経たつのか、いよいよ時間の感覚さえ遠くなりかけたころ、ついにオルバも睡すい魔まの誘ゆう惑わくに屈して、こっくりこっくりと舟を漕こぎはじめた。

　それに気づいたニルギフ、さっそく背中をどやしつけて叩たたき起こそうとしたが、ふと、その仮面に目がいった。

　周囲を見ると、奇き跡せき的てきに人の視し線せんがない。兄のモロドフもさっき席を立ったばかりだ。厨ちゆう房ぼうに直接注文をしにいったのだろう。

　一度、小さく咳せき払ばらいしてみた。

　オルバが目を覚ます気け配はいはない。

　ニルギフの喉のどがごくりと鳴った。

　ゆっくり、時間をかけて太い腕をのばしてみる。オルバの仮面に黒い影かげがかかった。それでも起きない。なお、そろそろと手をのばし、その指が鉄に触れた。

「ニルギフどの」

　後ろから声をかけられて、青せい竜りゆうのたくましい肩が跳はねあがった。見ると、ギリアムが酒さか瓶びんを手ににやついている。メフィウス人の戦士で、戦場であいまみえたことはないものの、ひと目見たときから双竜に気に入られた男だ。

「なにをなさっておいでです」

「な、なにも」

「では、改めて飲み比べといきましょう。まだまだ朝は遠い」

「望むところよ」

　このやり取りを耳にして、オルバがはっと目を覚ました。気がつけば、傍かたわらに赤竜モロドフの姿がある。

「危ういところであったな」

「なにが」

「さあて。どうだ、つきあわんか」

「いや、酒はもう」

　が、モロドフはオルバを店の外、建物の裏側へと誘さそった。

　酒から逃のがれられるならなんでもいい、とオルバも素直に従った。夜風が、火ほ照てった肌にふんわりと心地ここちいい。

　なにをするかと思えば、モロドフは下半身を露ろ出しゆつし、そのまま勢いよく放出をはじめた。

　この辺あたりはタウーリアでは一等地で、小高い位置にある。モロドフの小便がアーチを描いて、柵さくを飛び越え、眼がん下かに見みえ隠かくれする街の灯ひに消えた。

「厠かわやにいけよ。わざわざ、こんなところで」

「さっきいったら満員だったものでな」

　オルバは嘆息したが、そのうち急に尿意を催もよおして、結局、モロドフと並んで立ち小便をはじめた。

　ややあってから、

「おまえが仕えている、あのギルという男」モロドフが唐とう突とつにいった。「どのような人物だ」

「秘密の多い男だ」

「だろうなあ」

　モロドフは笑った。拍子に、まだ勢いのある小水がかかりそうになったので、オルバは横に飛とび退のいた。

　この、西方切っての猛もう将しようは、以前エイメンの神殿において、仮面を取ったオルバの素顔を目まの当たりにしている。そして今日きよう、ギル・メフィウスとしてオルバがあらわれたタウーリアの謁えつ見けんの間においても、当然モロドフは居あわせていた。

「逆に」と、今度はオルバのほうから聞いた。「赤せき竜りゆうは、あの男をどう見た」

「余裕がないわ」

「余裕？」

「表向きは、むしろ余裕のあるように見せかけている。裏を返せば、見せかけほどは心にゆとりのない証あかしよ。芝しば居いはまずまず上う手まかろうが、おれとてただ無む為いに歳月を重ねてきたわけではない。見る者が見れば、そうした心の裏側をたやすく読まれよう」

「なるほど」

　オルバはすでに膀ぼう胱こうを空からにし終えたが、モロドフはまだつづいている。

「もっと、あえて自分のほうから隙すきをつくったほうがよいな。常に気を張っていては、本人はもとより、下にいる者の心が縮ちぢむ。小隊長格と皇おう子じとではわけがちがうのだ。背負う命の数も、注目する人々の数も」

「──」

「あれは、本気かな」

　ようやく勢いがおさまって、モロドフは巨体を縦たてに揺ゆすりながら笑った。

「あれ？」

「アークスどのが、おまえに姫ひめを娶めとらせたいと申していたであろう」

「ほう、そのようなことを、アークス王が」

　オルバは、初耳だというような芝居をした。モロドフは横目でオルバを見やり、

（引っかからなかったか）

　という顔をしたが、すぐにまた笑い出し、

「おお、先ほどの話だが、なによりいい例があった。アークスどのをよく見よ。あの御ご仁じん、隙すきだらけではないか。だがあれくらいでちょうどいい。家臣も民たみも実にのびのびとしている。はじめて来た土地だが、おれはこのタウーリアに故郷の懐なつかしささえ覚えているほどだ」




　翌日、ギル・メフィウスはタウーリア宮廷に最後の挨あい拶さつをし、今度はきちんと顔をさらして、民の歓呼の声を浴びながら飛空船までの道のりを辿たどった。

　時折馬上でふらついているのは、銃じゆう撃げきを受けたという痛手が数ヶ月経たった現在も癒いえていないためであろうか、顔色も青かったため、見送る民たちに要いらぬ想像をさせていた。

「メフィウスの皇おう子じさま、卑劣な家臣に命を奪うばわれそうになるとは、なんともおいたわしい」

「それでもこうして、われらが殿との、アークスさまのためにわざわざ戻ってきてくださった。やはり、できたお方だよ」

「あっ、こっちに手を振ってくださったわ。皇子さま、ギル皇子さまあ」

　ギル・メフィウス──つまりオルバは、胸の激はげしいむかつきに耐えながら、なんとか馬を乗りこなしている。

　城門をくぐって数十歩、馬の背が上下するたびに、胃袋が嵐あらしの海のなかで激しく揺さぶられている思いがしたものの、つと彼は背後を振り返り、頭上よりはるかに高い位置を振ふり仰あおいだ。

　館やかたの窓に、エスメナ・バズガンの姿がある。

　オルバは軽く目礼し、そしてふたたび前へと向きなおった。

　無む論ろん、向かう先はメフィウス、アプター。

　そろそろナバールがソロンに着いて、皇子生存の報を伝えているころだろう。

　とあれば、

（いよいよ）

　喧けん嘩かをはじめるときだった。

　ほかならぬ、オルバ自身の喧嘩を。










　五章　花束よりも、あなたの頭上に王冠を







　　　　１




　ガーベラ王国は、季節風の最盛期を迎えていた。

　強い風に、緑みどりの草々が青い水面みなものごとくに伏しなびき、数限りない花びらが妖よう精せいの白い羽はねが散るがごとくに宙に舞まっていくさまは、古くから詩や歌の題材に選えらばれることが多い。

　しかし空が灰はい色いろに重く搔かき曇くもった日などは、風の立てる咆ほう哮こうの音色は奇妙に不吉な旋律ともなり得る。

　それは、そんな日だった。




「父上！」

　ゼノン・アウエルがドアを開あけて進み出てきたとき、国王アイン・アウエル二世は、

（面めん倒どうな奴やつが来た）

　という表情をすんでのところで隠かくしとおせなかった。

　場所は、宮廷内に設もうけられた王族専用の部へ屋や。花々の色も鮮あざやかなテラスが突き出ている。室内には、アインのほかに、ゼノンの兄でありガーベラ第一王子ラゼッタの姿もあった。

　そのラゼッタが表情を険けわしくさせて、

「何事だ、騎き士し団だん長ちようともあろう男が、足音も荒々しく」

「サラマンドのこと、聞きましたぞ。なにゆえ、あの男に使者の役目などを任せられたのです」

「ああ、うむ、そのことか」

　アインはしきりに首を上下させた。

「おまえは妹思いの兄であった。おまえにひと言でもあればよかったな。だが、おまえはマヴァントにいたのでな、急を要することだったので、自みずから志し願がんしてきたサラマンドに任せることにした」

（志願もなにも）

　今回のことは発案からなにから、サラマンドが取り仕切ったことだ。それくらいの情報はゼノンとてとうに摑つかんでいる。

　サラマンド・フォーゲルは、穴あな熊くま騎き士し団だんの副団長。戦場においては比類なき腕を発揮する男であるが、平素からその激げき情じよう的てきな性格を抑おさえられぬ男でもあって、一度などはリュカオンを慕したうあまりに王族を卑ひ下げするようなことを口にしてしまい、投とう獄ごくされた過去すらある。

　そのサラマンドが、ここのところ王女ビリーナの話題をしきりに国王に持ちかけていたらしい。

「国王、メフィウスは畏おそれ多くもガーベラ王族の命を軽んじております。ここは多少強引にでも王女をお迎えにあがるべきかと」

　ビリーナの命がいまだあるかどうか、それも実のところ怪あやしい。が、だからこそ公表を遅らせているメフィウスに直接出向いて確たしかめる、とサラマンドは言葉裏に訴えていた。

　まずいことに、このときゼノンは自分の部隊が詰めているマヴァントに出向いていたし、宮廷内には反メフィウス派の貴族、軍人が数多くいた。無む論ろん、これはサラマンドがそういう時期を選えらんだためであろう。

　大勢の家臣に詰め寄られて目を白黒させる父親の姿が目に浮かぶようだ。

　さらにサラマンドは、

「ビリーナ姫ひめはあろうことか裏切り者の汚名を着せられております。このままでは、民たみもガーベラ王族のご威光を見失い、国が荒れるやもわかりません。なにとぞ、わたくしに使者の役目を。必ずや姫をこの宮廷へとおつれいたします。その上で、メフィウスとは会かい談だんの席を設もうけ、今回のことを説明するよう、国王からお伝えいただきたい」

　騎き士し団だんの副団長という身分を考えれば、ある種、彼のほうこそ王族を軽んじていると取られてもおかしくない発言である。

　が、アイン王にしてみても、今回、メフィウスから伝わってきた噂うわさは無視できぬものであった。愛まな娘むすめのことが心配であるとか、そうした次元とはまた別に、今回のことをただの噂として捨ておけば、確かに王族の権威が損なわれるのはまちがいない。その一方、姫を強引につれ戻せば、同盟の行方ゆくえは怪しくなり、またぞろ戦端が開かれかねない。と、

「陛へい下か、その点はご安心を」

　壮年の域にある貴族が口くち添ぞえした。

「メフィウスは現在、西方となにやら揉もめておる様よう子す。それも、想定外に苦戦しておるようなのです。この上、さらにわが国と事を構えようとは思いますまい。姫を裏切り者に仕立てたのも、敗戦の将しようが苦しまぎれにいい出したことなのではないかという情報もあります。ここはあえて上うわ手てに出る策かと」

　信頼薄うすからぬ家臣たちから言い含められ、国王アインは、サラマンドの申し出を許可した。

　王自みずからが皇こう帝ていに書状を書き記し、それをサラマンドに持たせることにしたのである。

（サラマンドめ、いつの間にそんな政治力を身につけた）

　ゼノンからすれば、ただの猪いのしし武む者しやのように思っていたサラマンドが、そうして味方を増やした上で発言の機き会かいをうかがっていたことが、今回もっとも驚おどろかされたことでもある。

　だがこれはサラマンドの、というより、依然リュカオンの影えい響きよう力りよくが強い証あかしであったろう。あるいは中心人物は別のところにいて、サラマンドはその尖せん兵ぺいに選ばれたに過ぎないのかもしれない。

「そのサラマンド、自みずからの全部隊を率いているのをご存じか。使者の役目でありながら、なぜそのような数を率いる必要があるのです」

「そのことなら」

　と王が説明した。

　サラマンドは越境の許可が出るまで、ザイム砦とりでに詰めるつもりだといっていた。国境近くの兵力を強化することで多少の武威を示したほうが、メフィウスも容易ならざる事態と判断し、使者を迎え入れてくれよう、というのである。

　ゼノンは思わず声を荒らげた。

「いいや！　奴やつめは、メフィウス側の許可がおりずとも、武力で突破するつもりでいるのです」

「馬ば鹿かげたことを申すな。サラマンドが率いるような数でなにができる」

「国内には、メフィウスと戦いくさをつづけたがっている者たちがおります。潜せん在ざい的てきに同じ願がん望ぼうを抱いている者を含めれば、侮あなどれぬ数になるでしょう。国内の空気を対メフィウスへと持っていく、そのきっかけをつくりだそうという腹にちがいない」

「ゼノン、メフィウスと戦をつづけたがっているというなら、おまえもそのひとりであったはずだぞ」とラゼッタが口を出す。「この兄が何度もたしなめたのを忘れたか」

「そうでありましたが、いまはちがう」

　ゼノンは兄のほうをちらりと窺うかがった。ガーベラ国の第一王子で、現在三十三歳。髪を後ろで束ねているために広い額ひたいがことさらに強きよう調ちようされている。柔にゆう和わな面おも立だちで性格もそれに準じているが、戦のことには明るくない。

　ゼノンはもう一度父のほうを見て、

「サラマンドは、父上をたばかったのです。それが証拠に、奴めはあらかじめ船に多数の武器を積つんで、ザイムに向かわせている」

「なに？　聞いておらぬぞ、そのような話」

「多少耳をそばだてれば、自然と届いてくるような話でございます。父上がもう少し用心深ければ、寸前で喰くい止められたものを」

「口を慎つつしめ、ゼノン！」

　さすがに温厚で知られるラゼッタも大声を出した。

　しかしゼノンは喰いさがって、これがいかにガーベラにとって急を告つげる事態であるかを王に長々と説きつづけた。

「サラマンドは、いわばメフィウスに放たれる砲弾も同じこと。目的地めがけて飛んでいって、そして破裂する。着弾点から燃もえ広がる火は、風に煽あおられて、ガーベラ国内にも火の粉こを散らしましょう。サラマンドは死ぬつもりです。その死をもって、対メフィウス戦争の幕を切っておろすつもりなのです」

　王も第一王子も、さすがに気にかかってきたのか、時折不安げに視し線せんを交かわしあった。

「ど、どうせよというのだ、そなたは」

　ラゼッタが聞くと、

「討とう伐ばつの許可を」

　すかさずゼノンが答えた。

「奴やつがまだザイムに辿たどり着く前に、船で先まわりします。おそらく、ザイムはサラマンドがあらかじめ送った船の乗組員に内部から占拠されているか、あるいは協力者がすでに潜ひそんでいたか、どちらかでしょう。まずはサラマンドを捕らえるか、反抗するようならば討伐する。その上でザイムをふたたびこの手に」

　国王アイン・アウエルは表情に懊おう悩のうの色を濃こくした。

　どのような為い政せい者しやも、国の分裂を恐れぬということはない。というよりも、あらゆる為政者がもっとも警けい戒かいし、気を配らねばならぬ事態である。確たしかにゼノンのいうとおりならばサラマンドを討うってでも止めねばならないが、現段階ではまだ憶おく測そくに過ぎない。過剰に反応することで、潜せん在ざい的てきに対メフィウス戦争を願ねがっている者たちをむしろ煽あおってしまう恐れもある。

「陛へい下か」

「待て。まだなにもかもが、おまえのいうとおりだと決まったわけではない」

　父がそういえば、

「サラマンドに直接会って、まずは話ができぬものか。たとえおまえがいうような暴ぼう挙きよを企くわだてていたとしても、説得に駆かけつけてきた王族にまさか剣を向けようとはしまい」

　兄もなだめにかかる。

　二人ふたりが懐かい柔じゆうしようとするのを前にして、ゼノンは、まるで自分のほうこそ国の分ぶん裂れつを招きかねない危険人物のように思えてきた。

（ここで時間を費やしても、なんにもならぬ）

　そう判断したゼノンは、

「わかりました」

　ひとまず首肯した。

「船を出す許可をいただきたい。まずは少数でサラマンドのもとへ駆けつけます」

「おお、それならば必要以上に警戒させることもあるまい」

　ラゼッタは弟のものわかりのよさを喜んだ。が、「まずは」と口にした時点で、ゼノンは次の事態をも想定していたのである。




　宮廷から離はなれたゼノンは、それから半時間もしないうちに飛空船の発着場にいた。

　王に約束したとおり、「まずは」少数でザイムがめがけて飛ぶつもりである。

　が、このときすでにゼノンは自みずからが率いる猛もう虎こ騎き士し団だんをいくつかの船に分乗させ、各地で飛び立たせる準備をととのえていた。

　猛もう虎こ騎き士し団だんにはもともと兵員輸ゆ送そうのための船は一いつ隻せきしか用意されていない。その他の船をガーベラ各地で用意立ててくれたのが、いま、港までゼノンの見送りに来たリノア・コチュンであった。

　以前、パーティーで声を交かわしてから、急速に関係の接近した両者である。ゼノンがマヴァントにいた際も、何度かコチュン家からの使いの者を通じて手紙を交かわしている。サラマンドが行動を起こした、という報告はほかならぬリノアからもたらされたものだった。

　ゼノンはただちに友人のノウェ・サウザンテスにも連絡を取った。ノウェはすぐさま返事をよこしてきた。猛虎騎士団をザイムへ送る準備を急いだほうがいいという。こうして、ゼノンはコチュン家の助力をあおぐこととなった。

「ありがたい」

　とゼノンはリノアに礼をいった。

「吞のん気きな父や兄にはわからぬだろうが、十中八九、奴やつめは王族相手にも牙きばを剝むこうからな」

　飛空船の発着場はいずれも高い位置にあるため、風が強い。リノアは金糸銀糸で刺し繡しゆうを施ほどこしたスカーフを頭に巻きつけていた。

「お気になさらずに。実のところ……今回のこと、どうやらわたしの父も無関係ではないようなのです」

「どういうことだ？」

　リノアの父、すなわち現コチュン家当主は、歴代の当主以上に抜け目のない人物で、ガーベラ国内のみに飽あき足らず、お抱えの山やま師したちをひそかに国外へ派は遣けんしていた。そしてその報告によって、父はメフィウス南端に、いまだ手つかずの『竜りゆうの墓場』を見つけたというのだ。

「つまりは、竜の化石が眠る……竜石の鉱脈があるということか」

「父はそれを手に入れようと、いつものパーティーに見せかけながら、サラマンドをはじめとした反メフィウス派の実力者たちを集め、秘密同盟を結ばせていたようなのです」

「その動向に気づかぬとは」

「申しわけありません。サラマンドが軍資金を得るためだけに父に接近していると決めつけておりました」

「そなたのことではない。おれの落ち度だ」

　ゼノンは首を左右に振った。リノアが持ち前の嗅きゆう覚かくを発揮したからこそ、サラマンドを中心に情報を集めよう、と思えたわけで、むしろ彼女には助けられっぱなしだ。

（人それぞれの信条というものがある）

　同じ国で生まれ育ち、その国を同じく愛しながらも、行動でその気持ちをあらわそうとすればそれぞれの方法があるものだ。

（そのすべてを見わたせるほどの眼がん力りきがなければ、王などつとまらぬのではないか）

　とも思うし、

（神や悪あく魔まであるまいし、そのような人間などいるはずもない）

　とも思える。

　神ならぬ人の身、いまは自分の力でできることをするしかない。

　ゼノンが飛び立つ直前、

「サラマンドは思いつめれば危険な男です」リノアがいった。「彼が信奉するリュカオン将しよう軍ぐんにそのあたりは似ている。サウザンテス卿きようが王子におっしゃられたとおり、彼は自分の死をすでに前提として決めつけ、この計画を推進するつもりでおりましょう。ご留意のほどを」

「わかっている」

　ゼノンはリノアの手を取り、その甲に口づけして謝しや意いを示した。
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　それから船に乗り込み、じき、地上を離はなれて空の人となる。ノウェとは途と中ちゆうの補給基地で合流する予定である。

　武装こそしていないが、鎧よろい兜かぶとを着込んだ騎き士し二十名以上を空くう輸ゆできる船だ。強い季節風にも揺ゆらぐことはない。

　首都フォゾンを眼下に、船は北へと飛びつづけた。
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　ガーベラと同様、メフィウスにおいても、いよいよ内乱の気け配はいが高まりつつあった。

　まずは、タウーリアからアプターに戻ったばかりのオルバ。

　ただちに知らせが飛んできた。

　ナバールが伝令代わりにソロンへと帰き還かんしたが、グール皇こう帝ていはこれをギル皇おう子じの偽にせ者ものだと一いつ蹴しゆう、ローグやオーダイン宛あてに直接の書状が来るという。

「では、楽しみに待ちますかな」

　と将しよう軍ぐんがうそぶいたその日の昼過ぎに、帝都から正式な使者がやってきた。

　ギル・メフィウスがわざわざ「会おう」というのに、使者は立場上これを拒否。二人ふたりの将軍のみに面会し、書状を手渡した。

　中身は、おおむねオルバが予想したとおりである。

　ギルの偽者を捕らえ、帝都まで引っ立ててこい──というものだった。

　じかに目を通してから、

「どうするね、将軍」

　と聞いた。

「さて。陛へい下かがなにをおっしゃられているか、わたしなどには見当もつきませんな」

「決まっているさ」

　アプターの港から、今日きようも飛空船が飛んでいく。ここ最近、ハーマン家の便が増えている。

「やーれ、そら、やーれ」

　という船乗りの小こ唄うたまがいの声が聞こえてくるのは、このあたりの古い慣かん習しゆうで、船を空に飛ばすときの掛け声のようなものだ。もともとはユノスの船ふな漕こぎの歌らしい。

「父上は、おれに、覚悟を決めよというのだ」

　もとより、オルバは自分の出した書状のみで皇帝が聞く耳を貸すとも思っていない。これは皇帝に、というより、メフィウス全体に、自分の生存を知らせるための狼煙のろしである。

　諸しよ侯こう、諸将にも思うところはあろう。

（彼らを動かすためには）

　まず、こちらの決意と行動、そして確たしかな力を見せつける必要がある。

　オルバも、ローグ、オーダインもまた落ち着きはらって見えるが、それが実に困こん難なんな道になることは承知の上だ。

　そしてさらに数日を経へたのちのメフィウス帝朝帝都ソロン。

　その日、宮廷の大広間にはいつも以上の人出があった。

　アプターに派は遣けんした使者が、いよいよ返答を携えて帰ってきたという。

　皇こう太たい子しの偽にせ者ものが出現したという報に誰だれもが驚おどろかされ、また誰もがこれに興きよう味みを持っていた。ありていにいうなら、面おも白しろがっていた節ふしがある。戦いくさを前に緊きん迫ぱくしていたのとはまた別に、ソロン宮廷は常に重苦しい空気が立ち込めているようであったから、この、ある意味で皇族の権威を根底から揺ゆるがしにかかった事態は、人々にとっては娯楽にもなり得るものだった。

　が、紙のように白い使者の顔色を見るなり、人々は、これが娯楽でも冗じよう談だんでも済まされぬことになる、と半ば以上は確かく信しんした。

「なぜ、ギルを名乗る不届き者を連れてこなかった」

　皇帝は最初から不ふ機き嫌げんそのものだった。

　かしこまって平伏する使者の手から、家臣コーライン・イスファーンが書状を取り、それを皇帝に手渡す。

「これは？」

　聞きながらも、広げて一読する。

　そして、その場に集つどった人々は、本日、わざわざこの場に足を運んできたことを一様に後悔する羽は目めになった。

　皇帝グール・メフィウスの顔色がにわかに変わり、次の瞬しゆん間かんには書状を握りつぶしていた。

「ギル・メフィウスの署名で、わしに、西方進軍を考えなおせ、といっておる」

　その声は低く、小さなものであったにもかかわらず、広々とした謁えつ見けんの間に余すところなくひびきわたった。

　グールは握りつぶした書状を足もとに放ると、

「おまけに、ローグもオーダインもおのが名を添そえておる。見事よな、西方の魔ま術じゆつとやらも。それとも、タウーリアの甘かん言げんに乗せられ、これを機きにわしへの謀む反ほんを企くわだておったか」

　もはや広間内に、皇帝以外に声を発することのできた者など、誰もいない。

　書状を踏みつける勢いで、グール・メフィウスは玉ぎよく座ざから立ちあがった。

「フォルカーたちに、アプターを占拠した賊ぞく軍ぐんの討とう伐ばつをいいわたせ！」

　グールがそう声を発した翌々日には、帝都から軍隊が進発。

　フォルカーを指揮官とするそれは、もともとタウーリア攻略のための第二陣であったが、いまはその目的を変えて、アプター解放軍と位置づけている。

　見送る市民たちに、いつもの活気はなかった。相手が本物のギル皇おう子じなのではないかと危き惧ぐする声もあったが、原因としては、この戦いで得られるものがほとんどないということのほうが大きい。

　内乱は、国の力を減じさせるばかりだ。

　ともあれ、その数はおよそ三千。

　オルバ側のアプターに現在駐ちゆう留りゆうしている兵力が千二百ほどだから、倍以上の数だ。

　放っておけばソロンから第二、第三の増援がやってきて、いまのさらに倍近くに膨ふくれあがる可能性もあった。

　解放軍が駐ちゆう留りゆうするであろうビラクは、メフィウス一の貿易都市であり、それくらいの兵力ならば長期間まかなうことも可能だからだ。

　だから、軍容を耳にしたオルバは、

「まずは、この三千を叩たたく」

　と決めた。

　実際、ビラクへ辿たどり着いた解放軍の司令官フォルカー・バランは、ここにてアプターの出方を窺うかがうとともに、後援の到着を待つ心づもりであった。

　期間は半月ほど。

　もっと時間をかけられれば、アプターを孤立させることは容易に可能である。物資の補給ができないので、民たみや兵たちのあいだからも不満の声があがってこようし、そうなれば偽にせ者ものごときの求心力はたやすく崩ほう壊かいする。

　しかし皇こう帝ていは、アプターを解放するまでの期間をひと月と定めた。

「息子むすこの名を騙かたるような愚ぐ劣れつな輩やからを放置しては、皇族の名に泥が塗ぬられる」

　という言葉もおそらくは本音だろうが、もうひとつには、

（影えい響きようを無視はできまい、と考えられたか）

　とフォルカーはにらんでいる。

　皇太子生存の報はソロンのみならず、メフィウス各都市に風のごとき速さでいきわたっていた。

　ローグ、オーダインといった歴戦の将しようがそれに従っているという事実もあって、

（あるいは）

　という気持ちが諸しよ侯こうに芽め生ばえはじめているのも事実だ。ことに、軍人たちの動どう揺ようは大きい。皇帝グール・メフィウスはこれを「二将の謀む反ほん」だと決めつけているが、ローグやオーダインの人ひと柄がらをよく知る軍人たちは、簡かん単たんにそれを受け入れることができずにいる。

　さらに、見せしめのためにか、皇帝が二人ふたりの家族を拘こう束そくさせているという情報もあった。

　もし家族らが処刑されるようなことになり、ローグやオーダインがギル皇太子の御み輿こしを担かついで徹てつ底てい抗戦の意を示すならば、メフィウスは内乱の火を抱え込むこととなる。以前、十二将がひとりザット・クォークがメフィウス乗っ取りをたくらんだこともあったが、それはギルによって阻止されていた。皮肉にも、今度の中心人物はその『ギル・メフィウス』を名乗っている。

（確たしかに、これは時間をかけてはいられぬ）

　フォルカーには皇帝の胸に渦うず巻まいているであろう焦あせりの気持ちがわかるような思いがした。

　ここで手間取るようなことになれば、メフィウスを覆おおいつつある混乱、動揺が、内乱の火に油を注ぎかねない。

「失敗は許されぬ」

　そういう思いがあればこそ、もっと時間をかけて確かく実じつな手を選えらびたい、という願がん望ぼうもまた確たしかにあって、フォルカーはその矛む盾じゆんに苦しんだ。

　一方で、彼の指揮下にあるユライアやザースは楽らつ観かん的てきで、

「サイアン将しよう軍ぐんも、ロルゴ将軍も敬愛すべき武将の方々でありますが、しょせんは寡か兵へい」

「バラン将軍、まずは迅じん速そくにひと突きして、こちらが本気であることを見せつけるのがよろしいかと。敵はこちらが包ほう囲い網もうをかけるまでもなく、内部から瓦が解かいするのではありますまいか」

　このように意気込んでいる。




「なるほど、フォルカー・バランか」

　軍ぐん議ぎの席上、ローグ・サイアンが唸うなった。

　北のビラクに、アプター解放軍の一陣が到着した翌日のこと。

「皇おう子じは、ご面めん識しきがありますかな」

「さて。あるような、ないような」

　オルバは言葉を濁にごした。ソロンで影かげ武む者しやとして過ごした際、メフィウスの主要人物の名前はあるていど頭に入れていたつもりであっても、今回、解放軍に選ばれた三将の名前はどれも覚えがない。

「確かに、戦功だけを列挙しても、目立つところのない将であります」

　オーダインがいったが、この二将の意見は一致しており、

「油ゆ断だんのならぬ相手」

　と口を揃そろえた。

「ユライア、ザースは、十二将のなかでは新顔ですが、いずれも腕はあります。ことに、ザースは自身が大層な剣士である上、戦場での意気たるや凄すさまじく、配下の兵をも戦いくさの鬼おにに変えてしまう節ふしがございます」

「そういう相手のほうがむしろやりやすかろう」

　オルバはいつもより言葉少なであった。

　ただ、軍議もほとんど最後に近づきかけたころ、

「ローグ将軍、オーダイン将軍」

　改まって二将の名を呼んだ。「は」とかしこまる両名に、

「いうまでもないだろうが、これよりの相手は、メフィウスだ」

「は」

「剣で斬きりつけ、銃の狙ねらいを定めねばならぬ相手は、メフィウス人」

「承知しております」

「──」

（やれるのか）

　と聞こうとした。

　だが、それ以上言葉は出なかった。弱気になったのではない。二人ふたりを目前にして、いまさら覚悟を確たしかめるまでもない、と思えた。

　結局、ひとつ頷うなずいたきりで、オルバはなにもいわずに席を立った。

　その軍ぐん議ぎには近この衛え兵へいからシークも同席していたのだが、

「もっと根掘り葉掘り聞くかと思ったが」

　将しよう軍ぐんたちが立ち去ったあと、二人ふたりきりになったときにそういった。故国と戦う覚悟の話ではなく、

「いつもなら、敵の情報を集めるのに血ち眼まなこになるはずだろう」

「敵の数は現時点でも倍以上だ。こちらを潰つぶすのにあれこれと余計な策を使ったりはしないさ。こっちの手順を考えておくほうがいまは大事だ」

　オルバは地図に視し線せんを落としながら答えた。アプター周辺、そして砦とりで内ないの地図。アプターとビラクのあいだにひろがる森のなかに、ジョズという小さな砦がある。

　オルバが以前にアプターに詰めていたときは、ただ飛ひ空くう艇てい用の補給基地であったはずだ。タウーリアから奇き襲しゆうを受けたあと、必要に駆かられてその基地を拡張したものであろう。

　砦そのものは新造だが、周辺の地形はオルバの頭に入ってる。この辺あたりで木こりたちを集めて、組そ織しきだった集団をつくろうとしたことがあったからだ。そのときオルバはソロンからつれてきたカーガンという行政官に木こりたちの管理を任せた。

　このカーガン、イドロ領主ユリウスの三男でもある。現在も、イドロへの移住を促うながす父からの誘さそいを断ってアプターに留とどまりつづけており、それを聞いたオルバは先ほどこの男を呼びにいかせたばかりであった。

「なるほど、すでにきみの頭のなかには勝利への道筋ができてる、ってわけか」

「おれのことより、おまえは自分の身体からだを心配していろ。まだあちこちで歩ける容よう態だいじゃないだろう」

「心配していただいて、涙が出そうなほどうれしいよ。でも、戦いが近いというのに寝てはいられないね。前にもいったが、きみはぼくなしじゃなにもできないのだからね」

「いっていろ」

　軽口の応おう酬しゆうはいつものことだが、シークは、まだなにかいい足りなさそうな顔をしていた。

　しかし思いなおしたように口を閉じる。

　オルバの視し線せんは地図の上から動かない。それは、戦いを前にした彼のいつもの態度と同じようでありながら、シークはしかし拭ぬぐい去りがたい違和感をおぼえていた。
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　二度目の軍ぐん議ぎにおいて、オルバは自みずからの立案した作戦を述べた。

　集まったのは、ローグ、オーダイン、シーク、ゴーウェン、そして各戦士団から副官級の人物が数名。

「まず、作戦の第一段階は」

　と、オルバは机き上じように広げた地図の一点、アプターの北東ビラクの都市を指差す。

「現在ここに駐ちゆう留りゆうしているフォルカー率いる部隊を動かさねばならない」

　時間をかければかけるほど、敵兵力が膨ふくれあがるばかりなのは無む論ろん誰だれもが承知している。

　だからまずはこの部隊を動かす、とオルバは断言した。あえて敵を引き込んで、これを十分な準備をととのえて迎むかえ撃うつ算段である。

「ビラク領主フェドムどのから協力を仰あおげないでしょうか」

　発言したのはゴーウェンである。彼は、フェドム・オーリンがかつてギル皇こう太たい子しの後こう見けん人にんがごとき態度を取ってきたことを指摘して、

「あのお方ならば、わがほうに味方してくれる可能性が高い。ひそかに連絡を取って、後方から敵部隊を攻めてもらえるよう進言なさっては」

　フェドムは、オルバを影かげ武む者しやに仕立てた張本人だ。それも、ガーベラ王女との政略婚礼が近かったために、政治的混乱を招かぬよう、やむを得ずオルバを立てた──というよりも、個人的な野望がために策さく謀ぼうを巡めぐらしていた節ふしがある。

　そのオルバが生きていた、とあれば、フェドムの胸中も荒れるであろう。オルバという存在、彼にしてみれば、野望をかなえる手段にもなり得るが、計画のすべてを知られているために、少しでも脅おどしをかけられれば一も二もなく協力せざるを得ない、厄やつ介かいな相手でもある。

　ゴーウェンはそれを知っているため、言外に指摘したのだが、

「確たしかに、フェドムとはつき合いが深かった。書状ひとつでおれの生存を信じてくれるだろうし、かねてより父上の独善ぶりを憂うれえていたあの男のことだ、協力も惜しむまい。しかし、後方から攻めさせるという手は使えない」オルバは首を左右に振った。「あの貿易都市は主に十じゆう二に将しよう、もしくはその準将クラスが年単位で代わる代わる部隊をおいて、防ぼう衛えいにつとめている。フェドムは領主といっても将ではない。いざとなればビラクに駐留する全軍を指揮できる立場でもあるが、いまのフェドムが『皇おう子じにつく』と宣言したとて、フォルカー以下が従うはずもない。ということは、彼が好きに動かせる兵力など、私兵五百かそこら。それでは後方からの不意打ちも効果はあるまい」

「なるほど」

「で、あるから」

　オルバは同席したすべての人間を代わる代わる眺めて、

「まずはなにをもっても敵を動かし、そしてあらゆる手段を用いてこれを撃げき退たいする。正面から、われらの力をもって打ち破ってこそ、メフィウス全土に衝しよう撃げきを、影えい響きようを与えることができよう」

「ごもっとも。しかし、兵力の差はいかんともしがたい」オーダインが、仏ぶつ頂ちよう面づらとも取られかねないほどの真顔でいった。「殿でん下かには、なにか勝つための方策をすでにお考えになられていると拝見いたしますが、いかが」

「もちろんだ」

　オルバは、作戦の詳細を語って聞かせた。ひとつずつの手順を説明するのに相当の時間をかけた。

　人々は声もない。

　その内容に驚おどろきつつも、おおむねは受け入れる空気になった。

　が、最後の段階になって、

「で、殿下」

　ローグ、オーダイン、ともに難なん色しよくを示す事項があった。

　作戦の最終段階においては、オルバ──すなわち彼らにとってはギル・メフィウス皇こう太たい子し──もまた剣を取って戦わねばならない。それも、最さい前ぜん線せんだ。

「この段において殿下が出られるのは、あまりに危険」

「ここは、われらにお任せ願ねがえませぬか。不ふ肖しようの身とはいえ、ここを死地と定め、粉ふん骨こつ砕さい身しんの働きを見せますれば──」

「ならん」

　オルバは頑がん固こな面おも持もちで、首を横に振った。

「二人ふたりの覚悟は認めよう。だが、いざ戦いくさとなったとき、兵たちにその覚悟が維い持じできるかどうかはまた別問題だ。今回は数において不利というだけでなく、相手が同国人。剣を振りあげるとき、銃の引き金に指がかかるとき、一いつ瞬しゆんのためらい、惑まどいが生まれる。そしてその一瞬が、勝敗をわけることもあろう。そういうときに必要なのは御み旗はただ」

「…………」

「その旗が頭上に翻ひるがえっている限り、大たい儀ぎも、未来も、勝利もわが身にあると信じられればこそ、兵たちはぞんぶんに戦うことができる。自みずからの死も、相手の命を奪うばうことも恐れずに、意気高く突き進むことができる。この場合の御旗とは、すなわちおれ自身」

　オルバは、いつになく熱ねつを込めて語った。

　危険は承知の上だ。

　もとより幾いく百ひやくの弾丸と白はく刃じんの下をかいくぐって勝利をつかんできた。

　今度はただし鉄てつ仮か面めんもつけず、ただの傭よう兵へいとしてでもなく、皇こう太たい子しとして前に出る。

　ともに同じ硝しよう煙えんの臭においを嗅かいで、ともに返り血を浴びながら前進していくギル・メフィウスの姿があればこそ、

（この将しようのために）

　と兵たちは奮ふるい立つであろう。彼らにとって、皇こう太たい子しギルの姿こそが、すなわち命いのち懸がけで摑つかむ価値のある未来、そのものである。

　戦いくさとは古来、そういったものだ。

　もとをただせばただの骨肉の権力争いであろうと、ただ国益を重視した土地の奪うばいあいであろうとも、為い政せい者しやたちは兵たちに働き甲が斐いのある大たい儀ぎを、御み旗はたとして振りかざす。

　いいかえるならば、御旗という大儀、そして理想の未来に導みちびかれればこそ、死に甲斐、殺し甲斐が生まれる。

　ローグ、オーダインともに沈ちん黙もくした。

　オルバは最後に、改めて武人たちの覚悟を確かく認にんするかのようにひとりひとりの目を見つめながら、

「今回の戦は、時じ機きを見誤らぬこと。それに尽きる。そしてなにより、各おの々おのの強き意志が大切だ。一兵の犠ぎ牲せいも出さずに勝てる、そんな戦いでないことは、無む論ろん皆も承知の上だろう。フォルカーは立派な将らしいが、兵力で上まわるからには、必ずや油ゆ断だんが生じる。その隙すきを見せた瞬しゆん間かんにこそ嚙かみつけ。嚙みついて、決して放すな。味方の屍しかばねを踏み越え、なお突とつ撃げきしていく先にこそ、わられが望む、真のメフィウスがあろう──」




　今回は、シークにいわれるまでもなかった。

　なにせ、ただ一度顔を見せただけで、すぐさま西方へと飛んで、帰ってきたかと思ったら、軍ぐん議ぎに明あけ暮れている。

　作戦の概がい要ようは固まったが、それを実行させるためには細かい部分で取り決めねばならぬことが山ほどあり、オルバ自身が参加した小会議の数は、この三日で二十を超える。

　だが、

（このままでは、まずいな）

　とオルバがちらりと思ったのは、兵が少ないからでも、物資が足りないからでもない。

　朝方、兵たちに指示を飛ばしながら館やかたを歩いていた際、たまたまテレジアとすれちがったからだ。

　ギルの姿を認めて立ち止まり、一礼して見送ったガーベラの元侍じ女じよ長ちようは、しかし、すれちがう際にきらりと刃やいばにも似た鋭するどいまなざしを送ってきた。実際、胸から背中にかけて貫かれた思いのしたオルバだ。

　そこで、王女に再会して以来の自分の行動をふと振り返って、

（なるほど、まずい）

　と思うに至ったのだ。

　オルバは、意を決した。

「たまには、夕食をいっしょにどうだろう」

　小こ姓しようのディンを通じて、ビリーナ姫ひめに連絡を取ったのである。

　そして二人ふたりは、貴人専用の食堂で差し向かいに腰かけることとなった。ユノス川で取れる魚の揚げもの、鹿しか肉にく、木の実、山や羊ぎのチーズなどが食卓に並ぶなか、オルバとビリーナは黙もく々もくと食事を進めた。

　ビリーナは、終始つんとした態度である。

（自分で誘さそっておきながら）

　という思いがある。ギル・メフィウスは最初の挨あい拶さつをして以来、無言だった。

　改まって観かん察さつするに、食べ方にも品がない。それがメフィウス流かとも思うが、ビリーナとて何度かこの国の重じゆう鎮ちん貴族らと食事をする機き会かいはあった。彼らのマナーともあきらかに異なる。いわば、『皇おう子じ流りゆう』であろう。

　それもそのはずで、オルバは剣けん闘とう士し時代から、食べ方が汚い。書物を脇わきに広げて、それを読みながらでないと食事が進まなかった。そのときの癖くせで、いまも食事をするときは猫ねこ背ぜ気ぎ味みである。

　ビリーナにしてみれば、よっぽど皇子の後ろにくっついて、あれこれ食べ方を指南してやりたい気持ちにも駆かられる。

　対するオルバは、手づかみでチーズを口に入れながら、

（なにを話したものか）

　と途と方ほうに暮れている。

　およそ雑ざつ談だんというものが苦にが手てな男だ。興きよう味み、関心の大半が軍事方面に向いていて、その他のことなどなにも知らない、といっていい。加えてメフィウス皇こう太たい子しを演じているものだから、当然、普ふ段だんから剣闘士や傭よう兵へいたちと交かわすような会話などできるはずもない。

　それでもこの沈黙にはさすがに居い心地ごこちの悪さを感じて、

「姫」

　と声をかけてみる。ビリーナが顔をあげた。こちらは皇子に見せつけるように、『慎つつましく』食事をしている。

「なんでしょう」

「タウーリアに一時いらっしゃったようだが、なにか口にあう食べ物はあったか。アプターに限っては西方との商取引を再開している。気に入ったものがあれば、取り寄せてもらうが」

「さあ」とビリーナは目め線せんを落として食事を続行する。「用事が用事でしたもので、タウーリアのお館やかたで食事をいただくことはございませんでした。ああ、ただ、村の方々にお世話になっていたとき、ミドリウサギの肉を焼いたものをいただいたことがあります。あれは、見かけによらず、おいしゅうございました」

「ああ、おれも食したことがある。大して距きよ離りを隔てていないのに、ミドリウサギはアプターでは稀まれな生き物らしい。あとで取り寄せてもらおう」

　ビリーナがあきれ返ったことに、オルバは、この会話で満足してしまった。ひとまず声を交かわして食事をした、という事実があるだけで、収しゆう穫かくを得た気分になったのだ。

（妙な方だ）

　心しん底そこから王女はそう思う。

　自分とて、同年代の異性との会話に慣なれているとはいいがたいが、皇おう子じはそれ以上だ。さすがに駆かけ引ひきをしている場合ではない、と感じたビリーナは、

「皇子」

　食事も終わりかけたころ、不意打ち同然にしかけた。

「な、なんだろう」

　ノルマを果たしたつもりになって、すっかり安あん堵どしていたオルバは、王女の目もく論ろ見みどおりに虚きよを衝つかれて、あわやナイフを取り落としそうになった。

　ビリーナは、じっと半はん眼がんに近いまなざしで皇子を観かん察さつしながら、

「来月、わたしは十五になります」

　といった。

「メフィウスではじめて迎える誕たん生じよう日び。なにか、贈おくり物ものをいただけると期待しております」

「そ、そうか」オルバはわれを取り戻して、「なにか欲しいものがあるのか。王女らしく、飛ひ空くう艇ていが欲しいとか、それともまさか大型の船とか？　服とか装飾品の類たぐいならば……困ったことに、おれではわからない。シークのほうがそうしたことには詳しかろう。彼をつけるから、なんでも欲しいと思うものをいってもらえれば……」

「ものではございません」

　姫ひめはオルバの言葉をきっぱりと遮さえぎった。そして、

「でき得るなら、来月、わたしはガーベラに戻りたく思います」

　あたかも別べつ離りの宣言をするようにいった。

「姫」

「もちろん、一時的なものです。そして、そのときにはぜひ皇子にもご同行願ねがいたい」

「おれにも？」

「そう。そこで、わたしのお爺じいさまと会っていただきたい。あなたのような方は、一度、お爺さまにお叱しかりを受けるのがよろしいかと」

　オルバには返す言葉もない。最後まで、つんとした態度でビリーナは食事を終えた。

　しかし、席を立つ間ま際ぎわに、

「こたびの戦いくさ」と声をひそめて、「……わたしは、もうなにも申しません。わたしが自分のわがままでなにかやっても、またほかの方々にご迷めい惑わくをかけるだけでしょう。だから、皇子はご自分が思われるがままに戦っていただきたいのです。このように、お食事に招いていただけるお心こころ遣づかいはうれしく思いますが、わたしのこととて、忘れてもらってもかまいません」

「──」

「ただ、勝利を」

「勝利を？」

「皇おう子じのことですから、額がく面めんどおりに受け取ってしまう可能性がありますから最初にいっておきますが、ガーベラにともに来ていただきたい、などというのはただの冗じよう談だん。わたくしの本当の願ねがいは、皇子の勝利。皇子が勝利してこそ、わが故国ガーベラとの友好と平和もつづきましょう」

「わかった」

「簡かん単たんにおっしゃる。こういうことに関しては、即座に答えていただけるのですね」ビリーナは、つい笑ってしまった。「いいでしょう、わたくしも、お手並み拝見といきます。先ほど申しましたとおり、わたしは余計なこと、皇子のご意向を無視するようなことはいっさいしません。ただ、見守りたく思います」

　実のところ、ビリーナのこの約束は遠くない将来に破られる運命にある。が、未来のことはともあれ、このときのビリーナは本気で、ただ皇子の戦いを見守るつもりでいた。

　楽らつ観かん視しはしていない。

　戦いくさについて知っていることなどは数少ないが、今回の戦い、いままで皇子が経けい験けんしてきた以上に苛か烈れつなものになるであろうことくらいは想像がつく。

　加えて、

（骨肉の戦い）

　である。

　皇子が戦わねばならぬ相手は実の父親。

　兵士たちも、かつては同胞として戦場に立った味方たちに銃や剣を向けねばならない。

　王族としての意義や責務を常に自みずからへ問いかけてきたビリーナだ。国を割って、血族同士が刃やいばを交えるこの事態が、心に楽しかろうはずもない。

　ソロンから討とう伐ばつ軍ぐんが発たった、と聞かされて以降、

（戦う以外に、なにか別の方法はないのか）

　と頭を悩ませるあまりに、まんじりともせずに一夜を明かしたこととて何度かあった。

　その都つ度ど、

（皇子はすでに決意されている）

　カーテンの隙すき間まから射さし込む朝あさ陽ひを浴びながら、ビリーナは同じ結けつ論ろんに達していた。

　ギル・メフィウスは大おお噓うそつきの卑劣漢ではあっても、決して考えなしの愚おろか者ものではない。

　他人の気持ちを思いやれぬ点はあるものの、民たみ草くさや、虐しいたげられる立場の奴ど隷れいたちに対しては驚おどろくほど心こころ遣づかいを見せる男でもある。

　そんな皇おう子じが、戦うことを決めている。

（ということは、避けられぬのだ、今度の戦いくさは）

　そしてギル・メフィウスが戦うと決めた以上は、

（勝しよう機きがある）

　はずだ。

　ビリーナ・アウエルにはおかしくてならない。

　幾いく度どとなく裏切られてきた身だというのに、ある種の信頼を皇子に抱いている自分自身が。

　一方のオルバには、もちろんそうした王女の機微はわからない。

　ただ、彼も勘の鈍にぶい男ではなかった。

　王女のことだから、口にしたいことのひとつや二つどころか、五十や百はあるのだろう、とはわかる。作戦にしても、皇子が今後どう身を振るつもりか、すなわち自分やガーベラとの関係をどうするつもりなのかについても。

　しかし、ビリーナはあえて唇を閉ざした。

　それは、

「同じ国の人間を討うてるのか」

　と、あえてはローグたちに追及しようとしなかった自分自身と重なる部分もある。

　だから、オルバも自分から言葉を並べて説明するのはやめた。

　覚悟なら、この王女が小さな胸に抱いているものも、ローグやオーダインたちが抱いているものも同等のものだろう。

　食事が終わると、二人ふたり同時に食堂を出る足取りとなった。

　出入り口に、それぞれの従者が待っている。ディンが待ちかねたように、ひと足早くオルバに近づくと、ナプキンをそっと差し出した。それで、口の周りにソースがべったりくっついていることを知って、オルバは仏ぶつ頂ちよう面づらになりながらそれを拭ふいた。

（王女め、教えてもくれなかったな）

　じろりとビリーナのほうを見やる。

　と、彼女を待っていたのはテレジアひとりきりではなかった。隣となりに、若い女性の姿がある。

「そちらは？」

　なんの気もなしにオルバが問うと、ビリーナは、

「わたくしのところで新しく働いていただくことになった方です」

「ライラと申します」

　その女性が頭をさげる。皇太子と直接顔をあわせることになって緊きん張ちようしているのか、顔色がよくない。

「ライラ？」

　おうむ返しにしたオルバの脳のう裏りに、なにかが引っかかるような感覚がある。聞いたような名だ。それに、女性の顔にも見覚えがあった。

　と、ビリーナのほうが何事か思い出したように手を打った。

「そうそう。皇おう子じ、いつか、彼女をオルバと引きあわせてあげてください。父親をオルバに助けられ、礼を述べたいとかねてからいっておりました」

「あ、ああ」

　そこでようやくオルバも思い出した。この女性とは、ビリーナを助けるために飛び込んだタウーリアの村で会っている。確たしか、腹部を刺された父親にすがりついていた。

「オルバから聞いている。父上はご無事か」

「お、お心こころ遣づかい、感かん謝しやいたします。姫ひめや殿でん下かのおかげで、なんとか命を永ながらえさせていただきました」

　ライラは頭をさげたきりだ。

　と、王女が小首を傾かしげて、

「オルバに救われたといえば、わたしも同じこと。礼をいおうとアプター内を見まわりもしましたが、あれ以来、とんとお姿を見かけません。いま、どこにいらっしゃるのです？」

「見えないところで働かせている」

　オルバは不ふ機き嫌げんな顔でいった。

　食事の席を設もうけたことでひとまず難なん所しよを突破した思いがしたのに、またやらねばならぬことが増えたからだ。

　その後、ビリーナ、テレジア、ライラはともに眼前から去っていった。

（ライラ──ライラか）

　女性のことを思い出しはしたものの、『ライラ』という名前はまた別の時間、別の場所で聞いたような覚えがある。二つの記き憶おくが一致しない。

「殿でん下か？　どうなさいましたか」

「いや」

「お考えごとですか。またなにか、突とつ拍ぴよう子しもないことをいい出すのではないでしょうね」

　ディンは恨うらみっぽくいった。この少年、オルバの命令どおりにとある場所へ赴おもむいて、昨日きのう、アプターへ帰ってきたばかりだ。

「わかっているな。さすがディンだ」

「な、なんです？」

「安心しろ。おまえをどこかへ遣つかわそうというのではない。おれ自身、今宵こよい、これから向かうところがある。すぐに準備をしてほしい」

　オルバは謎なぞめいた笑えみを浮かべていた。

　まるで近所に馬の遠乗りにでも出かけるような口ぶり、態度だったが、『それ』こそ、オルバが打った、対フォルカー軍のための第一手であった。










　六章　前哨戦
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　ジョズ砦とりで。

　アプターとビラク間にある、飛空船中ちゆう継けい基地を兼ねた小規模の砦である。

　常じよう駐ちゆうしている兵は三百。都市部から派は遣けんされてきた正規の兵が百、地元住民から募つのった予備兵が二百といった陣容だ。

　建造されて間もない砦だった。

　以前、アプターがタウーリアから奇き襲しゆうを受けた際、国境守備の砦としてはアプターが他ほかの拠点からやや距きよ離りのありすぎることなどが指摘された。

　そこで、ビラクとのあいだにあった飛空船の中継基地を拡張するのと同時に、兵員を常駐できる建物群をつくりあげた。その建造の指揮を執とったのが、アプター行政官のカーガンなる人物である。

　普ふ段だんは騒そう乱らんのひとつもなく、森が近いので、兵たちが狩りに出かけていっては銃声が時折聞こえる、といった具合の場所だが、ここ数日は例にない緊きん張ちよう感かんに包まれている。

　アプターの動向が怪あやしいためだ。

　まず、アプターから多くの兵員がここジョズ砦とりでを経由して、ビラクやソロンへと移動していった。

　解散させられたオーダインの傭よう兵へい隊たいやら、アプター常じよう駐ちゆうの兵たちであり、さらに翌日には、十じゆう二に将しよう軍ぐんがひとりナバールと彼率いる蒼そう穹きゆう団だんがジョズ砦を通った。

　聞いたところ、

「皇こう太たい子しさまがお戻りになった」

　という。

　ジョズ砦を任されているウォルト大隊長にも、にわかに信じられる話ではない。

　どうにもきな臭くさい。このまま何事もなく無事では済まぬだろう、という予感もあった。

「船を出してくれ」

　ナバールはジョズ砦に立ち寄った際、ソロンへ帰るための速い足を欲したが、

「それは、わたしのほうではどうにもしがたい」

　ウォルトはかたくなに断った。相手をなりあがりの将軍、と見下したわけではない。それをいうならウォルトの出しゆつ自じは剣けん闘とう士しである。ただ単に、彼は職しよく務むに忠実な男だった。

「この砦は、アプター、ビラク、どちらかに一いつ朝ちようことあらば、兵を送るか、あるいは逃げてきた兵を受け入れねばならない。兵たちをまとめて別の都市へ移送することもあるかも知れず、いずれにしても船は緊急時のためのものだ」

「十二将の命令に歯向かうのか」

「わたしはあなたの配下ではない。船が欲しければ、ビラクまで足を伸ばされよ。領主フェドムさまに直じき訴そされるとよかろう」

　ナバールは顔を真まっ赤かにして、何事かわめき散らしながらビラクへ向かっていった。

「タウーリアにしてやられた、ってのは本当ですかね」

　ウォルトの部下が、列をつくって馬を飛ばすナバールの隊を砦の窓から見おろしながら聞いた。

「おそらくな。しかし、ギル・メフィウスさまがご帰き還かん、というのはどうにも信じがたい」

「サイアン将軍らが裏切りを企くわだてたという噂うわさもあります。ビラクからこの砦に先せん遣けん隊たいが寄よ越こされるのではないか、とも」

「裏切り」ウォルトは丸々とした顔を撫なでた。「お二人ふたりの人ひと柄がらからすると、皇おう子じの帰還以上に考えられんことだ。おまけにアプターに現在いる兵は、どう見み繕つくろっても二千にはならん。果たしてそれで何ができるものか──。ともかく全船を第一級の警けい戒かい待たい機き状態にしておけ。アプター方面への警戒も抜かるなよ」

「は」

　ウォルトは三十代後半。顔も身体からだも丸々としていて、甲かつ冑ちゆうを着込むと、できの悪い子供向けの人形みたいに見えるのだが、それで兵から軽んじられているかというと、人望はむしろ厚い。

　腕も立つ。なにしろ、十年前におこなわれたソロンの剣けん闘とう大会、その優ゆう勝しよう者しやである。正規兵として取り立てられ、対ガーベラ戦争でもいくらかの戦場をまわった。が、ある戦いのとき、顔に銃じゆう撃げきを受けた。ウォルトは昏こん倒とうしたが、銃弾は奇き跡せき的てきに右の頰ほおから左へと抜けていた。その後、意い識しきを取り戻したウォルトは山道にひそんで敵の追撃をかわさねばならず、まともな治ち療りようが受けられたのは十日後にソロンへ帰き還かんしたあとである。

　結果、右と左の頰が常に腫ふくれあがっているような状態になり、見た目がなんともユーモラスになってしまった。もとは美男子、とはいわないまでも武人としてそこそこ迫力のあるご面めん相そうをしていただけに、本人も強く嘆いてか、療養中に大食いをし、体格まで丸々としてきた。

　ところがそうなると、かえって周囲の受けがよくなってきた。見た目に性格が釣られるということもあるのだろう、武人の荒々しさがいい意味で鳴りをひそめたためか、妙に人が集まるようになって、いままでさほど相手にしてくれなかった貴族たちも、舞ぶ踏とう会かいやら食事会などに彼を呼びたがるようになった。

　戦場に復帰してのちも、ウォルトの異相は敵味方ともに評判を呼んだ。兵に慕したわれ、将から愛された彼は戦果をいくらかあげて、三ヶ月ほど前に、この新造ジョズ砦を任されることとなった。

　近きん隣りんの村や市場はアプターの支配下であるために、彼には領主としての権限も収益もなかったが、剣闘士あがりとしてはまずまずの出世頭である。

　砦とりででも、兵からの人気が高い。

　ウォルトの命令は速すみやかに、そして確かく実じつに実行に移された。

　そしてナバールがジョズ砦を通過した、その約十日後。

　ソロンからビラクに大部隊が派は遣けんされてきたという報告があり、いよいよ緊きん張ちようの度合いも増していた。

　そんな折、アプター方面に網あみを張っていた飛ひ空くう艇ていが大急ぎで戻ってきた。知らせを受けて、ウォルトは細い目をかっと見開いた。

　集まってきた兵たちにも動どう揺ようが色いろ濃こい。

「い、いかがなさいますか、大隊長」

「無視するわけにも、追い返すわけにもいかんだろう」

　ウォルトはしばし考えたのち、

「お通しするがいい。用件はどうあれ、お顔を拝見させていただく機き会かいに恵まれたことを感かん謝しやするとしよう」




　ウォルトは、じかにメフィウス皇こう太たい子しと会ったことはない。

　ソロンで遠とお目めにしたことくらいはあった。

　偽にせ者ものにしても、よく似ている。見た目ばかりでなく、わずか少数の供とものみをつれて、いきなりジョズ砦とりでを訪れた豪ごう胆たんさ、そして堂々とした立たち居い振ふる舞まいは、何者かが真ま似ねをしようとしても一いつ朝ちよう一いつ夕せきで身につくものではないとも思える。

　ギル・メフィウス。

　彼は前触れもなく、突然ジョズ砦の門もん扉びを叩たたいていた。

「お初にお目にかかります。このような僻へき地ちで、皇こう太たい子しさまのお顔を拝し奉たてまつることかないまして、恐きよう悦えつ至し極ごく」

「ああ、しかしなにもない場所だな、ここは」

　ギルはウォルトの対面で、足を組んでふてぶてしい表情をしていた。

　砦の上層部からは、辺あたりの森を見わたせる。夜ともなると、四辺は闇やみ一色に塗ぬりつぶされよう。新造の砦のこと、商売人が集まるわけでも、それを目当てに娼しよう婦ふたちが押しかけてくるわけでもなかったから、娯楽のひとつもない。ここに駐ちゆう留りゆうする兵たちには相当の忍耐力が必要になりそうだった。

　ギルがそれを指摘すると、

「兵たちには、十日に一度、交代制で休みを与えております。大半はビラクへ足をのばし、そこで思い思いに過ごすようです。ビラクは貿易都市でメフィウス各地から人が集まっておりますので、たまに身み銭ぜにを切って芸人一座などをここへ呼ぶこともありますが」

　ウォルトは律りち儀ぎに答えた。答えながら、

（なにもない、といいながら、こんな場所にどのような用件で来たのだ）

　と疑問を抱いている。

　供の者は、わずか十五名ほど。いずれも屈強な体格をしていることから、噂うわさの剣けん奴ど隷れいから取り立てたという近この衛え兵へいたちだろうが、ほとんど武装はしておらず、まさかこの少数のみで砦の乗っ取りを企たくらんでいるわけでもあるまい。

（ふむう）

　ウォルコットは涼しげな顔を維い持じしながらも、内心では激はげしい葛かつ藤とうに苛さいなまれていた。

　目の前のこの男、あるいはこれからメフィウスを内乱でまっぷたつに割りかねない存在。

（この場で捕まえ、ソロンに送りつけるべきか。いや、まずはビラクへ伝令を。そこからソロンへご連絡いただき、陛へい下かからの命を待つべきか）

　ウォルトのもとにはまだ、ビラクからの正式な発令が届いていない。本来ならばビラクにフォルカー・バラン率いる部隊が到着した際に、領主フェドムからウォルトへなにがしかの命令が届いていてしかるべきだったが、いまのところ使者は訪れていなかった。

　そんなウォルトの葛藤をよそに、

「新しくできた砦を、この目で見ておこうと思ってな。それに兵たちの顔も、じかに見ておいたほうがいい。アプターにほど近いので、こちらからあれこれと指示を飛ばさねばならないことも多いだろう。そのとき、兵がおれの顔を知っている、そしておれが兵の顔を知っている、というのは強みになるよ」

「は」

　ギル・メフィウスはかしこまったウォルトのほうをちらりと見やった。そして、目の前に飛び込んできた虫を片手で追い払いながら、

「しばらくは、ここに滞在したいと思っている」

　実に驚おどろくべきことをさらりといってのけた。さしものウォルトも感情を抑おさえきれず、はっと顔をあげる。

「た、滞在？」

「なにか不ふ都つ合ごうがあるか」

「いえ……しかし」

「実をいうとな」ギルは、いかにも内ない緒しよ話ばなしをするみたいに手を口の脇わきに寄せて、「ガーベラの姫ひめ君ぎみが西方とのあいだに立って、メフィウス侵攻を邪じや魔ましているという話は耳にしているだろう」

「噂うわさていどではありますが」

　ウォルトも声をひそめ、慎しん重ちように言葉を選えらぶ。

「あれの扱いに、ややてこずっている。いわれるがまま陛へい下かに差し出すのは婚約者としては恥はじ以外のなにものでもなく、さりとて面と向かって歯向かえば、父上のこと、おれにもどのような沙さ汰たが下るかわからん」

（なんだ）

　ウォルトはあきれるとともに、眼前の男に怒りを抱いた。たかだか己おのれの面子めんつのために、この男は国を割ろうとしているというのか。だが、それと同時に、ガーベラ国王女の件が出てきたことで、ますます皇こう太たい子しかどうかの見み極きわめが難むずかしくなった。

（わからん。偽にせ者ものだというなら、なぜメフィウス十じゆう二に将しようのうち二人ふたりもが彼に従い、婚約者の姫までもおそばにおいておられるのだろう。それとも、メフィウスに逆らおうとして姫自身が立てた計画か。いやまさか十四、五の娘がそのような）

「大隊長どの」

　混乱がいや増すところへ、配下の者が声をかけてきた。いったん皇子から離はなれて、その者の報告を耳にする。

「なに。オーリン公が」

「はっ、いますぐビラクへ来られよとのことで。アプターのことで話がある、と」

（やっと来たか）

　タイミングとしては遅すぎた感があるが、かろうじて間にあった、とも思える。

　ウォルトはしばし考えを巡めぐらせていたが、

「よし、おれはこれよりすぐにビラクへいく。いち早く伝令を飛ばさねばならぬかもしれぬゆえ、街道に飛ひ空くう艇ていを待たい機きさせておけ」

「は。──殿でん下かは？」

「ここへ来たがむしろ好こう都つ合ごう。滞在したいと申すのなら、好きにさせよ。ただし帰すわけにはいかぬ。おまえらでできる限り足止めするのだ。心変わりさせぬよう、手を尽くしてな」

　もしフェドムが──というより、フェドムに連絡を取ったであろう皇こう帝てい陛へい下かが──、ここにいる男を偽にせ者ものだと断定しているなら、そのまま捕ほ縛ばくしてビラクへつれていけば、任務は終わる。いたずらに国を割るような真ま似ねも未然に防げる。

「手を尽くせといわれても、この、森しかないような場所では」

　ウォルトとつきあいの長い兵が当とう惑わくの顔になる。ウォルトは左右に膨ふくれあがった顔に、愛あい嬌きようのある笑えみを浮かべて、

「ジョズ砦とりでにおれが着任して以来の一大任務だぞ。死ぬ気でやれ。いざとなれば、おれが目をかけている女の数人も差し出せ」

　などと冗じよう談だんをいう。実際には、ウォルトは妾めかけなど誰だれもつれてきていないのだが、部下の兵もにやっとした笑みを返した。




「もう発たつのか。さっき知らせが来たと思ったら、忙しいことだな」

　すぐさま支し度たくをはじめねばならないというウォルトに、ギル・メフィウスは疑う様よう子すもなく、そう声をかけた。

「申しわけございません。ここには皇太子殿下の無ぶ聊りようをお慰なぐさめするようなものなどなにもありませんが、どうか心ゆくまでごゆるりとなさってくださいませ。配下の者にはいいつけてありますゆえ、なにかご希望のものなどございましたら、遠えん慮りよなく申しつけてください」

「そうか。まあ、好きにするさ」ギルはのほほんとしたものだ。「それで、それほど急がねばならない用事とはなんなのだ？」

「さあ、わたくしはなにも。オーリン公は、いつも唐とう突とつなのでございます。時折、ご家族を連れて、この森での散策をされるのがお好きなようなので、またそのことではないかと」

「ふうん。それほど風流な場所なら、おれも出歩いてみるか」

「おお。ぜひに」

　ウォルトはすぐさまジョズ砦を出発した。

　ほどなくして、アプターから次々と荷車がやってきた。積せき載さいしてあるのは服や食しよく糧りよう、また酒の数々──といった、ギルの私物である。ジョズ砦で寝泊りするためのものだろう。皇おう子じが到着してすぐに荷物が運び込まれたということは、ウォルトや砦側の意向などは、はなから無視するつもりであったらしい。

　あまりにこの荷車がひっきりなしにやって来るものだから、いちいち確かく認にんするための伺いを立てていると皇おう子じが不ふ機き嫌げんになりかねなかったので、門前にギルの配下を呼んで、物資や人の確かく認にんを任せるようになった。

　またそのつど門を開あけ閉しめするのは大変な手間になる。仕方なく、開けっ放しにした。もちろん番兵たちが門の周囲を固めてはいたが、彼らは、次から次に運ばれてくる物資や人をあきれ気ぎ味みに見送るだけである。




　　　　２




　一夜明あけた翌日、ギルは一日ジョズ砦とりでを見まわって過ごした。

　そんななかにも物資は続々到着してくる。昼日中から、届いたばかりの酒さか樽だるを開けては部下たちとともに乾杯する有あり様さまを見て、

「あのお方、本当に皇こう太たい子しさまであろうか」

　ウォルトの配下たちがひそひそ声を交かわした。

「あのような態度で、皇子さまであるはずがない」

「いや、偽にせ者ものであるなら、かえって本物の皇子さまらしく振ふる舞まおうとして、あんな無防備な姿など決して見せないようにするはずではないか」

「なにせ、ギル皇太子は、ほれ、『うつけ』で知られていた……」

「しっ、万が一本物で、耳に入ったら、ことだぞ」

　ギルはおおむねその日を楽しんで過ごしたかのように見えた。

　が、夕暮れになって唐とう突とつに、

「退屈だな」

　と聞こえよがしにこぼした。

　さっそく飽あきはじめたと知って、ウォルトの部下たちはにわかに焦あせりはじめた。

　方々駆かけまわっては、砦近きん隣りんの村々に召集をかけて、若くて見み栄ばえのいい女性やら、なにか一芸を持っている村人たちなどを搔かき集めた。

　その夜は、皇子を迎えて小しよう宴えんなどを開いた。

　それでなんとか一日滞在を遅らせることができたが、さて、これからの日程をどう消化させるべきか、と砦側の人間が頭を悩ませていたとき、

「砦を守る諸君らの実力を、ぜひ見せていただきたい」

　とギルはこれも唐突にいいはじめた。

　二日目の昼過ぎのことである。

「おれのつれてきた供ともは、近この衛え隊たいのなかから使い手を選えりすぐっている。どうだ？　彼らと腕比べをしてみては」

　近衛兵と剣けん闘とうをやれというのである。さすがに兵たちは面食らったが、

「武器を持って撃うちあえ、とはいわん。諸君らも自分は剣けん闘とう士しなどではないという思いもあろう。素す手ででの取っ組みあいならばどうだ」

「それは、酷こくというものですぜ、殿でん下か」

　笑い声をあげたのは、巨漢の剣士ギリアムだ。彼はアプターにおいて正式に近この衛え兵へいとなっている。

「おれたちゃ、いまでこそ近衛兵なんて呼ばれてるが、もとは剣闘士。おれたちが彼らに負ける道理はないし、また彼らも、元奴ど隷れいに負けたとあっては恥はじを搔かくだけ。まったく得のない戦いに誰だれが挑いどんできましょう」

　近衛兵たちは声を揃そろえて笑った。

　ジョズ砦とりでの兵たちは、ほとんどがウォルトに従って戦場を駆かけまわってきた経けい験けんのある者たちばかりだ。彼らの目に敵てき愾がい心しんの光が浮きあがっていくのがひと目でわかった。また、ウォルト大隊長から、なんとしてでも皇こう太たい子しを足止めせよと厳げん命めいされてもいる。

　皇子の吹ふっかけてきたこの勝負を、彼らは吞のんだ。

　兵舎と厩うまやのあいだにある円形の広場を利用して、元剣闘士とジョズ砦の兵たちによる取っ組みあいがはじまったのが、昼をやや過ぎた頃ころ合あい。

　それから夜の入りまで、勝負は立てつづけにおこなわれた。

　最初のうちこそ、様よう子す見みの感が強かった兵たちであるが、数人があっという間に元剣闘士の手で地面に組み伏せられると、腕に覚えのある者たちがわれもわれもと押しかけてきた。

　砦では一いち目もくおかれていた歩兵頭までギリアムの手にかかっては赤あか子ご同然だった。

　砦側の兵が負けるたびに、中隊長格の男が、「だれそれを呼んで来い」などと怒ど鳴なって、しまいには、多少腕のある者ならば見張りの兵まで動員させられた。

　元剣闘士たちは勝ちを重ねたが、さすがに兵たちに比べると数が少なく、連戦せざるを得ないので、じょじょに疲れが見えはじめた。そうすると黒星を喫きつする者も多くなり、砦仕えの兵たちをよりいっそう盛りあがらせる。

「やるな」

　皇おう子じが手を叩たたいて喜んだ。

「ただ、こちらはやはり数が少ない。負け惜しみをいうのではないが、ここはお互いにいちばんの剛ごうの者を出し、最強決定戦をやるのがいちばん公平だ」

　などといい、今度はジョズ砦の兵たちのみで誰がいちばん強いか競きそわせることにした。

「うちからはパーシルを出そう。おい、誰かアプターまでひとっ走りいって、あいつを呼びにいってこい」

　剣闘大会の準じゆん優ゆう勝しよう者しやが来るとあって、闘技大会はなお熱ねつを帯びた。

　夕刻になって、ジョズ砦の門前に新たな訪問者の一団が到着した。数が多いのと、もうひとつの理由によって番兵もいっとき警けい戒かいしたが、一団すべてが女性であり、また来訪が皇子の要よう請せいによるものだと知って、すぐになかへと通した。

　兵が警けい戒かいした理由とは、彼女たちが全員、ゼルド人の集団であったことだ。

　また、人間以外に、酒さか樽だるや、カーテンをかけた檻おりなども同時に運ばれている。これらは数頭の中型竜りゆうホーバンに牽けん引いんされていたのだが、驚おどろくべきことに、ホーバンを先せん導どうしているのも女性である。

　戦いに疲れ果てて、へとへとになっている兵たちのもとに、この一団が入った。

　いずれもうら若き美女たちである。汗あせ臭くさく、男の体たい臭しゆうにまみれたようだった砦とりで内の空気が一掃されて、代わりに清涼な風と、華はなやかな笑い声とを呼び込んだ。

「ゼルドの踊り子集団だ」

　ギルが声をあげて彼女らを歓迎した。

　浅黒い肌の女たちが皇おう子じに促うながされて、砦のあちこちで笛を吹ふきながら、舞まい、踊りはじめる。しなやかな肢し体たいをなまめかしく、また誇らしげにくねらせる姿に、兵たちの目が釘くぎづけとなった。

「おれからの、皆へのせめてもの労ねぎらいだ。ゼルド人女性も、こうして見ると悪くなかろう。さあ、飲め、歌え。踊り子たちは、勇者たちのために舞い、踊るのだ」

　メフィウス人たちの大半がはじめて目まの当あたりにする西方の舞ぶ踊よう、そしてはじめて耳にする笛の情感あるひびきは、疲れた心身に染しみ入るようだった。当然、ギルが用意させた酒も同様である。

　闘とう技ぎ大会から一転、宴えん席せきは大いに盛りあがった。

　なかには、踊り子と勘違いしてゼルド人の竜りゆう丁ていを口く説どこうとして足を蹴けられた一幕もあったが、皆、大いに飲み、歌って、兵たちも革かわ鎧よろいを脱ぎ捨てると、即そつ興きようで踊りの輪わに加わった。

　なにより皇おう子じ自身がはしゃいで、酒を兵士にかけたり、踊り子と肩を組んで歌いあったりしている。皇子を引き止めねばならない兵たちにしてみれば、こうして騒さわいでるのも任務のうちだという思いもあるから、遠えん慮りよなしに飲み食いをつづけた。

　ジョズ砦はおそらくここに建造されて以来、というほどに騒がしい一夜を過ごした。

　そして。

　夜も更ふけた。さすがに疲れきった兵たちの大半が、あちこちで身体からだを横たえている。少しでも正気のある者は、踊り子たちにわっとたかられて、酒を勧められたり、ともに踊るよう腕を引っぱられたりするものだから、犠ぎ牲せい者しやの数は増える一方。

「なんだ、おまえら、だらしがないな」ギルはへらへらと笑いながら、自身も千ち鳥どり足あしで人々のあいだを歩いた。「これからが見物だというのに。──おい、あれを用意しろ」

　大声を出して、手を叩たたく。

　すると、砦の前門から滑かつ車しやつきの檻が運ばれてきた。まだいくらか意い識しきのある者は、この巨大な檻に、さて今度はどんな趣しゆ向こうがあるのか、と目を凝こらした。

　しかし、カーテンが開かれて、なかから飛び出してきたのは、おおよそ彼らの予想を覆くつがえすものだった。

　甲かつ冑ちゆうを着込んで、剣と銃で完全武装した兵の列。

　ジョズ砦とりでの兵たちが驚おどろきの声をあげる間もあればこそ、ひとつの檻おりから五十名ほどが飛び出してきては、あらかじめ配置を決められてあったか、すぐさま砦の要所要所に駆かけつけて、ほとんど妨害らしいものもないまま、瞬またたく間まに占拠していった。

　檻は合計で三つあった。そこから最後に姿をあらわした男が、

「お呼びでございますか、皇こう太たい子し殿でん下か」

　獅し子しにも劣らぬ力強い体たい軀くを、悠ゆう々ゆうとした足取りでギルのもとへ運んできた。

　パーシルである。

　ギルは笑い、

「少し遅かったな。この砦でいちばん強い兵を決めようとしていたのだが。皆、すっかりできあがってしまった」

「ならば、皆を起こしてまわるとしましょう」

　砦仕えの兵たちは一箇所に集められた。大半が眠りに落ちていたし、意い識しきのある者も疲れたところにしこたま酒を飲まされていたものだから、皆抵抗するどころではない。当然、武器もあらかた取りあげられた。

「こ、こ、これは」

　ウォルトの副官級の男が、ろれつのまわらない様よう子すでわめいた。縄なわで縛しばられてこそいないが、周囲はすっかりギル配下の武装兵たちによって囲まれている。

「こ、これは、どういうことです、皇太子殿下。われわれを、た、たばかったか」

「おまえたちに暇ひまを出そうというのさ」ギルはひとつ、しゃっくりを挟はさんでからいった。「命を取るわけではない。さあ、明日あしたにはビラクへ発たつんだ。荷物のある者はいまのうちにまとめておけ」

　ギルの宣告には一片の噓うそ偽いつわりもなかった。

　兵たちはただひとりの例外もなく砦を追い払われることとなったのだ。抗あらがうこともできぬまま、大急ぎで支し度たくをさせられた。

　ギルは砦の一階大広間に座して、彼らがほうほうの体ていで出ていく様さまを見届けていた。

　傍かたわらにいるパーシルは、砦内に配置させた兵たちに指示を飛ばしている。ギル──すなわちオルバが、パーシルを中心とした隊を近この衛え隊たいのなかに再さい編へんしたのはわずか五日前のことだが、すでに手て際ぎわよく部下たちをまとめている様よう子すだ。

　そこへ、ゼルド人の女性が近づいてきた。兵たちを油ゆ断だんさせるためもあって、珍しく化け粧しようをして着飾っているが、ホゥ・ランである。袖そでや裾すその長い衣い装しよう、それと顔を覆おおうヴェールで、上う手まい具合に傷きず痕あとも隠かくしてある。

　オルバは労ねぎらいの声をかけようとしたが、口を開くより早く、ランに思いきり足を踏みつけられた。

「三度も酔っ払いに胸を触られそうになったぞ」

「なに。ど、どこのどいつだ」

　オルバは足を押さえながら聞いたが、

「いまの皇おう子じと同じ目にあわせてやった」

　いいたいことはそれですべてだ、という風ふうにランはさっと身を翻ひるがえした。

　パーシルは横を向いている。その肩が震ふるえていた。

　結局、一夜のうちにジョズ砦とりではギル・メフィウスのものとなった。

　翌日から、本格的に兵員と物資の輸ゆ送そうがはじまった。

　オルバにとって大きいのは、ここで手に入れられた船の数々である。兵を大量に運うん搬ぱんするほどの大型船こそないが、四、五人乗りの高こう速そく艇ていや巡洋船がそれぞれ三さん隻せきほど。また、こうした拠点は、飛空船の中ちゆう継けい所じよを兼ねることも多いため、貴重な魔素エーテルの蓄たくわえもある。

　アプターからは兵ばかりでなく、行政官も数名招いた。なかに、以前オルバに仕えていたカーガンの姿もある。

　オルバはさっそく彼に命令し、砦周辺の村々に連絡を飛ばして、木の切り出しや加工を生なり業わいとする杣そま人びと集団を集めると、以前と同じようにカーガンを頂点とした組そ織しきをつくらせた。

　ちなみに、ウォルトの兵たちはひとり残らず追い払った一方で、非ひ戦せん闘とう員いんの使用人たちは砦に残されている。オルバは『ギル皇こう太たい子し』としてできる限り彼らにも直接声をかけることで、身に危害が加えられることも、仕事が取りあげられることもないのだという安心感を抱かせた。




　そのころ。

　メフィウス一の貿易都市ビラクに辿たどり着いたウォルトは、フェドムに面会するなり、

「おまえを呼び寄せた覚えなどないぞ」

　そういわれて一いつ瞬しゆん当とう惑わくの表情になった。

　砦に皇子が訪ねてきたことを説明すると、フェドムの顔色が見る見るうちに変わった。

「痴しれ者めが」唾つばを飛ばす勢いで怒ど鳴なり散らす。「偽にせ者ものなどにいいように騙だまされおって。いまごろ、ジョズ砦が燃もえ落ちていたとしてもおれは責任を取らんぞ。すべておまえの愚おろかさが招いたことだ！」

　ウォルトが受けた衝しよう撃げきはいかばかりであったか。

　ほどなくして、街道に配してあった伝令用の飛空艇から、ウォルト配下の兵たちが列をなしてビラクへ向かってくる、という知らせが入った。

　事の顚てん末まつを聞かされたウォルトは、

「お、お、おのれ」

　フェドムに負けず劣らず顔を真まっ赤かに煮えたぎらせた。

　誰だれの声も耳に入らぬ様よう子すで、馬に身を投げるなり、ジョズ砦とりでめがけて走りはじめた。あわててあとを追った部下十数名のうち、半数が彼の勢いに置いていかれてしまった。

　ジョズに辿たどり着いたのは、翌々日の夜半。

「皇おう子じの偽にせ者ものめが。卑劣な手を使いおって。出てこい。出てきて、正々堂々、おれと一いつ騎き打うちしろ！」

　馬で周囲を駆かけまわりながら叫んだ。

　砦の外がい壁へき沿いには、火を掲げた兵たちがずらりと並んでいる。彼らは眼がん下かのウォルトを火で照らしながら、口々に野や卑ひな言葉ではやし立てていた。ウォルトの愛あい嬌きようある顔立ちはすっかり悪あつ鬼きのごときものとなっている。

　オルバも出てきて、壁かべの外側を駆けるウォルトの姿を眼下にした。ウォルトが気づいて、

「出てきおったな、この卑ひ怯きよう者もの。さあ来い。部下には手出しさせぬ。おれと撃うちあえ」

　引き抜いた剣を高々と掲げて挑発する。

　オルバは思わず笑えみを浮かべた。

「なかなか豪ごう気きな男だ」

「矢でも射いかけますか」

　近この衛え兵へいのひとりがいうのを制して、パーシルを呼びにいかせた。

　すぐに駆けつけてきた剣けん闘とう大会準じゆん優ゆう勝しよう者しやに、

「あの男」とウォルトを指差した。「十年前のクローヴィスだそうだ。いけるか？」

「ご命令とあれば」

　オルバが面つら憎にくいと感じたほどに、このときのパーシルは躊ちゆう躇ちよも迷いもまったく感じさせなかった。

「首を断たちますか」

「おまえの命が危ういときはな。そうでなければ、痛めつけるだけでいい」

　パーシルはひとつ顎あごを引いて、正門から砦を出た。

　ウォルトがそれを見て、馬から飛び降りる。

「臆おく病びよう者ものめ。偽者は出てこんのか」

「皇こう太たい子しさまであらせられる」パーシルは従しよう容ようとしていう。「貴き様さまごとき男と、一騎打ちをするなどと本気で思うか」

「いいおったな、若僧め。貴様を打ち倒して、あの男を引きずり出してくれる」

　ともに長剣を構え、じりじりと距きよ離りを詰めあった。

　壁の上に列をなした炎によって、両者の影かげが闇やみよりも色いろ濃こく地面に焼きついている。その影が交差した──と見えた瞬しゆん間かん、互いにひと突き見み舞まっていた。

　青い火花が連続して散る。

　剣けん闘とう士し時代からすると大きく体格の変化したウォルトであったが、さすがに剣の腕は常人をはるかに凌りよう駕がしている。あの身体からだでよくも、と思うほど身のこなしも軽い。

　しかしパーシルの腕も常人どころではない。肉にく薄はくしたかと思うと、後方に跳とびさがる。ウォルトの剣に幾いく度どとなく空くうを切らせた。

　砦とりでに駆かけつけた時点で、頭に血ののぼっているウォルトだ。

　業ごうを煮やして、一気に突っかけた。

　その直後のパーシルの動きが、実際に目にするより早く、オルバの脳のう裏りに浮かびあがっていた。じかに剣を交えた者としての予感であり、そしてそれは見事に的中した。

　半円を描く動きでウォルトの突進をやり過ごす。はかったかのように必要最小限の動作であるために距きよ離りは近い。パーシルの剣が横からのびた。それはウォルトの突とつ撃げきからすると緩かん慢まんなほどにのろく見えたが、剣先は過あやまたずウォルトの手甲を叩たたいていた。

　ウォルトの身体が前のめりに倒れた。

　両りよう膝ひざをついたまま苦しげに呻うめくのを、兵たちが笑いと喝かつ采さいをもっていたぶった。

　オルバは手を挙あげてそれを止めると、

「勝負あった」

　と高らかにいい放った。

「さあ、ビラクへ引き返せ、大隊長。おれとの勝負がお望みなら、ビラクにいるフォルカーに頼んで戦せん線せんに加えてもらうがいい。おまえが剣を持って迫ってくるのを、楽しみにしているぞ」

　ウォルトは苦痛と憎しみの入り混じった視線を、オルバのほうに投げた。

　しかし、どこかその目に力がない。

　いま見あげる男の、その態度、決断、砦を奪うばった実行力は、私的感情を抜きにすれば賞しよう賛さんに値すべきものであって、相手がもうただのペテン師だとは思えなくなっている。

　ウォルトはようやく駆けつけた部下たちの手を借りて馬に乗り、そして一目散にジョズ砦から駆け去っていった。




　　　　３




　ジョズ砦が奪われたことに関しては、ウォルトのみならず、無む論ろん、ビラクに集つどった解放軍にも衝しよう撃げきを与えた。

（まさか向こうから動いてくるとは）

　フォルカー・バランには、こちらが時間をかけて軍容をととのえれば、あるいは敵方から降伏を申し込んでくるかもしれない、という淡あわい期待もあった。

　時間をかけずに叩き潰つぶせ、という皇こう帝ていの意向もわかるが、同国人の血を流さずに済むのならばそれに越したことはない。ローグ将軍らも当然そのことは承知のはずだ。だからフォルカーはしばし待つつもりでいたのだが、その隙すきを突かれて機き先せんを制された格かつ好こうだ。ウォルトひとりの責ではあるまい。

（だが）

　ここで焦あせって計画を早めることこそ愚ぐの骨頂。

　確たしかにジョズ砦とりでは奪われたが、だからといって敵が少数なのに変わりはないし、ここで多少船や魔素エーテルが敵の手に渡ったところで、フォルカー側の痛手もさほどではない。

（ジョズ、アプター、二つの城じよう砦さいを利用するにしても、これらを戦術的に利用しようにも距きよ離りがありすぎる上に、ただでさえ数の劣る兵を分断しようとは思うまい。つまり戦略的にもこちらを牽けん制せいするにはいたっていない）

　だから、フォルカーが取るべき行動はジョズ砦が奪われる以前とそう大差ない。

　いまは時間をかけてじりじりと敵を心理的に追い詰めていく。

　以前からして多少変わったことといえば、

「バラン将しよう軍ぐん、敵はこちらを見下しておりますぞ」

「ジョズのごとき砦、わたしの船団にご命令くだされば、一日とかけず炎の海にしてみせましょう」

　血気にはやるザース、ユライアを、冷静にたしなめる仕事が増えたくらいだ。

　ジョズが奪われた翌日の正午、フォルカーはビラク領主フェドムと面会した。

　定期報告のほかに、頼みごとがあった。

「書状を？」

「は。オーリン公のお名前で、アプターに降伏勧告を」

　揺ゆさぶりのひとつである。

　フェドム・オーリンは太い腕を組んで、

「ローグもオーダインも知らぬ仲ではない。しかし」

「しかし？」

「陛へい下かのご命令にさえ歯向かった彼らだ。果たして、彼らがわたしの知っている愛すべき武将と同一人物であるかどうか」

　もちろん、両武将までもが偽にせ者ものだといっているわけではない。時節によって人はたやすく変わる、という例を、フェドムは長々と歴史から引用して説明した。

　フォルカーには退屈な時間だったが、

「さりとて、ただ黙だまって見ているというわけにもいくまい。よし、書いてみよう。いまから二人ふたりの心変わりを期待するのも愚おろかしいが、これで多少ならずとも敵が崩くずれてくれればそれでよい」

　ひとまず目的は果たすことができた。数時間後には、書状を携えた使者がアプターへと走っている。

（さて、皇おう子じの偽にせ者ものよ）

　フォルカーは鉄てつ面めん皮ぴで知られる男だ。ことに戦いくさの場となると、めったなことでは感情を露あらわにしない。

（第一にアプターを取り、第二にジョズを奪うばった。第三の手はどう打つ。こちらが動かねば、貴き様さまはせいぜい狭せまい土地であくせくするばかりのはず。そのわずかばかりの領土で王を名乗り、戴たい冠かん式しきでもおこなうか。それともジョズに布陣し、あくまでもこちらを迎むかえ撃うつか）

　敵に主力はない、とフォルカーは見ている。火力と空戦力はあっても、地上の兵力が不足しているのだ。

　そのような頼りない陣立てで、いかなる方法で勝利をもぎ取ろうとするのか。

　フォルカー・バランにはやや楽しみにしている部分がないでもなかった。




　オルバがジョズ砦とりでを奪って真まっ先さきにはじめたことは、木材資源の確かく保ほと、腕のいい大工を集めたことである。いずれも行政官のカーガンにいいつけてある。

　そして敵部隊がいつ襲しゆう撃げきしてくるかもわからぬ状況下で、彼は新たな砦を建造しはじめた。ジョズから東に三キロ地点、周辺の木々を切り倒し、その木を材料にして敵騎き兵へいの突撃を防ぐための柵さくを、そして銃兵を待たい機きさせておくための櫓やぐらを設もうけた。

　オルバ本人はというと、ジョズ砦の内外をひたすらに歩いた。地形を頭に入れておくためである。

　そして足で得た情報をもとに作戦を微び調ちよう整せいしては、それを諸隊長に叩たたき込み、兵には徹てつ底ていして訓練をおこなわせる。

　連日、銃を担いだ兵たちがへとへとになるまで走りまわらされた。今日きよう、明日あしたにでも敵が攻めてきた場合、果たして使いものになるかどうか、というほどである。

　オルバはその訓練にもいちいち顔を出し、そして口を出した。

「走れ、走れ、走れ。全身を目にし、耳にしろ。合図があったらすぐさま動けるように。先頭の人間はきちんと道を頭に入れておけ。そこ！　肩が触れあっているようでは、いざというときに身動き取れないぞ」

　ギル・メフィウスの怒ど声せいがいたる場所で響ひびきわたった。

　銃兵たちには甲かつ冑ちゆうをつけさせていない。機動力が命だ。「足を止めれば死ぬぞ」と繰くりかえしオルバは叫んでいた。

「あっ」

　ひとりの兵が、通路を走っているさなか、壁かべに銃じゆう杷はをぶつけて取り落としてしまった。縦たてにずらりと並んでの疾しつ走そう中ちゆうだったので足を止めて拾ひろうこともかなわず、仕方なく仲間に挟はさまれて走りつづけた。

　全員が通り過ぎたあと、銃を拾いあげたのはオルバである。

「も、申しわけありません」

　戻ってきた兵が、平身低頭、オルバの手から銃を受け取る。オルバはあばたの目立つその顔を眺め、

「いくつだ」

　と聞いた。

「は、あ、あの、十六に、なります」

「戦場に出たことは」

「こ、これからが、はじめてで、あります」

（そうか）

　声にもならない返事をして、オルバは「戻れ」と少年兵の肩を叩たたく。駆かけ戻っていくその背中を見つめながら、

（ロアンがアプター砦とりでに来たときと、ほとんど同じ歳としか）

　そう思う。なんとはなしに、胸が重い。

「精が出るね」

「寝ていろといったろう」

　シークが顔を見せた。女性のような仕し草ぐさで手を振りながら、

「きみの怒ど鳴なり声ごえがあちこちから聞こえてきて、寝ているどころじゃないのさ」

「わざわざアプターからここまで出向いておいて、いえた台詞せりふか」

「あれを思い出すね、はじめてアプターに赴おもむく直前、きみは飛ひ空くう艇てい隊たいをものにしようとして、ソロンで若い連中を怒鳴り散らしていたものさ」

「そうか」

　ほとんど耳に入っている様よう子すもない。

　オルバの横顔が苛いら立だっているのを、シークは、

（これも、なんだかはじめて見る顔だな）

　と思って眺めていた。

　西方にいたころ、鉄の仮面やら包帯やらで素す顔がおを隠かくしていても、『皇こう太たい子し』の仮面を取り払ったことで、じょじょに少年っぽい素顔が透すけて見えるような思いがあった。それがふたたび『皇太子』となったことで、もとに戻るかと思いきや、いまのオルバは、戦いを前にしたいつもの彼とはまた異なっている。

　目に余裕がない。

　今度の戦いくさが苛か烈れつなものになるだろうという推測はシークにもできたが、これまでの戦いを振り返るに、兵力や条件でもっと不利な状況から逆転できたこともあった。だから今度も勝つ、とまでは断言できないものの、現在のオルバが匂におわせる余裕のなさは、ただそればかりが原因でないような気がした。

　ジョズ砦とりでから離はなれたオルバは、飛ひ空くう艇ていを用意させると、今度は東に建造中の新砦へ向かった。こちらは、地元住民が周辺の森を『トリネアの森もり』と呼んでいることから、トリネア砦と名づけられている。古い言葉で、短命の鳥、を意味するものらしい。なぜそんな不吉な名が残っているのかはわからない。

　シークもついてきた。

　オルバはカーガンを呼び出し、進しん捗ちよく状況を聞いた。一応予定どおりに進んでいたが、オルバは砦の外がい観かんが気に食わなかった。

「どうせここに兵を詰めることはない、と手を抜かず、本物以上に本物らしくしろ。でなければ敵を欺あざむけはしない」

「は、ははっ」

　皇こう太たい子しに直接いわれては、カーガンはかしこまる以外にない。

　また、ここでもホゥ・ランが活かつ躍やくしていた。切り出された木や石を竜りゆうに運ばせる任を負っていて、きびきびと指示を飛ばしている。最初のうちは、近い場所に竜がうろついているものだから、兵や労働者たちも怯おびえていたというが、いまとなってはすっかり慣なれている。

　が、オルバは竜たちの数を数えて、

「もっと出せないのか」

　とランに聞いた。

　ホゥ・ランはあきらかに気分を害した顔になった。

「バイアンやユニオンは、もともとこうした仕事には不向きなんだ。でも、大人おとなしいホーバンは図ずう体たいが大きいから、森のなかを動けない。わたしで駄だ目めなら、ほかの竜りゆう丁ていを雇え」

　先ほどのカーガンではないが、ランにいわれては、オルバも納なつ得とくせざるを得ない。

「──」

「なんだ。なにか、顔についているか」

　不ふ機き嫌げんそうにランがいった。黙だまったままオルバがじっと見つめていたからだ。

（いや）

　と声には出さず、かぶりを振ってその場を離はなれた。

　ランはその背中を見送りながら、ふと立ち止まって顔のあちこちに触れはじめた。

　その後オルバは、木こりや大工、力仕事に駆かり出された兵や奴ど隷れいたちの労を労ねぎらってから、またジョズ砦に舞まい戻った。

「なるほど、これもきみの悪い癖くせだな」

　艇から降り立つなり、シークはオルバの心に切り込んだ。

「なにがだ」

「事をはじめようという際に、きみはなにもかもをも視界におさめたがり、そしてなにもかもをも思うがままにしようとする」

「当たり前だ」オルバはにべもない。「でなければ、戦いくさの指揮など執とれるものか。準備の段階で手落ちがあるようなら、それはもうはじまる前から戦に負けている」

「小隊、中隊規模とはわけがちがう。西方での戦に慣なれてしまって、皇おう子じとしての戦を忘れちまったのかい。それは、きみの目が届かない部分だってあるだろう」

「だから、それでは駄だ目めなんだ」

「聞くんだ、オルバ。きみは一国の皇こう太たい子しになろうというんだぜ。これから先、きみがメフィウスを背負うときが来たとして、きみはたったひとりで国のすべてを見てまわる気かい？　魔ま道どう士しじゃあるまいし、きみにはたった二つの目しかないんだ。だけど、周りを見わたせば、きみには、自分のものだけじゃない、ほかに大勢の目だってあるはずだ。それを効果的に使う才能こそ……」

　しゃべりながらも、反応が薄うすいことにシークは焦じれた。

　いつもなら、こうして理を説けば耳を貸してくれるはずのオルバだが、どうも今回ははなから聞くつもりがない。というより、

（頭がいっぱいになって、ほかのことを入れる余裕がない）

　なにか、脅きよう迫はく的てきなまでに『こうして勝たねばならない』という思い込みでもあるのか、オルバはジョズ砦とりでに着くなり、また一から順を追って準備の状況を確かく認にんしようとしている。

（ええい）

　人前で声を荒らげての口こう論ろんになるのも、具合が悪い。

　シークはいったんあきらめて、あとで人の少ないときを選えらんで話そう、と決めた。

　決めると、自然に深いため息が洩もれた。いつも気苦労を負うばかりで、損な役回りだとは自分でも思う。だが、

（彼のことに気づいてやれる人間など、ぼくしかいない）

　そういう思いがある。

　周囲にしてみれば、ギル・メフィウスが不ふ機き嫌げんな顔をしているのはいつものことだという認にん識しきがあるだろうから、普ふ段だんとのほんの些さ細さいな差になど気づくまい。もちろん、オルバ本人とて、自分がいつもと様よう子すがちがうとは考えてもいないだろうから、ここは貧乏くじを引いたつもりで彼に真正面から指摘できる人物が必要だった。

（まったく──）

　またも、ため息が洩れそうになったときだ。

「皇子、お覚悟」

　突然、背後からそんな声が聞こえたかと思うと、

「いたっ」

　オルバの身体からだが前に傾かしいだ。

　見ると、木切れが地面に落ちている。後ろから投げつけられたのだ、と気づいたときには、オルバとシーク、両方とも振り返り、そして目を丸くした。オルバなどは腰の剣に手をのばしかけていたのだが、そこにいたのは一国の姫ひめ君ぎみ。あきらかに、物を放った直後の姿勢になっている。

「ひ、姫」と声を発したのはシークだ。「いらしていたのですか」

「戦場となるであろう場所をひと目みたいと思いまして」

　オルバは一いつ瞬しゆんの驚おどろきから覚めて、不ふ機き嫌げんな顔で棒切れを拾ひろいあげた。

「……なにごとです」

「いまの皇おう子じなら、わたしの手でも討うち取れるかと思った次第」

　放ほう物ぶつ線せんを描いて投げ返された木切れを、器用に受け止める。テレジアとライラを後方に従えたビリーナはそれを剣のように地面へ突き刺して、

「わたしが赴おもむいているのがわかっては、皇子にいらぬ心労をかけてしまうでしょうから、黙だまって見学していよう、と思っていたのですけれど、あちこちから皇子の汚い言葉遣づかいが聞こえてきては、いっこうに落ち着きません」

　シークと同じようなことをいう。
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　アプターに来てからの王女は、さすがに飛ひ空くう艇てい乗り用のつなぎなどは身に着けていなかったが、さりとて宮廷でいるようなドレス姿でもなかった。最小限のレースで襟えりと袖そでを装飾したブラウスに、太い帯をぎゅっと腰に縛しばりつけて、あたかも裾すその長いスカートと一体型のように見せている。靴はもっぱら乗馬用の長靴を好み、外出のときにはマントを背中に垂たらした。

　髪は頭の上で結ゆいあげており、細くて白い首筋がすっかり露あらわになっている。

「落ち着かないと、姫ひめは、男を討うち取ろうとなさるか」

「指揮官たる人間がそうも苛いら々いらなさって、おまけに家臣の意見すら耳に入れぬようでは、あるいは討ち取ってしまったほうが皆のためになるやもしれません」

　シークが驚おどろいたのは、ビリーナがあえて挑発的な言葉を選えらんだことでも、オルバが苦にが々にがしそうな顔になったからでもない。

　姫は胸を張って、

「なんでしたら、わたしに任せてくださっても結構です。皇おう子じの代わりに指揮を執とりましょうか？　旗き艦かんの艦橋に乗せてくだされば、皇子どのよりよほど上手じようずに皆を鼓こ舞ぶしてご覧らんに入れましょう」

「前に、王女は自分に任せていただけるとおっしゃられたはずだが。それに、今度の戦いくさはこれまで以上に危険なものだ」

「皆、もちろん命いのち懸がけでございましょう。ですからわたしも……」

「ならんといった」

　語気も鋭するどく、オルバはいった。ビリーナは、

（冗じよう談だんもわからなくなっているのか）

　という風ふうに、むっと顔をしかめ、

「なにを恐れておいでです？」

　と口にした。

　この瞬しゆん間かん、シークはまたもはっとなった。先ほどの驚きとは種類がちがう。

　オルバのほうを窺うかがうと、彼はもう、この会話に興きよう味みを失ったように、砦とりでのほうへと姿を消していく最中だった。

　ビリーナは、あたかも戦いに背を向ける敗残兵を見送るかのような態度で、剣の柄つかに見立ててか棒切れに手を置いていたが、

「なにか、言葉をまちがえたか」

　とつぶやいた。

「それはもう」

　と請うけ負ったのがテレジアであり、

「あれでよろしゅうございます」

　といったのがライラだった。両者、いったん目を見あわせる。

「ただ」テレジアがひとつ咳せき払ばらいを挟はさんで、「ああいうことは、人前でご指摘なさらないほうがよろしい。皇子が家臣の方々に軽んじられる恐れがありますれば」

「女性といいあって負けるようでは、そもそも軍を指揮する器うつわじゃない」

「いいえ、自軍に倍する数の敵をも脅おびやかす猛もう将しようも、千の兵で万の敵を退けられる稀き代だいの名めい軍ぐん師しも、奥さまや恋人に顔があがらぬ例はいくらもございます。真に女性らしい女性というのは、裏で手た綱づなを引きつつも、表では殿との方がたが威張り散らせるよう、十分気を配るものです。銃や剣で命を奪うばっておしまい、という戦いではないのですから」

　ビリーナは不満げな様よう子すだったが、シークのなかではいまだ衝しよう撃げきが余よ韻いんを引いていた。

（そうか、彼は恐れている）

　はじめて見るオルバの正体とは、それだった。一方で、

（恐れてなど、いない）

　砦とりでのなかに入ったオルバも、胸の内ではビリーナの言葉がもたらした反はん響きようがいまだ消えていなかった。

（いまさら、おれがなにに怯おびえる）

　剣けん闘とう士しのとき、殺しあいは日にち常じよう茶さ飯はん事じだった。皇こう太たい子しの影かげ武む者しやとなってからは、ただ敵を打ち負かすばかりでない、正体がばれたら即命を奪うばわれる、という、ある種戦場よりも危険な戦いの日々に身を置いていた。傭よう兵へいになってからは、じかに銃弾が飛とび交かい、剣けん戟げきが絶えぬ戦場を巡めぐった。

　いざ戦いを前にし、作戦を練ねれば、あとはもう前に進むだけ、という高揚感がこみあげてくるはずだ。

　だというのに、この期ごにおよんで、足もとの頼りないような感情はなんだろう。

　ともすれば、またなにかわめき出したい衝しよう動どうがあって、オルバはつとめて口を閉ざした。










　七章　トリネアの戦い（前編）







　　　　１




　皇こう帝ていが定めた期限まで、あと半月はある。

　フォルカー・バランはそれまでたっぷり時間を使うつもりでいた。事を急せいて、攻め手側に有益なものなどなにもない。

　それだけに、兵が飛ぶように走ってきて、

「て、敵」

　息せき切ってそう叫んだときには、

（いよいよ動いたか）

　と意気込んで腰をあげたのだが、

「に、西のバフスク砦とりでから、狼煙のろしがあがっております。西方軍、国境付近に姿をあらわした模様。その数、約一千！」

「西方だと？」

　鉄てつ面めん皮ぴで知られるフォルカーとて、それには表情を険けわしくさせた。

　ややあって、西から伝令用の飛ひ空くう艇ていが飛んできた。

　ビラクの西、ズィム川の終わりに位置するのが、メフィウスの最西端を守る城じよう砦さいバフスク。峡きよう谷こくに位置していて都市は付ふ随ずいしておらず、ビラクの守備隊が数を割さいて兵を常じよう駐ちゆうさせている、いわばビラクの支城だが、ここの知らせによると、夜よ明あけとともに多数の兵団が西側で視認されたという。

　歩兵に加えて騎き竜りゆう、騎馬隊あわせておよそ一千。

　西方諸国の旗を微そよ風かぜにはためかせながら、しかし彼らは隊列を組んだままそれ以上動かない。

　黒い巨大な塊かたまりがものもいわずうずくまっているようなもので、バフスクの兵たちは不気味なものを感じて息を吞のんだ。

　アプター近きん隣りんでタウーリア軍と戦せん闘とうになった直後のこと、臨りん戦せん態勢を取りながらも、こうしてビラクに増援を求めてきた。

（ちいっ）

　兵たちの手前、フォルカーは感情を露あらわにはしなかったが、内心には煮えるような思いがあった。バフスクで事あらば、通常はアプター、ビラクから増援が差し向けられる。しかし当然、いまはアプターからの援助など求められない。

　敵の尻しりに火がつくのを待つつもりが、こちらの尻に火をかけられた格かつ好こうだ。

「偽にせ者ものめ、馬ば脚きやくをあらわしましたな」

　知らせを受けたユライアは冷笑を浮かべていた。

「どういうことだね？」

「陛へい下かが申されていたとおり。敵には、西方の息がかかっている。こうして連携しているのがなによりの証あかしでしょう」

　フォルカーもそう思わぬでもなかったが、それでは依然ローグやオーダイン、ガーベラの姫ひめが偽者に加担している説明がつかない。

「タウーリアの報復戦かもしれぬ。が、皇おう子じの偽者にとってこの動きが有利になったのは確たしかだ」

　西方と偽者が手を組んでいるかは不明だが、どちらも無む論ろん捨て置けない。

　双方とも同じタイミングで軍馬を進めてくることがあれば、ビラクのフォルカー軍は二方面から攻こう撃げきを受けかねないからだ。

「西方をバフスクにて打ち払ってから、ジョズ砦とりでからの軍を迎むかえ撃うちますか」

　十じゆう二に将しようでもっとも若いザースが進言したが、フォルカーは首を縦たてに振らなかった。敵はまだ国境を越えていない。といって、こちらから西方の領域に押し入るにはあまりに危険がともなう。一千どころか、どこに伏ふく兵へいを配してあるかわからない。

　となれば、数のわかっている偽皇太子の軍勢から先に片づけるのが常道だ。

　頭を悩ませているうちに、ビラク領主フェドム・オーリンもその場に駆かけつけてきた。

「降伏勧告には耳を貸さずか。が、収しゆう穫かくがまったくなかったわけでもないぞ」

「どういうことです？」

「使者からの報告によると、二人ふたりの将軍とじかに会うことができたそうだが、どちらも迷いがあった様よう子す。皇子が本物かどうかまではわからなかったが、ここは将軍、まずは仕掛けてみることだ。突いてみれば、案外もろいかもしれん」

　フォルカーにも異存はない。

　まず、各部隊から兵を出させて、五百ほどを西のバフスクへ送り、三百を全体の後詰としてビラクに残留させる。そして本隊二千余りが進軍の準備をはじめた。

　敵がトリネアの森に新造の砦を築きずいていることは、物見からフォルカーの耳に入っている。

（やはり迎え撃とうというのか）

　フォルカーは自分が『動かされた』悔くいはあるものの、それによって事態が敵側優ゆう勢せいに覆くつがえったとも思えない。西方と連携しているなら、ひそかにタウラン地域から兵を借り受けているのかと思うが、アプター周辺に大勢の人が出入りしている様子はないという。

「敵は銃兵、飛空部隊が主だ。なるほど射程のある武器を有効に使うには、陣地に引きこもるのも手ではある。だがそれでは粘ねばれない」

　ユライア、ザースを前に、フォルカーはいった。

「まずは、槍やりのひと突きだ。決して深追いするな。ジョズ砦とりでを陥かん落らくさせれば、いまはそれでいい。敵は兵の補充ができない環かん境きようにあるから、包ほう囲い網もうを狭せばめていくつもりでひとつひとつを戦おう」

　フォルカーは決して敵を軽んじなかった。なんとはなしに、正体不明の敵軍に不気味なものを感じていたせいでもある。

　二千の軍勢がビラクを発したのは、国境沿いに西方の部隊があらわれた翌早朝。

　メフィウスの歴史書に名を残す『トリネアの戦い』、まずはその初動であった。




（来やがったか）

　ビラクから軍勢が南下をはじめたと聞いて、オルバは立ちあがった。

　もちろん、西方軍が国境にあらわれたのはオルバの要よう請せいによるものだ。

　フォルカーはこれを無視できずに必ずアプター方面に軍を動かす、と見た。

　作戦はすでに徹てつ底ていさせてある。敵が布陣を終える前に諸もろ々もろの準備を終了させることができた。

　敵は二千。こちらの総数は半数の一千ていど。

　城や砦にこもっての戦いなら、防ぼう衛えい側がわが有利だともいわれる。こちらにはローグの空戦力、それにオーダインの銃兵隊が充実しているだけに、守るだけなら、一、二回の攻こう撃げきをやり過ごすこともできよう。

　だが、フォルカーがにらんだとおりに、こちらの補ほ給きゆう線せんは薄うすく、地上兵力も十分とはいいがたい。

　さらに、オルバはジョズ砦とトリネアの二手に兵をわけている。機き動どう力りよくを活いかした小隊単位での作戦遂行はオルバの得意分野とはいえ、ひとつ誤れば、あっという間に各個撃破されかねない危険な手でもある。

　だが同時に、こちらを二手にわけるということは、敵も挟きよう撃げきを逃のがれるために兵をわかれさせざるを得ないということだ。

　オルバはこの二つの砦に、ぎりぎりまで敵をひきつけるつもりだった。先ほど述べたとおり、こちらには歩兵、騎き馬ば隊たいが不足している。よって、敵を砦内に侵入させるほどにひきつけてから、銃兵で狙そ撃げきをかける。

　無む論ろん、時間稼かせぎにしかなるまい。しかしそれでよかった。極端な話、ジョズ、トリネアなどはこの戦いで半はん壊かいの憂うき目めにあって、二度と使えなくなっても構わない。急ごしらえで柵さくと櫓やぐらしかないトリネアはいうに及ばず、オルバにしてみれば、ジョズすらも、敵をひきつけるための張りぼてと同様だ。

（その間、別働隊を動かす）

　パーシル率いる二百の騎馬隊である。オルバの近この衛え隊たい、ローグやオーダインの戦団から選えりすぐりの兵を集めている。

　これを、戦せん闘とうがはじまると同時に、戦場を南から東に迂う回かいさせるルートを取って、敵の本陣をうかがえる位置まで移動。地形調ちよう査さを好むオルバのことだ、もちろんこのルートはあらかじめ幾いくとおりも下した調しらべしてある。

　別働隊は絶好の場所に位置したと同時に、狼煙のろしをあげる。

　とともに、オルバは温存しておいた竜りゆう部ぶ隊たいをジョズ側に投入。

　これは、敵が力押しに押せると確かく信しんしたタイミングと同じでなくてはならない。フォルカーにしてみればせっかく摑つかみかけた勝利の好こう機きである。攻めの勢いを失ってはならじと、本陣を守っていた部隊をもいくらか割さいて、後続として前ぜん線せんに出そうとするだろう。

　こうして本陣が手て薄うすになった瞬しゆん間かんにパーシルの部隊が突とつ撃げきをかける。

　ジョズ、トリネア両りよう砦とりでから、いよいよ兵が打って出るのはこの瞬間だ。

　敵が崩くずれた隙すきを狙ねらえば、一いつ気き呵か成せいに攻め立てて、本陣をも直撃できよう。

　踏まえねばならない手順は多い。

　ジョズ、トリネアはパーシル隊の移動が終わるまではなんとしてでも死守せねばならないし、パーシル隊そのものの移動も当然慎しん重ちようを期さねばならない。この三部隊、ひとつでも失敗を犯せば、戦いくさの流れはあっという間に敵方の手にわたって、生半なことでは奪うばい返すのも難むずかしくなるはずだ。

（だが）

　オルバがこの戦がはじまる前から感じていた、奇妙な足もとの頼りなさはどうもそうした不安とはまた別のところから来るようである。

（おれが、恐れているだと）

　ビリーナ王女の言葉が何度か胸のなかで反はん響きようした。

　確たしかに、勝利するにしても、この作戦、多数の犠ぎ牲せいが出ることは避けられまい。

　敵をあえて懐ふところに呼び込んで時間を稼かせがねばならない上に、パーシル隊の突撃を援えん護ごするためには総司令官たるオルバ自身も剣を持って特攻をかける必要がある。

　そう、最後は力技だ。

　勢いを手にした瞬間に、押して、押して、押しまくる。パーシル隊が敵司令部に打撃を与えるか、こちらが敵の物量に負けてくたばるが早いか。オルバの作戦には珍しく、一いちか八ばちかの賭かけが最後の最後に組み込んである。

　兵力の差が原因であるのはいまさらいうまでもない。が、たとえばこれを解消する手はあったはずだ。西方から兵を借り受け、それを前線に組み込むという手が。

　だが、オルバはそれをよしとしなかった。

　アークスならば、ギル皇おう子じの要よう請せいに応じて兵を動かしてはくれよう。しかしメフィウスとは長きにわたっての因いん縁ねんがあるし、なによりつい先日に戦せん闘とうがあったばかりだ。連携が上う手まく取れるかどうか心もとない上に、タウラン出身の兵たちがどれほど命いのち懸がけでギル皇子のために働いてくれるかもわからなかった。

　そしてもうひとつ。オルバはギル皇おう子じとして名乗りをあげて戦うこの一戦に、とあることを期していた。

（まずはわれわれの力のみで、勝利を摑つかむ）

　タウーリアとの友好を決めたのはギルなのだから、その西方から兵を借り受けられるというのも、ある種ギル皇子の力であるといえる。

　しかしオルバがこの戦いで得なければならないのは単純な勝利だけではない。オルバが見み据すえているのは目の前のフォルカーではなく、その向こう、帝都ソロンをはじめとしたメフィウス各地にいる諸しよ侯こう諸しよ将しようである。

　いま、この戦いの勝利をもって、彼らを動かさねばならない。

　よみがえったギル皇子が、皇こう帝ていの理不尽な命令に歯向かい、そのよこしまなる企くわだてを、正面から、正義の力で打うち砕くだく。

　いまのオルバがなにより欲しているのはこの事実。だからこそ、奇き襲しゆうや不意打ちではなく、そして他勢力から力を借りることもなく、おのが手勢のみで戦わなくてはならない──、とオルバは胸に決めていたのだ。

「全軍から通達。作戦準備、ととのいましてございます」

　伝令兵がオルバの前で膝ひざをついた。

　腰に剣を入れ、オルバは立ちあがった。

　オーダインはここジョズ砦とりでに、ローグはトリネアのほうに詰めている。すでに別働隊の隊長であるパーシルは移動を開始しており、またギリアムは、突とつ撃げきをしかける際の騎き馬ば隊たいに組み込まれてあって、ここにはいない。

　司令室にはギル近この衛え隊たいの代表としてシークの姿があった。彼に視し線せんで促うながされるまでもなく、

「よし」

　オルバは足もとの頼りなさをごまかすみたいに、両足でしっかと地面を踏みしめながら、前方をにらみ据すえた。

「はじめるぞ」




　　　　２




　フォルカーの軍勢が布陣をはじめたのが、午後に入ってすぐのこと。

　空は鉛なまり色いろ。

　風はややぬるい。

「敵はトリネアに新しい拠点をつくったようだ」

　布陣をととのえている最中、司令部の天幕において、フォルカーは地図を広げて、ユライア、ザースに見せた。

「さて、敵方のこの意図はなんであろう」

「こちらを一方で待ち構え、もう一方からわがほうの側面を突こうというのでありましょう」

　ザースが答えた。戦いくさを前にして、いつも以上に気が張っているのか、目が吊つりあがって、鼻息は荒く、さながら鬼き神しんのごとき形ぎよう相そうである。

「そう」

　フォルカーは重々しく頷うなずきながらも、

「だが、そのように警けい戒かいさせて、こちらの兵を二手にわけさせるのが狙ねらいだということも考えられる」

「ならば」とユライアがいった。「トリネアのほうにはわが空戦部隊を。森ごと焼き払えば、このように急ごしらえの拠点などあっという間に叩たたき潰つぶせましょう」

「もちろん、そう思う。誰だれしもがそう思うだろう。すなわち、敵とて同じことを考えているということだよ」

　フォルカーは急がず、あわてない。むしろのんびりとした口く調ちようである。

　いつ銃弾が飛び込んできてさえおかしくない状況において、フォルカーのその態度は、馬上で剣を振りまわすのとはまた異なった迫力がある。

　激げき情じよう家かのザースも、自信家のユライアも、これに釣り込まれてか、余計な口は挟はさまない。

「ジョズ砦とりでを奪うばったやり口、いかにギル皇こう太たい子しの名を偽いつわる卑劣漢とて、敵もなかなかのものだとおれは見ている」

　フォルカーはゆったりと口にした。

「だから、あえておれは大おお馬ば鹿か者もので、無能な指揮官になろうと思う」

「将しよう軍ぐん、それはどういう意味です」

「本来なら、手傷を負わずに倒せるであろう相手に、わざわざ素す肌はだをさらして、傷を自みずから負おうというのさ。それをもって、相手の出方を窺うかがう」

（この上で、なお出方を窺う？）

　とは誰も口にしなかった。

「まずは、ジョズ砦」

　フォルカー・バランは指を地図上の一点に叩きつけた。

「ここに兵を進める」

「ほう」

　ユライアは頷いたが、フォルカーはそれ以上口にしない。不自然に生じたこの沈ちん黙もくに、若い二人ふたりの将軍は一いつ瞬しゆん戸と惑まどったが、すぐに、ザースが、（あっ）という顔をして、フォルカーのほうを見やった。

「トリネアのほうは？　こちらは、捨て置かれるというのですか」

「そう、ひとまずはね」

　フォルカーはいった。敵は二つの陣を敷しいて、挟きよう撃げきを企たくらんでいる。誰だれの目にもあきらかであり、だからこそ、

（こちらを誘さそっている）

　とフォルカーは見た。

「トリネアにはおそらく機き動どう力りよくのある空戦部隊をおき、防ぼう衛えいにつとめながら、ジョズへの攻撃部隊へ牽けん制せいを出そうとするだろう。だがこれに引き込まれるな。敵はなにかを──少数の兵力で、こちらを打ち破れるなにかを、もくろんでいる。その第一段階として、こちらの兵力をわけさせる手だ。だからまずはあえてジョズのみへ兵を進める。トリネアがどう動き、どれほどの力をジョズ方面へ割さくかによって、おのずと敵全体の動きも見えてこよう」

（確たしかに、これは）

　ザース、ユライアは口には出さず、同じ感想を抱いた。

　フォルカーがもし敵を過大評価しすぎている、つまり敵がただの凡ぼん俗ぞくな指揮官に過ぎぬようなら、この作戦はまさしくただの間抜けのすることだ。兵たちも無む駄だ死じにになる。

　それを十分にわかった上で、フォルカーは、これから自分が『大おお馬ば鹿か者もので、無能』になろうという。

　ギル・メフィウス──すなわちオルバと、フォルカー。

　この両者、初手の差しあいではフォルカーが上まわったことになる。

　本来、『愚おろか者もの』にならなければならないのは、オルバのほうだったからだ。大軍相手に勝てる見込みもない戦いを挑いどもうとしている、と見せかけねばならず、また実際、いままでの彼ならばそれに成功してきたはずだった。

　だが、今回はオルバのほうが相手を見くびった。

　これまでの不利な戦いを勝ち抜いてきたという自負ゆえか、半分以下の兵力しかない相手を必要以上に警けい戒かいする将しようなどいるまいと最初から決めつけていたせいなのか、ともかくも、フォルカー・バランに関する情報が不足していた。

　作戦が失敗した場合に備そなえての予備兵力や新たな計画が用意できるほどに余力がないオルバ側にしてみれば、この初手のミスは、あるいは戦いくさそのものの趨すう勢せいをすでに決しかねないほどのものといえた。

　フォルカーは地図から指を離はなして、ザース・シディウスを見た。

「危険な任務になる。そのほうに任せてよいか」

　ザースは身み震ぶるいした。決して恐れからくる震えでなかったのは、甲かつ冑ちゆうの胸を叩たたいた仕し草ぐさからもあきらかだ。

「わたしが戦場で首を横に振るのは」ザースが獰どう猛もうな笑え顔がおを浮かべた。「剣がまだ赤く染そまっておらぬのに撤てつ退たいの指図を受けたときだけです」




　作戦も決定し、布陣も完了して、あとは『進軍』の合図を待つばかりとなった。

　空は黒く搔かき曇くもったかと思うと、雲の切れ端はしから時折さっと強い陽ひが射さして、戦場となるであろうトリネアの森周辺を明るく照らしもする。

　フォルカーは定じよう石せきどおりに本陣を丘きゆう陵りようの高い位置に据すえた。

　それを守るのが四百もの黒くろ鉄がねの剣つるぎ団だんであり、また、ウォルト大隊長率いる百余名の歩兵である。

　いうまでもなく、ジョズ砦とりでの守しゆ将しようであった男だ。それが見事なまでに騙だまされて砦を奪うばわれたものだから、周辺ではいい笑い者になっている。しかしウォルトも、いつまでもおのが身を恥はじて引きこもっている種類の男ではない。

「わたくしをどうか前ぜん線せんにお送りください」

　フォルカーの前に膝ひざをついて懇こん願がんした。

　司令官であるフォルカーはその心意気を買いはしたが、もとより数に利する身、いまさら別の隊を作戦に組み込む必要性も感じず、本陣の守備のみを命じた。

　ウォルトはいかにも不服だったが、立場上受け入れざるを得ない。もっとも、

（好こう機きがあれば）

　自分の顔に泥を塗ぬった、あの皇こう太たい子しの偽にせ者もの、もしくはパーシルとかいう剣士に単たん騎きでも撃うちかかってやろう、くらいのことは考えている。

（しかし）

　ウォルトは熱あつい敵てき愾がい心しんとともに、ぶ厚い胸甲の奥には拭ぬぐい去れぬ迷いをも抱いている。

　トリネアで一騎打ちをした敵の名がパーシルだということは、その素す性じようも含めて、あとで部下から聞いた。

　ソロンで建国祭がおこなわれていたのは、ウォルトがこの砦に移る準備に追われていたころだから、彼はかつて自分が優ゆう勝しようした剣けん闘とう大会で今こ年としは誰だれが優勝したかということも、またその顚てん末まつもほとんど知らなかったのである。

　聞けば、パーシルというのは大会での準優勝者でありながら、メフィウスに謀む反ほんを企たくらんだ大罪人であるともいう。だというのに、皇太子はそのパーシルをはじめとした奴ど隷れいたちを部下として傘さん下かに加えている。

　あるいは、いまだにメフィウスに恨うらみを持つパーシルが、志こころざしを同じくする人間たちと結託して皇太子を亡き者とし、その代わりに偽者を立ててメフィウスの乗っ取りを企くわだてた──と想像することもできる。

（しかし、あの男、本当に、ただの偽者なのか）

　ウォルトは、左右に膨ふくれあがった顔ごと首をひねった。

　なんとも堂々とした立たち居い振ふる舞まいだった。命を取れるはずのウォルトを見み逃のがし、

「おれとの勝負が望みなら、フォルカーの戦線に加えてもらうがいい」

　などといい放った。

（なら、いいだろう）

　ウォルトは、長々と煩はん悶もんしていられるタイプでもなかった。

　わからぬことがあるなら、この目で、この剣で、確たしかめる。

　そういう意味も込めて、必ずや、あの皇こう太たい子しを名乗る男と剣を交えねば、とウォルトは胸に期していた。




　こうして、太鼓の音が鳴りひびくとともに、まずはザース・シディウスの火か炎えん槍そう団だん、六百の部隊が前へと出た。

　大半が歩兵であるが、銃を捧ささげ持った兵も二百ほどが配されている。車しや輪りんつきの砲を二門、馬に引かせていくその上空では、十二機きの飛ひ空くう艇ていが飛んでいた。

　六百の本隊のさらに前面には、二百の軍勢が先頭を切って進んでいる。甲かつ冑ちゆうも銃もなく、見た目はいかにもみすぼらしい。いわゆる戦場奴ど隷れいたちであった。シディウス家の伝統的ともいえる戦い方で、彼らはいわば人間の盾たてであり、シディウス家の軍勢はこれを常に前面に押し出しながら行軍する。

　いかにも卑劣な戦法のようだが、ザースも、そしてその父も、彼ら奴隷の心を掌しよう握あくするのが上う手まかった。

　ひとりの奴隷を戦場で投入するのは、必ず一回きり。生きのびたら、自由の身にさせる。もちろん本人が望めば正式な兵として取り立てる。死ぬ可能性のほうがはるかに高いのは確たしかだが、

（この一回を生き抜けば）

　という思いが、奴隷たちを戦いくさの鬼おにに変える。そうした気迫の力は、時に、長年鍛たん錬れんを積つんだ兵たちをも凌りよう駕がするものがあった。

　彼らは槍やりを掲げ、蛮ばん刀とうを振りまわしながら、ざっざ、ざっざ、と足音も荒々しい行進をつづけた。

「急ぎすぎるな」

　馬の上からザースが伝令を飛ばした。

「敵におびえさせる時間をたっぷりくれてやるつもりで歩け」

　ジョズ砦とりでが目視できる距きよ離りまで近づいたとき、どかんと空気が鳴り響ひびいた。

　砦からの第一いつ射しやである。

　地面に着弾した砲弾が、土砂と破片をまき散らして四散する。距離はまだ遠いが、ザースの馬が前まえ脚あしを振りあげていなないた。それを力ずくで制御しながら、

「いけ、いけ、いけ」

　とザースは怒ど鳴なった。隊列の左右に外れた位置へ、砲を移動させて応射させる。固定式でないから精度は低いが、敵砲の狙ねらいを逸そらせる意味あいもあった。

　互いの初動が砲声となって飛とび交かうなか、フォルカーはザースの隊から伝令をひっきりなしに送らせている。

「そうか、まだ動かんか」

　ジョズ砦とりで側が引き込んだまま動かないのは、まず想定内。しかし、側面を突くのに適した場所までザース隊が移動しても、トリネア側からはまったく動きがない。

　一方──、やはり伝令が間もおかず駆かけ込んでくる、ジョズ砦内。

　ザースの歩兵隊が砲を撃うち返しながらじょじょに接近してくるのに、敵はそのほかに動きを見せない、という報告を耳にして、オルバは、

（フォルカー・バランといったか）

　いまになってはじめて敵てき将しようの名を強く胸に意い識しきした。

　国境近くに西方軍が姿をあらわした以上、急いでこちらを平らげねばならぬ立場だというのに、フォルカーなる司令官は見事なまでに落ち着き払っている。

　おまけに、犠ぎ牲せいは覚悟の上でこちらの出方を探る作戦に出た。大胆不敵の度あいでいうなら、フォルカーもオルバに引けは取るまい。

　いま、動かせる兵力はトリネアにはない。いや、あるにはあるが、それを解き放つにはいまのタイミングであってはならない。こちらの予想どおり、もし敵が二面攻こう撃げきをしかけてくれば、それを持ちこたえるだけの銃兵こそ用意してはあっても、ザース隊の突進を横あいから妨げる方法がないのである。

（やりやがったな）

　ジョズ砦は敵を引き込む囮おとりのひとつだ。被害が出るのも作戦のうちだったが、別働隊の移動が完了するまでは、たとえ兵がひとりになり、銃一丁しか手もとに残っていない状況に追い込まれようとも、あらゆる手段を用いて死守せねばならない地でもある。

（読まれる）

　オルバは、急いでトリネアへの伝令を命じた。

　飛ひ空くう艇ていを数すう機き、こちらに飛ばしてほしいという要よう請せいである。ザース隊の側面を突くことで敵部隊を誘ゆう導どうするのが手であったが、欲をいえば、伝令を送るまでもなく、トリネアにはすでに動いておいてほしかった。

　連携が上う手まくいっていない証あかしである。

　兵を分散させるのが昔から愚ぐ策さくというのは、連携が完かん璧ぺきなまでに上手くいって、あたかも全体がひとりの人間であるかのように振ふる舞まうことができなければ、ただ少数の兵が散っているのと同じことになるからだ。

　ローグ、オーダインは皇おう子じの心意気に同どう調ちようした同志であっても、昔からともに作戦行動を取ってきた仲ではない。

　ザース隊はいよいよジョズ砦とりでを目前にしていた。先発の飛ひ空くう艇てい隊たいがまずは一いち撃げき離り脱だつの方法で切り込んで、敵の火か線せんを誘さそった上で、奴ど隷れい隊たいが突撃をしかける。

　もちろんジョズ砦からの射撃は凄すさまじい。銃弾が雨あられと降り注ぐ。奴隷たちの身体からだに次々と穴が穿うがたれ、砦前方の丘きゆう陵りように次々と死肉が積つみあがっていった。

　ザースは小隊ごとに散開を命じて銃兵に反撃させながら、これ見よがしにシディウス家の旗をくくりつけた馬を右へ左へと飛ばしながら怒ど号ごうした。

「恐れるな。見ろ、おれにはかすりもしていない。しょせん敵は偽にせ者ものなどを担ぎあげた卑ひ怯きよう者ものの集団だ。そんな奴やつらの放つ弾たまなど、武人として気力を充じゆう溢いつさせておれば届こうはずがない」

　若さに似あわぬ、実に堂々とした大たい将しようぶりである。

　銃戦が繰くりひろげられるさなか、東のトリネアから飛空艇が駆かけつけていたが、ザースはそれに対してもすばやく対応し、自軍の飛空艇隊に迎撃を命じた。

　空中でも戦端が開かれたころあい、

「やはり、こちらを引き込む手だな」

　本陣ではフォルカーが断言していた。

　攻撃側を二手にわかれさせ、それを引き込んだ上で徹てつ底てい防戦するのが敵の手だ。

（時間を稼かせいで、西方からこちらの背後を突かせるつもりか？）

　司令部となった天幕の外、戦況を記した地図を前にフォルカーは頭を悩ませる。

（いや、もしそう思わせる策であったら？　こちらは西方を気にするあまりに、短期決戦を望もうとするだろう。その隙すきを突いて──）

　フォルカー・バランの頭にひらめくものがあった。

（別働隊がある）

　その可能性に気づいたのである。

　兵を二手に釣った上で、別働隊を動かしてこちらの本陣を襲おそわせる手だ。

（読めた）

　フォルカーがメフィウス軍人には珍しく粘ねばり腰ごしで知られるのは、ただ単に撤てつ退たい戦せんを得え手てとしているからではない。

　彼はいわばオルバと似たタイプであり、戦う前に敵の情報をでき得る限り集めることでも知られていた。

　今回はその情報に乏しく、だからこそ犠ぎ牲せいを前提とした上で網あみを張った。

　いざその情報が得られたとあれば、フォルカー・バランにもはや迷いはない。

「ユライアに伝令。トリネア側にしかけよ。そこを焼き払った上で、ザースと合流。地上部隊の突撃を援えん護ごせよ」

　フォルカーが前もって読んでいたとおり、急造の砦にはおそらく空戦力がひそんでいる。わずか数日で敵の突撃を喰くい止められるような防御施設ができるはずもないから、せめて飛空部隊を隠かくしておいて、敵を引き込んだらそれで撹かく乱らんする手立てであろう。

　それと同時に、フォルカーは自みずからの黒くろ鉄がねの剣つるぎ団だんには本陣の守りを徹てつ底ていさせた。

　前ぜん線せんにいつでも投入できるようにやや前がかりに配してあった部隊をも後方に引かせ、二重、三重の防ぼう衛えい線せんを築きずいた。そして、

「敵の突とつ撃げき隊たいが迫っているかもしれん」

　と、飛ひ空くう艇てい、そして騎き馬ばの小隊を各おの々おの二つほど割さいて、四辺の偵察を命じた。

　遠くからは、砲撃、銃撃の音が絶たえ間ない。

　一方、

「むっ」

　時同じくして、敵本陣にじりじりと接近しつつあったパーシル隊。

　木こ立だちを縫ぬうように進んでいた彼らだったが、ふと、自分たちの方角に魔素エーテルエンジンの音が近づいてくるのを察して、パーシルは全員に馬からおりるよう命じた。

　まだ距きよ離りはあるが、確たしかに木々の上を飛空艇が舞まっている。このまま接近をつづければ、ほどなくして発見されてしまうだろう。

（気づかれたか）

　パーシルもさすがにその表情に緊きん迫ぱくの色をよぎらせた。

　ここはいったん後方へ退かざるを得ない。合図を出し、いま来た道を逆へと辿たどりはじめた。
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　また新たな兵が駆かけ込んできた。別働隊からの伝令だ。

　本陣の守りを固められたために、パーシルが身動き取れぬ状況にあるらしい。

　オルバは表向き無表情をよそおいながらも、拳こぶしを強く握りしめており、腕の筋肉が平素の倍近くも盛りあがっている。

　さらに、ユライアの船団がトリネアのほうへと前進を開始した。旗き艦かんも含めて、四隻せきの巡洋船である。それぞれ六機きずつの飛空艇を体内に吞のみながら、周辺をさらに三機ずつの編へん隊たいに守らせている。指揮官のユライア・マッターは翼よく竜りゆう士し官かんのなかでも若手だ。大艦巨砲主義はもう古いと見ていた。少なくとも攻撃側に立つ際においては、空の機動力を存分に活いかしたほうがいいと考えている。

　船団が接近しても、トリネアに目立った動きは見られない。

（ろくに砲さえないのではないか）

　ユライアは旗艦艦橋でそう考えると、味方の巡洋船を一隻、先行させた。案あんの定じよう、砲の射程距離に入っても、敵からの動きはない。

　ユライアは巡洋船に砲撃を命じた。

　木々もろとも地面が盛りあがって、櫓やぐらのひとつが吹ふっ飛んだ。

　と、急ごしらえの柵さくの向こう側から、敵飛ひ空くう艇ていが数すう機き、あわてたように飛び出してきた。

「ほう、いぶり出されたな」

　定じよう石せきどおり、いったんは船の位置を後方にさげながらもユライアがほくそ笑えむ。巣に松たい明まつを突っこんで、厄やつ介かいな虫たちを追い払うのに似た手だ。

　しかし『巣』というにはトリネア砦とりではいささか脆ぜい弱じやくに過ぎた。飛び立った飛空艇など十機にもならない。

　空中戦がほどなくしてはじまったが、勢いは最初からユライア側にあった。

　数ばかりが原因ではない。戦法という面においても、ユライアと敵側とでは雲うん泥でいの差があった。

「ふ」

　双そう眼がん鏡きようで外を観かん察さつしていたユライアの口から、侮ぶ蔑べつの笑みがこぼれるほどである。

　敵の飛空戦力を率いるのは暁ぎよう光こう翼よく団だん将しよう軍ぐんローグ・サイアンであろう。彼は確たしかに経けい験けん豊かな将であるが、飛空艇を用いた戦術に関しては、士官学校で最新のものを学んだユライアのほうにむしろ一いち日じつの長がある。

　敵は騎き馬ば兵へいよろしく突とつ撃げきをかけては、旋回し、また体勢を立てなおして同じことを繰くりかえすだけだ。しかしメフィウスは対ガーベラ戦を経験することで、飛空艇の運用に長たけた敵の技術を学んだ。士官学校ではその最新のものを伝えている。

　飛空艇には必ず三機編へん成せいで小隊を組ませ、空中戦においては一機が敵を誘さそい出した隙すきに、残り二機が敵後方につく。それが基本だとユライアは叩たたき込まれている。

　そしてユライアの部下たちも、彼同様若い。この戦法を柔軟に取り入れていた。

　対するローグの飛空艇隊はまったくこの戦法に歯が立たない。ばらばらに逃げ散るのがやっとで、ユライア側の艇は一機たりとて撃げき墜ついされなかった。

　このぶんなら、すぐさま飛空艇隊による爆ばく撃げきを開始できよう。それでさらに防ぼう衛えい線せんが崩くずれてくれれば、船を接近させてふたたび砲撃も加えられる。急造の砦などは木こっ端ぱ微み塵じんだ。

　一方、

「殿でん下か」

　トリネア砦での攻防戦がはじまっても、オルバは拳こぶしを握りしめた姿勢のままだった。

　シークがさっきから何度も呼びかけているのだが、答えない。

「殿下！」

「なんだ」

　やっと、シークのほうを振り向いた。

「トリネアは落ちます。あれを使うにしても、敵の地上部隊をひきつけられなかった以上、パーシル隊は依然動けない。ここは──」

「ここは？」

「作戦より早い段階で、われわれ自身が打って出るべきかと。トリネアのあれと時じ機きをあわせられれば、敵てき前ぜん線せんに多大な動どう揺ようを招けましょう」

　ジョズ砦とりでにはザース・シディウス軍がなお迫っている。銃火を交えているうちに、いよいよ本格的に砲を据すえはじめた。

（駄だ目めだ）

　心の内側だけでオルバは叫んでいた。

　確たしかに、犠ぎ牲せいを覚悟で打って出るのは作戦のうちだ。ただしそれはもっと敵を引き込み、パーシル隊がほどなくして敵陣に突入できる、というタイミングでなければならなかった。

　パーシルの別働隊から狼煙のろしがあがっていない以上、まだ彼らは突とつ撃げきできる状態にない。いまの段階で打って出たとして、果たして突撃隊がどれほど持ちこたえられるか。

「殿でん下か、われわれは決断できております」

　オーダインもいうのだが、オルバにはその『決断』とやらが死地への道としか思えない。

（まだあるはずだ）

　という思いが、オルバの胸にはある。

　たくさんの命を道づれにした特攻、などではなく、戦局を立てなおせるなにかが。

　しかしそのころには、あっという間に空の防ぼう衛えい線せんを突破したユライア側の飛ひ空くう艇てい隊たいが、トリネア砦に肉にく薄はくしていた。

　すぐさま爆ばく撃げきをかけようというのではなく、上空から情報を得るためである。そして彼らが持ち帰った知らせは、ユライアの嘲ちよう笑しようをさらに深くするものだった。

　急いで植えつけたと思われる鹿ろく砦さいの向こうにあったのは、旧型の砲一門とわずかばかりの銃兵たちばかりで、あとは木々の枝を山と積つんでいるだけだという。

「なるほど、兵を引き込んだ上で火を放つつもりであったな」

　枝葉は、砦を築きずく際に出たものを集めたものだろう。

「ならば敵の手間を省いてやろう。第五小隊に通達、トリネアの砦を爆撃せよ。第三、第四がこれの護ご衛えいに当たれ。残りは敵飛空艇を空から追い払ってしまえ」

　これでもまだ、ユライアはすべての艇を出さずにいた。ローグ・サイアンの旗き艦かん、またジョズ砦にて奪うばわれたはずの船がいまだ戦場に出てきていないため、いざというときに備そなえて残してある。しかし上空には姿が見えない。

　アプターの守りを固めているか、兵員を逃がすためにジョズ砦の後方に待機しているか、いずれにせよ、トリネアを守るために駆かけつけようとも時機はとうに逸いつしていた。空戦力の運用においても敵は一歩遅れていると断言してよさそうだ。

　第五小隊がトリネア上空で火か薬やく弾だんを落としはじめた。

　旋回と爆撃を何度も繰くりかえすまでもなく、乾いた枝にあっという間に火が燃もえひろがって、トリネア砦とりではじきに赤々とした炎に包まれた。

　砦兵たちは砲をも捨てて、蜘く蛛もの子を散らすみたいに逃げはじめる。ローグ側の飛ひ空くう艇ていもすでにこの空域からは脱していた。

「トリネアは落としたぞ。よし、シディウス将軍の突入を援えん護ごする。回頭せよ」

　ユライア・マッターは叫んでいた。時同じくして、

「殿でん下か！」

　ジョズ砦の司令室でシークがやはり大声を張りあげていた。

「こちらが不利なのは最初からわかった上でのこと。トリネアからあれを出し、われわれも突とつ撃げきいたしましょう。敵はいまこそ──そう、いまこそ油ゆ断だんしているはず。途と中ちゆうでパーシル隊と合流できれば、敵本陣に迫ることもできるやもしれません」

　青い顔をしながらも、シークは腹の底から声を出している。オルバは横目でにらみつけた。

「おまえが口出しすることじゃない。なにもわかっていないのだから黙だまっていろ」

「いいえ」

　シークの眼がん光こうはひるまない。

　彼にも、オルバと同じくらい、いやあるいはそれ以上に強い悔かい恨こんの念があった。

　オルバの様よう子すが普ふ段だんとちがっていたことはわかっていた。もっと深く追及し、もっと適切に、彼を平常心へと導みちびくべきだった。

　策が失敗しただけならいざ知らず、いまのオルバはあきらかに──、

「なにを恐れているのです、殿下」

　シークはついにそう口にした。

「恐れてなど」

　オルバが席を蹴けって立ちあがった。

　激はげしい葛かつ藤とうが突然消きえ失うせ、代わりに、それ以上に強い感情が恐るべき速度でオルバの脳のう裏りを満たした。

「そうまでして特攻をかけたいか。なら──」

　そうしてやる、といいきろうとした。このとき、

（なにを恐れておいでです？）

　ビリーナの言葉が記き憶おくのなかからよみがえり、シークの声とともに反はん響きようをもってオルバの胸を打うち据すえなければ。

　はっとオルバは口ごもった。

（恐れている）

（おれは、恐れているのか）

　改まって自問したとき、胸を満たしかけていた熱あつい奔ほん流りゆうもまた唐とう突とつに消えた。代わりにこみあげてきたのは、震ふるえが来るほどに冷たい感情だった。

　脳のう裏りに、剣を振るって戦う自分の姿が思い浮かんだ。

　剣が、槍やりが、斧おのが、そして銃弾が、敵のあげる恐ろしげな唸うなりとともに殺到してくる光景がつづいた。

　青白い肌をした、正体不明の手に心しん臓ぞうをつかまれたような思いがして、オルバは立ちすくんだ。

　蛮ばん声せい轟とどろかせる空、砲声をこだまとなって返してくる山、死人の血を吸って赤く染そまった森、それらすべてが激はげしく揺ゆらめいたかと思うと、中天に輝かがやく太陽をも巻まき添ぞえにして、音もなく砕くだけ散った。

　それが、

（死）

　ということであった。

　そしてそれを思ったとき、オルバははじめて自分が恐れていることに気づいた。

　戦うのが、怖い。

　死ぬのが、恐ろしくてたまらない。

　オルバがはじめて抱く感情だった。であればこそ、その正体も長いことつかめずにいたのだ。

「──」

　いくつもの死地を経けい験けんしてきたオルバだった。死んでたまるか、とその都つ度ど思った。

　復ふく讐しゆうという目的をかなえるために、なんとしてでも生き抜かねばならなかった。

　いいかえるなら、たとえ道半ばで倒れて命を失ったとて、己おのれひとりの願ねがいが砕くだかれるまでのことだった。

　いまはちがう。

　いまは、目的のために死ねないのではなく、ただ、

（死んではならない）

　という思いがある。

（もし、おれがいまここで倒れれば）

　オルバの視し線せんは無む意い識しきのうちに、司令部に集つどった人々を、そして実際にその目で見えたわけではなかったが、息をひそませて時じ機きを待っているであろうローグやギリアム、銃を射いかけて戦っている兵たちの姿を、心の目で見わたしていた。

　故国を裏切って、メフィウスそのものと戦うことになるかも知れぬというのに、決死の覚悟でついてきてくれた人々だ。

　ローグやオーダインは、ソロンに残してきた家族がいつ皇こう帝ていに処刑されてしまうかもわからぬなか、ギル皇おう子じについてきてくれた。

（もしおれが）

　屍しかばねをさらせば、背中の烙らく印いんも見られてしまう。

　内乱を起こしたギル・メフィウスは偽にせ者ものであり、それどころか奴ど隷れい出身者であると暴あばかれる。皇こう太たい子しに瓜うり二ふたつであったことを利用して、メフィウスを乗っ取ろうと身分不相応の野心を抱いた、愚おろか者ものの大罪人ということにされてしまうであろう。

　また、ローグ、オーダインも、その陰いん謀ぼうに加担して、あわよくば重臣の座を得ようとした卑ひ劣れつ漢かんに仕立てあげられるのは目に見えていた。

　つまりは、メフィウスの未来を思い、多くの犠ぎ牲せいを支払ってでも戦おうとした義ぎ俠きようたちが、卑劣な賊ぞく軍ぐんとして捕らえられて命を失うばかりか、未み来らい永えい劫ごうその名を貶おとしめられるということだ。

　復ふく讐しゆうのために戦ってきたときとはわけがちがう。あれは、オルバ個人の戦いであった。

　そして西方でガルダを討うつために戦ってきたときとも、意味が異なる。あれは、『アークスの戦いくさ』だった。

　勝利も敗北も名めい誉よも未来も、なにもかもアークス・バズガンが負っていた。

　いまはオルバひとりが負う立場だった。いま戦場に積つみあげられていく屍しかばねの数々、その命のひとつひとつさえも。

（おれに、それを負う資格など）

　こうして、ただひとつの戦でさえ、少年オルバにはめまいがするほどの重みがあった。

　ならば、それ以上の『国家』を背負う人間とは、いかなるものなのか。

　オルバの砦とりでに迫り来るザース、トリネアを爆ばく撃げきしたユライア、その後方で指揮を執とるフォルカー、そしてそのさらに背後から糸を引いている、メフィウス皇帝グール。

　いまや、グールの影かげが巨人のようになって、オルバの眼がん前ぜんに立ちはだかっていた。

　巨人の見えざる黒い腕がのびてきて、オルバの胸を一撃した。

　鍛きたえあげたと自負した胸板は赤あか子ごのように薄うすく、衝しよう撃げきがもろに来た。

　オルバはふらふらとよろめき、いま立ちあがったばかりの椅い子すへと座り込んでしまった。

「で、殿でん下か」

「どうなさったのです、殿下！」

　ほどなくして、微び震しんが司令部を見み舞まった。

　敵の砲弾が砦の外門を打うち砕くだいたのだ。

　歩兵たちが鬨ときの声をあげながら侵入を開始した。

　これを待ち構えていたオーダインの配下が、階段の上から、回廊から、柱の陰から、銃弾をいっせいに放った。最初から敵を引き込む計画だったから、伏ふく兵へいの準備は万端である。

　ただしザース・シディウスは、戦場奴隷たちに最初の突入を命じていた。瞬またたく間まに血ち煙けむりが立ちのぼる。奴隷たちの死体を踏みつけるようにして、ザースの銃兵部隊がつづいた。こちらも銃で応戦を開始。

　ジョズ砦とりで内ないは、あっというまに銃火のひびきと硝しよう煙えんとで満ち満ちた。










　八章　トリネアの戦い（後編）
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「殿でん下か」

「殿下！」

　呼びかける声の数々が、自分に対してのものだと、しばしのあいだオルバは気づきもしなかった。

　心身を凍いてつかせるほどの恐怖は、彼が苦労をして、努力をしながら維い持じしてきた『仮面』の存在を忘れさせるほどのものだったが、それだけに、

「オルバ」

　耳もとでそっと囁ささやかれた声だけが、脳を鉄で貫かれたかのごとき衝しよう撃げきをもってひびいた。

　シークだ。

　オルバがぎょっとしたような目で、つきあいの長い──といっていいだろう、互いに明あ日すをも知れぬ環かん境きよう下かにあった剣けん闘とう士しだ──男を見やる。

　シークは薄うすく笑って身を引いた。

「あなたのことは、承知しているつもりです、殿下」

（きみのことは、わかるつもりさ）

　こんな状況にあって、シークの悪戯いたずらっぽい目は、その内心の弁をオルバにのみ伝えているかのようだ。

「あなたは、お優やさしい方だ。われわれの命を案じておられる」

（愚おろかしいまでにね）

　銃声と、微び震しんとがつづく。

　砦とりでの天てん井じようがいつ崩くずれ落ちて頭上から降り注いでくるかもわからぬなか、その場にいた隊長格やオーダインが無言のままに見守るなか、

「ザース・シディウスなどは奴ど隷れいを盾たてにしているようだが、しかし聞けば、奴隷たちは自由と引ひき換かえに自みずから志し願がんしてこの戦場に立ったという。自由と、命を買うためとあれば、彼らは喜んで死地へと向かいましょう。われわれももちろん同じです」

（オルバ、きみとてそうであったように）

「われわれは、命をあなたに預けました。代価として得られるのは、メフィウスの輝かがやかしい未来。皆、心同じくしているのです」

「──」

「殿でん下かはわれわれを人形だとお思いか。多少愛着のある人形だから、壊こわすのも忍びないとお思いか。無礼ながら、それはあまりにわれわれを蔑さげすみすぎておられる。将しよう軍ぐんにも、兵士にも、そして奴ど隷れいとても心はある。自分の頭で考えることができるし、自分の心で未来を選せん択たくすることもできる。われわれは見知らぬ誰だれかに死ぬことを強要されない代わりに、誰かに命の使いどころを心配されるいわれもない」

　このとき、シークはふたたびオルバのもとに詰め寄ると、その腰に手をのばしていた。

　しゃらっと音を立てて引き抜いたのは、腰にあった小剣。その剣先を、シークは自みずからの白い喉のどに当てた。

　オルバが目を剝むくその前で、

「死ね」

　といった。

　皆がはっと息を吞のむなかにあって、シークは、

「さあ死ね、死んでこい。──ただ、殿下は命じればよいのです」薄うすく笑って、つづけた。「われわれはあなたさまの望む未来と、自分たちが理想とする未来とをすでに重ねあわせております。いうなれば、われらは、あなたの命令で死ぬ未来を選えらび取った。だから、なにも恐れることなどございません。どうぞ、われらの命を存分にお使いくださいませ」

　ただの偶然だったか、シークが意図したものであったか、その刀身に刻まれた『オルバ』の刻印が、司令部内のわずかばかりの灯あかりを集めて光を放つかのようだった。

　オルバの脳のう裏りにこのとき浮かんだのは、当然その剣を贈おくってくれた、兄ロアンの姿である。

　ただし、オルバ自身は見たことのないはずの光景であった。

　アプター砦とりでで、味方を鼓こ舞ぶしながら戦っているその姿。似あわない甲かつ冑ちゆう姿すがたで、重そうに剣を振るいながらも、彼は、必死に生き抜こうとしていた。

　ソダンというアプターの鍛か冶じ師しに聞かされた、兄の最さい期ごである。

　すでに砦を、そして部下たちを見捨てて逃亡していた上官を最後まで信じて、ロアンは仲間に檄げきを送りながら砦を守ろうとしていた。

（信じて）

　オルバは額ひたいに強い痛みを覚えた。

　仮面の欠片かけらが喰くい込んだその痕あとが、熱ねつを放っている。

（ロアンは、信じていた）

　アプターを死守するよう兵たちに命じながら、守将であったオーバリーは彼らを見捨てて、ばかりか、せめてもの時間稼かせぎに使って、遁とん走そうした。

　計り知れない怒りを抱いたオルバだったが、

（いまのおれとて、同じことだ）

　信頼を裏切るという意味においては。

　名もなき兵たちにオルバは哀あわれみを覚えたことがある。名もなき兵たちを戦わせることに後ろめたさを覚えたこともある。

　だが、もし兵を気き遣づかうあまりにみすみす勝利を失うようなことがあったとしたら、それこそ本当の裏切りではないのか。

　自身、傭よう兵へいとして剣を振るったときのことが思い出されてくる。

　アークス・バズガンが、あるいは直接の上官となったダンカンなりスルールなりが、オルバ自身を含んだ兵たちを過剰に気遣い、その命を守ろうとするあまりに味方が壊かい滅めつ状態にさせられそうになったならば。

（おれは、その上官を討うつだろう）

　剣が放つ、ほんのかすかな輝かがやきが、いまやオルバの目を白しら々じらと照らしていた。

　名もなき兵たちは命を自分でない何者かに預けて戦い、その勝利をもって命を買い戻す。

　その、自分でない何者かとは、すなわち、生死の境目が限りなく薄うすい戦場において、彼らが最初から最後まで信じねばならないのは、彼らを鼓こ舞ぶして戦場に送り出す指揮官その人である。

　ほかの誰だれでもない。

（おれだ。これは、おれの戦いくさだから）

　ひときわ強く、砦とりで全体が揺ゆさぶられた。

　まるでそれと時じ機きをあわせるがごとく、オルバはふたたび立ちあがっていた。

　力任せに、シークの手から小剣を奪うばい取ると、それを腰に戻す。

「まるでおまえは、おれの教育係のようだな、シーク」

「殿でん下かは、そういった方に恵まれておられなかったように見受けられます」

　天てん井じようから埃ほこりが降り注ぐなかにあって、それに構わずオルバは大口を開あけて笑った。

「父が、父であったからな」

　そういって、司令部内の皆を見わたす。皆、笑ってよいものかどうか、当とう惑わくした顔だ。

　すぐさまオルバは真顔に戻って、

「ならば、死ね」

　と叫んだ。
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　顔面をいきなり殴りつけられたかのようになった人々を、オルバはもう一度視界に順じゆん繰ぐりおさめながら、

「おれのためにか、メフィウスのためにか、歴史に名を残すためか、もしくはもっとよい禄ろくを得るためにか──、なんでも構わん。同じ勝利を期するものならば、死ね。死んでこい」

　シークが深々と頭を垂たれると、オルバは「兵たちに号令を」と鋭するどくいった。

「われわれも移動するぞ。一秒たりとて遅れるな」

「は」

「ははっ」

　オーダインをはじめとした諸隊長が頷うなずき、それから前もって決めていたとおりに動きはじめる。

　そのきびきびした動きを見やりながら、オルバはつとめて短い間隔で呼吸を繰くりかえして、自みずからを落ち着かせようとしていた。剣けん闘とう士し時代、狭せまい壁かべに仕切られた控えの間で同じことをしていた覚えがある。

　一歩外に出れば、そこは焼けつくような陽ひ射ざしに、大地を揺ゆるがさんばかりの大歓声、そしてオルバを殺してやろうとてぐすね引いている敵が待ち受けていた。

　皇こう太たい子しと奴ど隷れい、立場こそ天地ほどの差があっても、状況はそのときとさほど変わらない。

　ただ一点異なるものがあるとするなら、それはオルバ自身の内面にひそんでいる。

　ずっと、正体さえわからぬまま胸に抱きつづけていた『恐怖』という感情は、いまだ肌身に染しみついたようになって離はなれない。

　オルバの命はもはや彼ひとりのためのものではなかった。

　そう認にん識しきしている以上、戦いに際したとき、この恐怖が消え去ることなどはもはやあり得ぬのだろう。

（ならば）

　振り払おうと無む駄だにあがくよりも、飼いならしていくほうが賢けん明めいだ。その方法をこれから模索していかねばなるまい。

（おれはまだ赤あか子ごのようだな）

　ちらりとオルバはそんなことをも思っていた。

　剣の扱いに多少は慣なれたかと思えばそれをあっさり上まわる者に立ちはだかられて、そして指揮官として少なからず戦功をあげたかと思えば、また一から学びなおさねばならぬ必要に駆かられている。

　青白い顔をしながら準備を急いでいるシークへと視し線せんを移す。

（なるほど。おまえから学ぶことも、まだまだあったようだ）

　オルバは、ともすれば震ふるえそうになる腕を、拳こぶしをしっかと握りしめることで抑おさえつけながら、この場にいる全員、そしてこの場にはいなくともともに同じ未来を期して戦うすべての男たちに向かって、

（皆の命を、おれに預けてくれ）

　無言のうちにそう呼びかけていた。




　激はげしい銃戦はなおもつづいていた。

　最初こそ伏ふく兵へいの銃じゆう撃げきにばたばたと倒れたザースの部隊であったが、こちらも犠ぎ牲せいは覚悟の上での突入戦である。

　銃の援えん護ごを受けながら歩兵がなおも前進をつづけると、敵は数の少なさもあって、次第次第にその場で持ちこたえられなくなってきた。

　ついには内門をも砕くだいて、ザース側の歩兵が階段を駆けあがり、回廊沿いに配してあった伏兵へいに殺到するまでになった。

　と、砦とりで側の兵たちは見事なまでに足並みを揃そろえて逃走を開始した。

　オルバからの合図が下されたのであるが、押しに押しているザース・シディウスは気づかない。

「逃げる兵に構うな」ザースは、父から譲ゆずられた角つのつきの兜かぶとの下で怒ど鳴なった。「砦内の要所を手早く押さえろ。いけ、いけ、いけ」

　後世の歴史家にいわれるところの、ギルが得意とする『逃げの連携』である。

　ギルは、史実として伝えられるその功こう績せきや人格からは想像されがたいのだが、攻めよりもむしろ守りのほうに抜群の上う手まさを見せた。

　守備側のほうが、地形を利用したり、兵を伏せておいたりという策が巡めぐらせやすいということもあったろう。

　ことに小さな城や砦を拠点とした防ぼう衛えい戦せん、機き動どう戦せんは、ギルのもっとも得意とするところであり、ギル・メフィウスはそこで逃げるように見せかけて敵を釣る手段に長たけている、とのちの歴史家、軍学者たちは口を揃そろえた。なにより、時機を見る『目』に優すぐれていたというのだ。

　いや、シークが以前ゴーウェンにいった言葉になぞらえるなら、それは『目』というより『鼻』に近いものだろうか。

　彼は、戦場での空気を敏感に嗅かぎわける。

　味方や敵の勢い、士気、殺さつ気き、慢まん心しん、緊きん張ちよう感かん──、状況ごとに変わる空気を嗅ぎ取っては、彼自みずからが次の『状況』を生み出すために動き出すことができる。

　それはあるいは、生まれ持った指揮官としての才能というよりも、一兵卒としても戦場に立ったことのある経けい験けんがはぐくんだものかもしれない。

　敵兵が完全に引き払ったと見て、ザースは部下の兵を砦とりでの上層部に走らせた。シディウス家の家か紋もんの入った旗を翻ひるがえそうとしたのである。

　だがこのとき、足もとをすくわれた。

　砦がその巨体を身み震ぶるいさせている。壁かべにひびが入るのを、ザースは目まの当あたりにした。

「何事だ！」

　自分の部下がへまをして、まだ砲ほう撃げきをつづけていたのか、ともザースは思った。

　しかしこれもギルの常じよう套とう手しゆ段だんだった。

　自軍の砦を巻き込んでの砲撃を開始したのだ。

　あらかじめ後方にも砲陣を配していたのである。まさかそれが砦前面への援えん護ご射撃のためでなく、砦そのものを狙ねらうためのものだったとは、ザースが気づくはずもない。

　いままでも繰くりかえし述べたとおり、トリネアもジョズもただの囮おとり。この戦いを長引かせるつもりは、はなからオルバにはない。というより、戦いを長引かせる余力などない、というのが本当のところだが、ともかくジョズ砦を後世になんとしてでも残す必要などはなかった。

　いうまでもなく、撤てつ退たいした兵のみならず、砦内の人々にはあらかじめ退たい避ひを命じてある。

「苦しまぎれの戦法を」

　敵の砲撃だと知ったザースは、顔中を憤ふん怒ぬの血色に染そめながらも、砦からの撤退を命じた。

　虚きよを突かれこそしたが、しかし実に馬ば鹿かげた戦法だ。

　これで被こうむった実害などは微々たるもの。

　むしろ拠点を失った敵方のほうが、物理的にも精神的にも追い詰められた格かつ好こうのはず。こちらとしては、すぐに体勢を立てなおして、裸同然となった敵集団へ突撃すればよいだけのこと。

　ザースは、自らも埃ほこりをかぶりながらジョズ砦から距きよ離りをおいた。なお砲弾は飛んできて、あちこちで火を噴ふいて炸さく裂れつしている。瓦が礫れきの塊かたまりが飛んできたので、ザースは剛ごう剣けんを振るって叩たたき落とした。

　と、一方──、

「ジョズ砦、後方からの砲撃を開始した模様です」

　伝令からの報告を受けた下士官が声をあげた。

「早いな」

　傍かたわらで、うっそりとつぶやいたのは暁ぎよう光こう翼よく団だん将しよう軍ぐんローグ・サイアンである。

　トリネアは火をあげ、ジョズも砲ほう撃げきを浴びて炎を噴ふきあげるなか、辺あたりは噓うそのような闇やみに包まれている。

「トリネアに地上戦力を引き込めませんでした。敵本陣が防備を徹てつ底ていさせているという知らせもあります。計画を早めるおつもりでしょう」

「よいさ、もとより楽な戦いくさになろうはずがない」

　ローグ・サイアンは無数の戦を経けい験けんしている。作戦が予想どおりに運ばなかったからといって動じることもない。もとより、なんの齟そ齬ごもなく予定どおりに進行していく戦というもののほうが珍しいのだ。

　彼は、普ふ段だんとまったく変わらぬ態度で、しかし周囲に散らばっていた配下の者たちに奇妙な命令を下した。

「浮上せよ」

　と。




　　　　２




　トリネアの砦とりでは、そもそも存在の最初から、砦と呼ぶにはふさわしくなかった。

　鹿ろく砦さいと櫓やぐらのみの一夜城であったが、炎に包まれたいま、そこに人工の建造物があったという名残なごりさえも焼き払われてしまった。

　上空では、ユライアの旗き艦かんと、巡洋船三隻せきが、その炎を尻しり目めにジョズ砦へ向かって飛行している。トリネアを爆ばく撃げきした飛ひ空くう艇てい隊たいを先行させていた。

　旗艦艦橋内に立つ風ふう雲うん弓きゆう団だん将しよう軍ぐんユライア・マッターは、一度だけ振り返っておのが戦果を確たしかめた。

　ほくそ笑えんだ。

　この赤々とした巨大な炎が、国境を越えて西方にも届けばいい、と思う。

（次は、西の蛮ばん族ぞくが相手だ）

　炎の名残を瞼まぶたの裏に秘めたまま、前方へと向きなおった。

　その瞬しゆん間かん、彼の背後で炎が『割れた』。

　巨大なひと塊かたまりの炎であったのが、無数の欠片かけらに打うち砕くだかれ、それらが中空へといっせいにまき散らされたのであるが、ユライアはまだ気づかない。

「て、敵船！」

　甲かん板ぱんに上がって周囲を観かん察さつしていた兵が叫んでいた。

　その声は伝声管を通じて艦橋にも届いている。

「いまごろあらわれたのか？」

　そういうユライアの口もとは、まだ笑みを残している。

　艦かん橋きよう内ないの全員、揃そろって背後を見た。

　そしてその瞬しゆん間かんにユライアの笑えみが消沈した。

　トリネアの砦とりでが炎のなかに灰かい燼じんとなって消きえ失うせ、そして炎のなかから新たな『命』が再生されていくかのように、彼らの目には見えた。

　暁ぎよう光こう翼よく団だん旗艦レイノス。

　いまだ火を放つ枝葉をいたる箇所にまとわりつかせながら、それは赤黒い船体を炎のなかから急浮上させていた。

　ユライアの船団が身動きする間もない。

　レイノスは後方からこの船団めがけて発砲した。

　一隻せきの巡洋船が、直ちよく撃げきを浴びて轟ごう沈ちん。

　もう一隻も甲かん板ぱん上じようの建造物をいくらか吹ふき飛ばされ、それでもかろうじて飛行を維い持じしていたが、立てつづけに被弾したためにふらふらと降下をはじめた。

「か、回頭、回頭！」

　兵たちの怒ど鳴なり声ごえが満ちて、艦橋は一瞬前とはまったく別の場所のような騒さわぎになった。

　ユライアの旗艦が旋回を終えたときには、レイノスはさらに上空に位置しており、そこから飛ひ空くう艇てい部隊を放出していた。

（まさか）

　ユライアは、飛空艇隊に大急ぎで戻ってくるよう伝えながら、いまだ衝しよう撃げきを引きずっていた。

（まさか、ひそんでいたのか。爆ばく撃げきを受けながら、火に包まれながら、その下に）

　トリネアももちろん敵をひきつけるための囮おとり。

　一夜城である上に、兵力の劣るオルバ側はさほどの数をここには割さけない。

　だから、カモフラージュした戦艦を、山やま積づみにした枝葉の下にひそませていた。

　敵部隊がこの砦を落としたと確かく信しんして、ジョズのほうへと舵かじを切って尻しりを向けた瞬間に、艦砲射撃をおこなう予定であった。

　ただしそれは、作戦の後半段階で、フォルカーが本陣を開あけた直後でなければならなかった。

　これで空中部隊を薙なぎ払い、なおかつ敵の注意を散さん漫まんにさせた上で、パーシル隊の突撃を容易にさせる手段であったのである。オルバはいわば、戦いを力押しに移行させるための最後の手て札ふだを切ったことになる。

　レイノスの指揮を執とるローグも、作戦が変更せざるを得ない状況になったのは理解している。

　だから、こちらもユライアと同等か、あるいはそれ以上の檄げきを部下たちに飛ばしていた。

「なんとしてでも空は『取る』ぞ。味方の突撃を援えん護ごするためなら、この船を敵主力にぶち当てても構わん。空くう牙が隊たい、狼ろう牙が隊たい、飛空艇小隊に合図を！」

　などと叫んで、艦橋内だというのに愛用の剣を振りまわしている。

　甲板から狼煙のろしがあがると、先ほどトリネア上空を守るように見せかけながら、その実最初から逃走することも計算済みだった飛ひ空くう艇てい隊たいが戻ってきた。

　これと、レイノスから発した隊とが合流。上空から一気に敵船へ切り込みにかかった。

　対するユライアは味方の飛空艇に防御陣形を敷しかせた。その隙すきに船の体勢を立てなおし、レイノスへ砲ほう撃げきをかけられる位置へ浮上するつもりだ。

　艇と艇とが高速ですれちがった。

　銃撃も交差する。

　メフィウス製の飛空艇は翼よく竜りゆうを模している。あたかも、トリネアの森上空で、翼つばさある竜たちが最後の生き残りをかけて激げき突とつしあっているかのような光景になった。

　そしてその眼がん下かでは。

　ザース・シディウスが砦とりでからいったん退たい避ひしながら、崩くずれたった味方をまとめようとしていた。

（陣形をととのえ、再突撃）

　そのことしか頭に入ってなかったザースだったから、砦の側面から、身の毛のよだつような吠ほえ声ごえが聞こえてきたときには、さすがに硬直した。

　オルバが突撃のために残しておいた、竜部隊である。

　炎の色を浴びて、濡ぬれた鱗うろこをぬらぬらと輝かがやかせながら、中型竜バイアンとユニオンの混成部隊が突っ込んでくる。

　騎き馬ば隊たいの突撃が歩兵に対して効果があるのは、その速度もさることながら、歩兵から見れば馬に踏ふみ潰つぶされそうな圧力があるからだ。竜ならばなおのこと。ただでさえ陣の崩くずれていたザースの部隊は、この竜の圧力に負け、先を競きそって逃げはじめた。

　ザース自身、味方が竜の牙きばにかかってもがき苦しんでいるのをなんとか助けようとしたところへ、

「将しよう軍ぐん、こちらへ！」

　中隊長に羽は交がい締じめにされ、引きずられた。

「放せっ」

　この中隊長は父の代から仕えてきたひとりであり、ザースはそれも気に喰くわなかった。敵にいいように弄もてあそばれた上に、（おまえはまだまだ子供だ）と味方にさえいわれているような思いがするからである。

「踏みとどまっては、敵の思うつぼです。将軍が勝利を望まれるなら、ここは一時退くべきときかと」

「敵にしてみれば最初にして最後の勝しよう機き」別の隊長格もザースを説得にかかった。「それにむざむざ乗ることはありません。数に利するわれら、陣形をととのえさえすれば容易に打ち崩せます！」

　ザース・シディウスはやむなく、部下たちにさらなる撤てつ退たいを命じた。

　一方のオルバも当然砦とりでを捨てている。

　砲ほう撃げきがはじまる直前には、シークらとともにジョズ砦の西にある森の間かん道どうに移動していた。

　そこには、ゴーウェン、ギリアムをはじめとした突撃部隊が待たせてあった。いずれも馬を引いていたが、なかに一頭の中ちゆう型がた竜りゆうバイアンがまぎれている。

「もうはじまったのか」

　オルバの姿に気づいて、ゴーウェンが声をかけてきた。そのときオルバが目だけで笑いかけたのに気づいて、

「……もう、はじめられるのですか」

　と語ご調ちようを改めた。

　オルバは答える前に、突撃部隊の面々を眺めまわした。騎き兵へい二百、歩兵百ていど。一応、選えりすぐりの精せい鋭えい、ということになっていたが、もともと地上部隊の不足している彼らだ。加えて、パーシル率いる別働隊のほうに腕うで利ききを優ゆう先せんしていたので、それと比べると一枚落ちるのはやむを得ない。

　特に騎馬兵にいたっては、ローグ・サイアンの隊から引き抜いたぶんはともかく、オーダインの銃兵隊からさえ、「馬の扱いが上う手まい」という数十名をわけてもらっている。あとは、オルバもよく顔を見知っている元近この衛え兵へいの姿も目立っていた。

「これより、敵本陣に突っかける」

　オルバがいった。しばし間をおいてみたが、兵たちの顔に動どう揺ようはない。

「後ろは一度たりとて振り向くな。仲間にも構うな。馬を飛ばせる奴やつは飛ばせるだけ飛ばせ。馬に振り落とされた奴は、ひとりでも多くの敵兵を屠ほふって足止めしろ」

　オルバの声にも表情にも悲壮なものはなかった。

　まるでこれから、

（気に喰くわない奴がいるから、いっちょ殴りにいくぞ）

　とでも口にしているかのようだ。

　しかし状況は、この場にいる者全員がわかっている。これから、この数だけで敵の地上兵六百のなかを特攻。さらにそれを突破できたとしても、本陣には同じだけの数が待ち構えている。

　普通に考えれば、まず、突破できる見込みがあるとも思えない。

　しかし、あらかじめ立てていた計画とはやや手順が異なったものの、ザースの地上部隊、そしてユライアの空中部隊には思おも惑わくどおりに痛手を与えている。

　この、隙すきを突く。

　敵がいつまで隙をつくってくれるかは心もとないが、そこに鋭するどい一撃を撃うち込めれば、あるいはなおも引きのばすことが可能かもしれない。

「フォルカーの首を獲とったら、どんなご褒ほう美びが？」

　ギリアムが、得意の戦せん斧ぷを肩に担いでいった。オルバは歯を見せて笑い、

「ひと言、褒ほめてやろう」

　と返した。

「ありがたい話だ。涙が出そうなほどにな」

　ギリアムも大笑する。

　オルバは、アプターの竜りゆう丁ていが鎖くさりでつないでいた中型竜バイアンに近づいた。彼は咄とつ嗟さの判断で、馬ではなく、この竜を選えらんだ。本来の作戦では、オルバたちが打って出るのは敵の増援を誘さそうためのものだった。しかしいまは敵陣の中央突破を期している。したがって、隊の先頭を切るオルバは、突とつ撃げきにより有利な竜に跨またがることにしたのだ。

　ホゥ・ランがタルカス剣けん闘とう商しよう会かい時代から面めん倒どうをみていた竜で、オルバとは多少縁えんがないこともない。

　オルバが近づいていくと、バイアンがぎらぎらとした目を差し向けてきた。いまにも跳とびかかってきて、喉のど笛ぶえに喰くらいついてきかねない。しかしオルバは怖おじ気けを誘われた様よう子すもなく、

「おまえに跨るのは、これで二度目だな」

　ひと声かけて、鞍くらに飛び乗った。待ちかねたようにバイアンが唸うなる。オルバはランがやるようにその首筋の鱗うろこに触れてやりながら、竜丁に鎖くさりを外させた。

　隊を率いて、森の間かん道どうを抜ける。

　ザース・シディウスの部隊が後退していくのが肉眼でも確かく認にんできた。彼らを襲おそっている竜の大半は裸のままで、騎き竜りゆう兵へいが跨っているのはせいぜいが三頭。ホゥ・ラン自身が小型竜テンゴに跨って隊の最後列に位置し、この三頭に先せん導どうさせる形で竜たちをあおっていた。

　オルバはさっそくバイアンを走らせ、ランの脇わきへと寄せた。

「竜たちを道の左右に外せ」

　と声をかける。

　血に猛たけった竜となると、敵味方の判断をも失うことがある。こちらの突撃を邪じや魔ますることにもなりかねなかった。

　テンゴの上で軽く頷うなずいたランは、首にかけた小さな笛をひとつ吹ふいた。竜の小指にあたる骨を削けずってつくった笛だという。

　オルバの耳には、なにか音がしたとも聞こえなかったのに、効果はすぐさまあらわれた。

　竜たちがすばやく──なかには億おつ劫くうそうに──ランの合図に従い、道の左右に巨体をどかしにかかった。

　前方への道が空あいた、と見るや、

「いくぞ」

　オルバのあげた、その叫びそのものが敵を斬きり割さくかのようだった。

　槍やりを振りあげて、突撃を開始。

　たなびく土煙を尾のごとく引きずりながら、騎馬、歩兵の群れが一いつ直ちよく線せんにザース・シディウスの部隊に切り込んだ。

「なにっ」

「う、うわあっ」

　バイアンに跳はね飛ばされて兵のひとりが宙を舞まった。

　つづいて、後方を走るギリアム、シークの両名が馬上で斧おのと槍やりを振るう。かろうじて応戦しかけていた兵二人ふたりが左右に倒れた。

「ギル・メフィウスだ！」

　オルバは前傾姿勢でバイアンを駆かりながら、自みずからそう名乗った。

「義も時節もわきまえぬ愚ぐ者しやどもよ。貴き様さまら左右にひれ伏して、道を空あけるがいい」

　上下に激はげしく揺ゆれる竜りゆうに跨りながらよくもと思うほどに、その声は朗々とひびいた。

　まさか、敵方の総そう大だい将しよう──それも、メフィウス次期皇こう位い継けい承しよう者しやを名乗る人物が、竜を駆って最さい前ぜん線せんに出ようとは、メフィウス兵たちにとっては予想の範はん疇ちゆうを超えた事態であった。

　さらにその顔が皇太子その人と瓜うり二ふたつとなれば、ギルの顔をちらりとでも見たことがある兵士たちにしてみれば、戦場で出会ったその衝しよう撃げきたるや、剣で斬きりつけられ、銃弾で射い抜ぬかれるのとまったく同じこと。

「殿でん下か！」

　顔をひと目見た瞬しゆん間かん、尻しり餅もちをついた兵もいれば、

「こ、皇太子さまだっ。槍を引けっ」

　味方に向かってそう命じる兵もいたほどである。

　一方、

「ギル・メフィウスだと」

　撤てつ退たいのさなか、ザース・シディウス自身もその声を──というより、兵たちのあげる動どう揺ようと困こん惑わくのざわめきを──耳にした。いったん冷静に立ち返ったはずのザースだが、敵指揮官が出てくるとあって、ふたたびわれを忘れた。

　第一の戦功を前に血が猛たけっただけでなく、彼はこの目で敵の真の姿を確かく認にんしたかったのだ。

　ザースは中隊長の制止をも振り切って、逃走路を逆行しにかかった。泡あわを喰くって逃げてくる味方を邪じや魔まくさそうに振り払いながら進んでいった先で、彼は、父の代から恐れられていた火か炎えん槍そう団だんがいともたやすく縦たてに割られていく光景を目まの当たりにした。が、

（おうっ）

　ザースの目が丸くなったのは、そればかりが原因ではない。

　先頭で竜を駆っているのは、まぎれもなくギル・メフィウスであった。

　それを認めるとともに、彼はいったんおさめかけていた剣を引き抜いていた。

「偽にせ者ものめ」

　そんな叫びが口から洩もれている。

　若くして戦場を駆かけ巡めぐってきたザースは、心中でこの皇太子を軽けい蔑べつしていた。シディウス家にとって『男性』の器量をはかる物差しは、それはもういかに多くの敵を屠ほふれるか、という単純かつ明快なものである。

　だから宮中で皇おう子じを見かけて挨あい拶さつを送るたびに、

（おまえと同じ歳としのころには、おれはもう戦場で敵兵の首をいくつも狩っていたものさ）

　と見下していた。

　それが、その皇こう太たい子しが、軍勢をこうも見事に統率して、おまけに先頭を切って突とつ撃げきしてこようはずがない。

　顔かたちがまったく同じであろうとも、ザースにはまったくの別人にしか見えなかった。ある意味、彼は単純明快な物差しを持っていたからこそ、こうもたやすく真実を見抜けたといえよう。

「勝負だ」

　ザースはひと声あげて、馬を飛ばした。

　ギルが敵部隊を崩くずしつつ突き進んでいけば、ザースのほうもまた味方を左右に割って、真っ向から相あい対たいした。

　オルバはこの敵を、

（ザース・シディウス）

　だと認にん識しきもしなかった。

　ただし、真ま正しよう面めんから撃うちかかってきたこの若武者を、

（強敵）

　だとは察知した。

　ザースは若さゆえの思い切りをもって、まずは右手にした剣を投とう擲てきした。

　オルバの槍やりが払う。眼がん前ぜんで、多量の火花が起こった。

　ザースの馬はその火花が散りきらぬうちに正面からわずかに右へと逸それ、とともにザース自身の手は鞍くらから槍を引き抜いていた。

　オルバとザースが一撃の距きよ離りに入った。

　と、そのあいだを縫ぬうように駆かけてきた騎き馬ばがある。

　ザースの槍が、二方向から弾はじかれた。

　双剣を振りまわしていたシークである。

「殿でん下か、ここは」

　とシークが声をかけるのを耳にして、オルバはバイアンの上で顎あごを引いた。

　彼自身、部下たちに徹てつ底ていしたように、あとはもう後ろを一いつ顧こだにすることなく駆けていく。追いすがろうとしたザースだが、シークは馬を巧みに駆ってこの追撃を阻はばむ。馬首が触れあうまでの距離に迫った。

「ええい、どけっ」

「どかないさ」

「貴き様さまがごとき木こっ端ぱ武む者しや、相手にしていられるか」

　ザースは右の手で槍やりを大きく振るう。シークが上体を反そらしてかわした。

　そうしている間にも、土煙をあげたオルバの突とつ撃げき隊たいがザースの側面を駆かけていく。

　フォルカー・バランに作戦を読まれ、追い込まれる一方だったオルバだったが、まさしくこの決死の突撃がいくつかの幸運をもたらした。

　ひとつは、こうして軍団長のザース・シディウスが釣れたこと。指揮官を見失った火か炎えん槍そう団だんは統率をも同時に失って、たとえば敵に先まわりして隊たい伍ごを組むだとか、たとえばギルひとりに狙ねらいを定めて精せい鋭えいを相あい対たいさせるだとか、敵の突進を止められそうないくつかの策を実行できなかった。

　シークもそれがわかればこそ、

「はっ、噂うわさに聞くシディウス家も落ちたものだ。敵の力量も見み極きわめられぬようではね。お父上の足もとにも及ばないようだ」

　嘲ちよう弄ろうした。

　ザースは無言で突きかかってきた。シークが肩の上でこれを払う。右の剣で払いながら左で斬きりかかったが、距きよ離りが遠い。

（ふふ）

　シークが馬上で笑えみを浮かべた。これは相手を挑発する意味ではなかったが、ザースはなおも誘さそわれ、馬を寄せてくる。ザースの槍やりと、シークの剣とが高速でひらめきあい、一種、ほかの何者も近づけぬ闘とう争そうの空間を生んだ。
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（ぼくは、なんとまあ）

　ザースの槍が、シークの脇わき腹ばらを擦さつ過かした。熱あつい感触があるかと思いきや、痛みの感覚がない。すぐさま反はん撃げきに転じ、この剣が、ザースの肩当てを吹ふき飛ばした。

　双方ともにひるまない。なお一撃を繰くり出した。

　火か炎えん槍そう団だんはこうして指揮官を置き去りにしたまま、オルバの突撃によってまっすぐ縦たてに割られていった。

　とはいえ、彼らには中堅どころの隊長格が多い。

　いつまでも混乱、恐怖の只ただ中なかに身を浸ひたしてなどいなかった。なかにはすぐさま立ちなおり、自みずからの小隊、中隊をまとめて追撃にかかろうとする者たちも多かったのである。

「追え！」いったんはザースを羽は交がい締じめにしてまで撤てつ退たいを促うながした中隊長が、肩の上で槍を振りあげながら怒ど鳴なっている。「しょせんは苦しまぎれの突撃だ。敵を本陣の防ぼう衛えい隊たいとともに挟はさみ撃うちにしろ」

　不意打ちの連続で陣形を乱したとはいえ、まだまだ挽ばん回かいの余地はあった。

　敵に突撃の勢いはあっても、逆にいえばそれだけだ。一歩でも前進を阻はばむことができれば、こちらの数で圧倒できる。

「追え、追えっ」

　ザース隊があちこちで反転して追撃にかかろうとした。

　刹せつ那な、またも激はげしい咆ほう哮こうが轟とどろいた。

　ただし今度は竜りゆうのそれではない。

　一時に多数の銃が火を噴ふいたため、重なりあった銃声がさながら竜の吠ほえ声じみて聞こえたのだ。

　いま身を翻ひるがえしたばかりの兵たちの胸や背中に、次々と穴が空あいた。絶叫と血を迸ほとばしらせながら前のめりに倒れていく。

「第二段、構え。撃てっ」

　号令を発したのはオーダイン・ロルゴ。敵集団の左右に伏していた銃兵たちが、それぞれ三段構えに並んで、次から次へと発砲している。

　もとはジョズ砦とりでの伏ふく兵へいとしてザース隊を襲おそった彼らだが、ギル・メフィウスの合図ひとつでいったん砦後方に退さがると、今度はギルの攻撃と時期をあわせてふたたび前進。

　ギル・メフィウスが敵を切り開こうと奮ふん戦せんしているのを横目にしながら、左右にわかれて敵味方入り混じった集団のそれぞれ側面へと移動した。その間、

（撃うつな）

　オーダインは自分の命令を徹てつ底ていさせた。

　皇こう太たい子しを援えん護ごしたいあまりに、「撃て」とすぐさま命じたい気持ちは彼にもある。しかしこの位置からでは、当然、味方にも危害が及ぶ。

　彼らは、砦とりでから吹ふき飛んだ瓦が礫れきやら、木々の周辺に身をひそめながら、待ちに待った。

　そしてようやく皇太子の一団が敵に風穴を開あけ、どっとばかりに集団から抜け出た。敵が追つい撃げきにかかろうとしたその瞬しゆん間かん、

「撃てえっ」

　オーダインはさっと腕を振りあげたのである。

　その一角が白く煙けむって見えなくなるほどの猛もう烈れつな射しや撃げきに、火か炎えん槍そう団だんの小隊中隊がたまらず崩くずれた。

　三々五々に逃げ散る隊もあれば、

「おのれ、返せ、返せっ」

　再反転して銃兵たちに突っこんでいこうとする隊もある。だが、目標の半ばほども進めぬまま、鉛なまりの弾たまを全身に浴びて倒れていった。

「砲を引いてこい」

　先ほど「追え」と命令を下していた中隊長が、地面に伏しながら叫んでいた。顔を少しでもあげようものなら頭を吹き飛ばされるのではないかというほどに射撃が絶たえ間ない。

　がらがらと車しや輪りんを鳴らしながら大砲が運び込まれたときには、しかしオーダインはすでに後方へ引いている。

　彼らはその後、中隊ごとに散開、あらかじめ定められていたとおりの持ち場で銃撃を続行して火炎槍団の追い足を可能な限り鈍にぶらせた。

　これは一定の効果をあげたが、

「潮しお時どきか」

　さほど時おかずして、オーダインはそう判断せざるを得なかった。

　拠点となる砦を失い、また騎き馬ばや歩兵の庇ひ護ごを受けられぬ現状では、銃兵はもろい。いずれ各個撃破されよう。

　実際、すでにいくつかの隊が壊かい滅めつしている。銃弾を恐れずに反撃に転じた敵部隊も多かったためだ。このあたり、ザース自身の経けい験けんは足りずとも、火炎槍団そのものの練度の高さを物語っている。

「撤てつ退たいせよ」

　オーダインは、これもあらかじめ最さい終しゆう防ぼう衛えい線せんと定めていた森のとある箇所へと部下たちを集めた。

（これで、どれほど時間が稼かせげたか）

　皇こう太たい子しが最さい前ぜん線せんにいる以上、どれほど足止めできても時間があり余るということはない。

　オーダインは木々のあいだで部下たちをすばやく再さい編へん成せいしながら、前進の機き会かいを窺うかがうことにした。

　いうまでもないことだが、もしもギル・メフィウスが討うたれれば、いかに善戦、奮ふん闘とうしようとも、その時点で彼らの敗北は決定する。であるからには、オーダインも部隊の壊かい滅めつを恐れてなどいられない。いざとあれば、あと先も考えずに彼らも突つい撃げきする覚悟であった。
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　オルバたちは死にもの狂いで槍やりを突き立て、剣を振るいながら突撃した。

　一歩進むごとに、次の一歩を許さぬとばかり、敵の剣と槍もまた宙を翻ひるがえった。

　オルバ自身も肩や足に槍の打撃を浴びた。しかし構わない。あたかも彼自身が竜りゆうそのものに変じたかのように、人間の武器など通じはしないのだという顔をして、ただいく手を遮さえぎる敵兵のみに槍を次々と繰くり出しながら、バイアンに間断ない前進を命じつづける。

　すでに三割以上が脱落していた。銃で馬を狙ねらわれて振るい落とされる者、歩兵の槍に突き立てられる者、馬同士の激はげしいぶつかりあいで気を失う者──。

　が、勢いは沈まない。

　立ち止まればそのまま命を失うとでもいうように、一団は血の霧きりをまとわりつかせながらひたすらに突き進む。

　一方、空でも戦いはつづいている。

　ローグ・サイアンの指揮するレイノスは奇き襲しゆう攻撃に成功したが、ユライア側には旗き艦かんと巡洋船がまだ残されている。いずれも飛ひ空くう艇てい隊たいがしのぎを削けずるあいだに、少しでも優ゆう位いな位置を取ろうと牽けん制せいの砲撃を放ちながら移動しつづけていた。

　銃声、砲声が間断なく交差しあい、落下してきた飛空艇や、地面に着弾した砲弾がその欠片かけらを雨のごとく降り注がせるなかにあって、ギル・メフィウス隊はひたすらに土煙をあげながら馬腹を蹴けって、敵を屠ほふりながら前進していくのみ。

　先頭のオルバなどは全身が返り血にまみれて、ぱっと見では顔かたちが変わって見えるほどだ。

　いまもバイアンの前まえ脚あしにかかった兵士が血肉を飛び散らせる。オルバの首筋から顔にかけて、びしゃりと赤黒い血のりが跳はねた。バイアンが雄おたけびをあげてその死肉に喰くらいつこうとするのを、オルバは手た綱づなを思いきり引ひき絞しぼって制止する。

　瞬しゆん間かん、右方から、黒い稲いな妻ずまが逆さかしまにひらめいた。

　上体をひねって槍の刺し突とつをかわしたオルバ、自みずからの槍を敵兵の首筋に突きおろす。

　そうしているあいだにも前面に歩兵の群れが殺到しつつあったので、オルバはひときわ強くバイアンの横っ腹を蹴けった。

　竜りゆうの咆ほう哮こうが大地をも震ふるわせるかのようだった。半ば跳ちよう躍やくするように駆かけ出したその勢いに恐れをなして数名の歩兵が腰こし砕くだけになった。それを尻しり目めにオルバは部下たちとともにさらに前へ、さらに前へと進んでいく。

（これは、存外）

　オルバはバイアンの躍動する背中にしがみつくような格かつ好こうで、ちらりと考えた。

　存外、突とつ撃げきがスムーズに進行している。

　壁かべとなってこちらの前進を阻はばむべき火か炎えん槍そう団だんだったが、その壁が、思った以上に薄うすい。無む論ろん、敵とて死にもの狂いでこちらの突進を止めようとしているものの、組そ織しき立だった動きがなかった。いかに火炎槍団に剛ごう勇ゆうの士が揃そろっているとはいえ、ひとりひとりがばらばらにかかってきたのでは、勢いの前に吞のまれるのみだ。

（あるいは）

　ともオルバは考えた。

　この乱戦のなかで、敵てき将しようザース・シディウスが討うち取られたか、そうでなくとも負傷して戦せん線せんから脱落したのかもしれない。

　オルバは敵を左右に薙なぎ倒しつつ、バイアンを突進させた。その後ろを、ギリアムをはじめとする決死隊がつづく。後ろを振り返る余裕もないから、もはや誰だれが生き残っていて、誰が脱落しているものやらわからない。

　この戦況は、当然、メフィウス軍司令官フォルカー・バランのもとにも届いていた。

　前線はいたる箇所で切きり崩くずされ、あちこちから後詰を送ってくれるよう、使者がたびたび訪れた。

（よし）

　フォルカー・バランは腰をあげかけたが、どこまでも冷静さを失わぬこの男は、

（いや）

　その都つ度ど思いなおした。敵に別働隊があるのはまずまちがいない。ここで兵を出しては、おそらくその間かん隙げきをついて襲おそいかかってこよう。

　フォルカーはその代わり、自身の黒くろ鉄がねの剣つるぎ団だんに隊列を組ませて、敵の特攻を防ぐ陣構えを取った。火炎槍団は縦たてに割られたとはいえ、必ずや後方から追いすがってくるはずだ。それで、突出してきた敵部隊を前後から挟はさみ撃うちにする腹だ。

　さらに、銃兵部隊は本陣の両側面へ移動させた。前面からは敵と同様に仲間も迫ってくるために銃は使えない。それならば──、と、側面からかかってくるであろう敵の別働隊に備そなえることにしたのだ。

　銃を構えていた兵たちに代わって、重装備の黒鉄剣団が本陣前面へ鎧よろい兜かぶとをずらりと並べる。

　フォルカーが少しでも動きを誘さそわれていれば、多少の隙すきができたろうが、オルバの側からすると、これは文字どおり鉄てつ壁ぺきの守りである。

　そして、ここにいたって、じょじょにオルバ隊の突とつ撃げきも勢いが落ちてきた。

　さすがに疲れが出てきたのと、フォルカーの読みどおりに後方から火か炎えん槍そう団だんが鬨ときの声をあげながら追いすがってきたためである。

　ザース・シディウス自身が指揮を執とっていたわけではなかったが、さすがに歴戦の隊長が顔を揃そろえているだけはあった。

「うわあっ」

「速度をあげろ！」

　オルバの耳に、後方からの声が聞こえるようになった。

　それはすなわち、もはや振り切るどころでなく、尻しりに喰くいつかれている現状を示している。

　オルバ隊は、崩くずれた。

　鏃やじりのごとく鋭するどく突き進んでいた陣形は左右に乱れ、ということは前進の勢いも力強さも失って、前面から敵が迫ってくるのも押しとどめられなくなった。後方からは火炎槍団の歩兵隊がいまこそ復ふく讐しゆうの好こう機きとばかりに、槍やりや槌つち、斧おのを振りあげてくる。

　味方の悲鳴が轟とどろくなか、

「戦え」

　オルバ自身、前方から騎き馬ば武む者しやの剣が振りおろされるのを弾はじき返しながら、おめいていた。

「散るな、踏みとどまれ。戦って血路を開け」

　瞬しゆん間かん、

「む、だ、だ」

　無む駄だだ、と前方の敵騎馬がいったのだろうが、奇妙なくらい緩かん慢まんに聞こえた。

　オルバは下から激はげしい突きあげを喰くらっていた。

　槍に身体からだを貫かれたのかと思った。

　実際は、騎馬に気をとられている隙に、歩兵の斧がバイアンの脚あしを斬きりつけていたのだ。竜りゆうが激しく身み悶もだえした拍子に、あわや振り落とされそうになった。

　オルバの手は万まん力りきの強さを発揮して手た綱づなを握りしめ、その両りよう腿ももはバイアンの胴体を挟はさんで離はなさない。

（ここで落ちれば）

　死ぬ、という直感があった。

　バイアンの頭が低くなった瞬しゆん間かん、猛もう烈れつな死の気け配はいを発して、槍がまっすぐにオルバの首めがけて飛んできた。

　胸を反そらしてかわし、返す一撃で敵兵の胸を貫いた。

　だが、そのときにはすでに新たな敵が迫っている。

　槍ではもう対処しきれない。オルバは腰から剣を抜いて、群がりかかる鋼こう鉄てつをいっせいに弾はじき落とした。さらに突進を試みようとしてバイアンの腹に蹴けりを入れたが、この竜りゆうにとってははじめての戦いくさだ。血と痛みに猛たけって、なかなか従ってくれない。

　そのうちに、オルバも押されはじめた。竜と呼吸をあわせなければ、地上にいる敵兵に剣が届かない。自然と防御一辺倒になる。

　いっそ竜から飛び降りてあとはこの足で駆かけていくか、と思わぬでもなかった。

　しかしここにいたって竜の圧力さえ失えば、あとは槍やり衾ぶすまの餌え食じきにされるだけのこと。

　と、オルバの背後から騎き馬ばが駆けてくるや、彼の正面から槍を突きかかってきた敵兵の首から上が吹ふき飛んだ。

　ギリアムだ。

　よろめいた首なし死体の腕から、彼は槍をもぎ取ると、オルバめがけて放った。

「使え」

　礼をいう間もない。

　二人ふたり、竜と馬をそれぞれ駆りながら、殺到する敵兵に必殺の一いち撃げきを繰くりだした。

　思えば、こうしてギリアムと肩を並べて戦うのははじめてだ。

　どちらもこの戦場にあって無双の強さを発揮したが、さすがに進むも戻るもならぬ状況では体力の消しよう耗もうも激はげしかった。前方への道は空あかず、また後方からも、こちらの列を乱しつつ敵がじりじりと迫っている。

　すでに半数近くがやられただろう。

　オルバはもうほとんど脳が命令を下す間とて惜しむかのように、本能に従うまま槍を突いて、竜を駆っていたが、心しん臓ぞうは限界以上の酷こく使しに悲鳴をあげており、全身の血管にはもはや血ではなく熱あつい火が駆かけ巡めぐっているかのようであった。敵の剣にかかるまでもなく、この火に身を焼かれて命尽きてしまいそうにも思えた。

　ただ一個の武人であるなら、これで死を思わぬ者はない。覚悟せねばならなかった。

　しかし、オルバは、彼だけは、死を覚悟するわけにはいかなかった。

　ここで『ギル・メフィウス』が死の影かげをまとわりつかせれば、いま戦ってくれている兵たちの士気も落ちる。これはあくまでも生きるための、勝つための戦いでなければならなかった。

　槍の一撃が空中で交差しあった。

　オルバの穂ほ先さきが敵兵の首を突き、敵兵の穂先がオルバの胸甲を叩たたいた。

　痛みに顔をしかめる間もなく、槍を引き抜き、次に備そなえようとする。

　と──、

　横あいから新たな土煙が起こった。突撃をかけてきた一団がある。

　敵の新手か、とオルバは思った。

　わずか一いつ瞬しゆん、彼の身動きが止まった。

　顔にどっと汗があふれた。いまのいままで一滴たりとて意い識しきしていなかったのに、一度あふれ出すと汗は止まらず、返り血と混ざって目に入った。

　痛いくらいに染しみた。

　目を閉じる。

　いまこの一いつ瞬しゆんまで振り払いつづけてきた『死』が、瞼まぶたの裏を占めた闇やみにまで忍び寄ってきた。

　一瞬後、目を開あける。

　と、

「パーシル！」

　先頭にいた騎き馬ば武む者しやの名が、気づけばオルバの口から洩もれ出ていた。

　横手にあった木々のあいだから飛び出してきたのは、パーシル率いる別働隊だった。

　彼は計画が変わったことを敏感に感じ取ると、進路を変更、ギルの疾しつ走そうと時期をあわせるべく、息をひそめて待たい機きしていたのだ。

　ある意味で、これがオルバの率いる全軍でもっとも連携の取れた瞬間である。

　前傾姿勢のパーシルは、突進の勢いを保ったまま、オルバの前面にいた敵兵たちを薙なぎ倒した。

　疾しつ風ぷう迅じん雷らい、と評するにふさわしい。

　ここぞとばかりに、オルバは祈りさえこめてバイアンの腹を蹴けった。騎士と竜りゆうとは言葉では計り知れぬなにかでつながれているものなのだろう、

（いける）

　と踏んだオルバの思いが、獣けものをも恐れ知らずの勇者に変えたかのようだった。

　咆ほう哮こうとともに疾走を再開。

　前方にばかり気を奪うばわれていた黒くろ鉄がねの剣つるぎ団だんは、思いもかけぬ奇き襲しゆうに隊列を乱した。

　そのほころびを、あたかも針に糸を通す正せい確かくさで、ギル・メフィウスが、右にパーシル、左にギリアムを従えながら強きよう烈れつに突いた。

　さらに後方につづく騎馬兵たちも勢いを取り戻した。すでに半数以上が落馬、あるいは命を落として離り脱だつしていたが、残った勇士たちはなおも喰くらいつこうとする敵兵をぐんぐん引ひき離はなして、わずかなほころびを穴となって広げにかかる。

　瞬またたく間まにフォルカーの敷しいた防ぼう衛えい陣じんが、乱戦の砂煙に巻き込まれた。

「やるな！」

　思わずフォルカー・バランが声を発していた。

　あるていどの犠ぎ牲せいは承知の上であったとはいえ、まさかこれほど敵に接近を許そうとは思いもしなかったことだ。

　フォルカー・バランはこのとき、タウーリアとの戦いくさにおけるナバール・メッティの轍てつは踏まなかった。

　彼は状況を見み極きわめることのできる『目』を持っていた。

　数で勝っているからと、敵を軽んじることなく、

（ここは敵に譲ゆずり渡すか）

　と決断した。

　第一、フォルカーにはこれを最後の戦いくさ、と決する必要はなかった。

　敵が決死の行動を取っているのは、逆にいえばもうあとがないからである。ここで指の先に摑つかみかけた勝しよう機き──ともいえぬほどの幸運──を逃のがしてしまえば、戦のイニシアチブすべてがメフィウス軍にわたることを、敵は理解している。

（それに、むざむざつきあって被害を大きくする必要はない）

　ビラク方面に退さがっていったん陣をととのえれば、今度こそ撃げき退たいは容易であろう。フォルカーがもっとも警けい戒かいしていた別働隊もすでにあらわれた。なによりの収しゆう穫かくは、今回の戦いで敵の全戦力が知れたことである。さらに二つの拠点を潰つぶした以上、フォルカーがふたたび軍勢を率いるときは直接アプターを狙ねらうこととなる。

　もはやそれを阻はばむものはない。

　フォルカーは、一時前ぜん線せんを後退させることを決めた。

　まず、奇き襲しゆうを警戒する必要がなくなったので、陣の両側面に位置させていた銃兵隊を呼び戻すと、その隊長に本隊の退却路を伝えた。

「身を隠かくすにふさわしい場所を見つけて、中隊ごとにわかれて伏せておくのだ。敵の追い足を止めろ」

　命令を理解した銃兵たちが去ると、ザース、ユライアの両軍にも急いで伝令を飛ばす。

　フォルカーは有能で、状況のよく見えている指揮官ではあった。

　だが、戦場の空気を嗅かぎわける嗅きゆう覚かくは有していない。オルバと異なって、一兵卒の視点は持ちあわせていなかった。

　フォルカーの判断は、この時点でいうなら正しかった。

　が、フォルカーが正しい判断を下したことそのものが、まさにオルバが突撃で呼び込んだ最後の幸運であったのだ。




　命令を受けてまず、飛ひ空くう艇てい部隊を追い払うのに苦く慮りよしながらユライアの旗き艦かんが退がり、次いで火か炎えん槍そう団だんがばらばらになりながらも後退。

　それと合流をする形で、フォルカーも本陣の位置を退げた。

　敵はなお追いすがってくる。

「気にかけるな」フォルカーが珍しく野太い声を発した。「ここで決死の覚悟を決めているのはむしろ敵のほうだ。勝つために退がれ」

　ここで敵が釣られてぐんぐん距きよ離りを縮ちぢめてくれれば、あらかじめ配しておいた銃兵隊が効果をあげる。

　先陣を切るのはギル・メフィウスの偽にせ者ものだ。

　すなわち敵の総そう大だい将しようをも討うつことができるかもしれない。

　が、

「馬を止めろ」

　ギル・メフィウスはさっと手を振りあげて、自身のバイアンを制動した。部下たちが次々とそれに倣ならう。

　追つい撃げきの好こう機きをいったん打ち捨ててまでなにをするかと思えば、

「勝かち鬨どきをあげろ」

　という。

　馬を止めた騎き馬ば隊たい、足を休めた歩兵たちが、手に手に剣やら槍やり、銃を振りあげて、命令どおりに雄おたけびをあげた。

　故郷が同じなのだから当然というべきだが、それはメフィウス軍の勝ち鬨そのものであった。背中に浴びる格かつ好こうとなったフォルカー軍には屈辱この上もない。

　だが、オルバはなにも敵に恥ち辱じよくを味わわせるためだけに軍を止めたのではない。

　フォルカーが、距きよ離りを稼かせいだ先で改めて陣を築きずこうとしたタイミングを見計らって、オルバは新たな命令を下した。

　ジョズの砦とりでにて奪うばった三隻せきの高速巡洋船を、ここにいたってようやく投入したのである。いまのいままで参陣していなかったために、魔素エーテルもふんだんに蓄たくわえられてあるそれらの船が進発し、砲撃を加えながら前進。

　ユライアの空中部隊が崩くずれたいま、これが効果をあげた。退却路に伏していた銃兵たちが炎にいぶり出される格かつ好こうとなり、さらにはフォルカーたちも陣を構こう築ちくできなくなった。

（なんという男だ）

　さすがのフォルカーも戦せん慄りつを禁じ得ない。

　敵は、この追撃戦をも最初から見越していたのだ。誰だれが見ても不利な状況でありながら、必ずや勝機は訪れるはずだと胸に期して、力を残しておいた。

　並みの人物ではない。

　あるいは、ただの大おお馬ば鹿か者ものか。

（おれは、自分が稀き代だいの愚おろか者ものになろうとした。しかしそれ以上に敵は）

　歯は嚙がみしていられる余裕もない。

　フォルカーはやむなく、

「後退、後退」

　繰くりかえし叫んだ。

　そしてそれに呼応して、

「追え、追え」

　オルバが叫んだ。

　彼率いる騎き馬ば隊たい、歩兵隊、そしてオーダインの銃兵隊が加わって、ふたたび前進。

　と、このときをまたとない好こう機きと見た人物がいる。

　攻勢に出たオルバではなく、むしろ守り手側にまわった前ジョズ砦とりで守しゆ将しようウォルトである。彼は配下とともに殿しんがりをフォルカーに志し願がんした。

　目の前で砦を焼き払われたウォルトの意気込みも相当なものがある。

　彼は銃兵を借り受けて、もともと本陣のあった丘きゆう陵りよう地ちから射しや撃げきさせた。その援えん護ごを受けた上で敵部隊に激げき突とつを試みたが、

（なんと）

　ウォルトは啞あ然ぜんとなった。

　先頭のギル・メフィウス──かどうかわからぬ男の姿が、大きい。予想以上の速さで迫ってきたのだと気づくより早く、彼の馬はすでにバイアンの特攻に恐れをなして、逃げ腰になっていた。

「ええいっ」

　馬を乗り捨てると、ウォルトは部下からもっとも柄えの長い槍やりを奪うばい取った。敵は、すでに竜りゆう独特の臭においが鼻をつくまでの距きよ離りにある。

「さあ──」

　来い、とばかりに腰だめにした槍をギルの胸に突き立てようとした。

　その穂ほ先さきが、電でん光こう石せつ火か、斬きり飛ばされた。

　あまりに呆あつ気けなかったので、ウォルトの目は飛んでいった穂先の行方ゆくえを無む意い識しきのうちに目で追ったほどだった。

　鞍あん上じようのオルバ、止とどめの一撃を振るうかと思いきや、

「まだわからぬか、大おお馬ば鹿か者もの」

　なぜか罵ば声せいをウォルトに浴びせていた。

「ば、馬鹿？」

「おれに立ち向かったは見事。しかしそこまで目の曇くもった男だなどとは思いもしなかった。ついてこい！　真の王者の戦いを見せてやる」

　ついてこい、などといわれたところでウォルトに従う道理はなかった。ただ、彼は呆気に取られた。呆気に取られているあいだに、オルバはさっさとバイアンを飛ばしていってしまった。

　このときの、オルバ、そしてウォルトの気持ちをどう説明したらいいだろう。

　なんとはなしにオルバはこの男をひと目見たときから気に入っていた、といえるし、ウォルトの場合は、相手がもしや本物の皇こう太たい子しなのではないかという思いをますます深くさせた、というべきだろうが、言葉にすると理屈を並べているようでしっくりこない。

　結けつ論ろんからいうと、ウォルトはこの時点で追撃をあきらめてしまった。

　そして、フォルカーはさらなる後退を余よ儀ぎなくされた。

　一歩後退しては、敵が一歩半も追いすがってくる、という状況だったので、じりじりと撤てつ退たいはつづいた。

　夜に差しかかったとき、ようやく敵船は飛行能力を維い持じできなくなって着陸したが、今度はそこから飛ひ空くう艇てい隊たいが数すう機き放たれて、フォルカーたちの頭上を脅おびやかしにかかる。

（これは、いかん）

　まるで士気が一刻ごとに削けずり取られているかのようだ。フォルカーは、ここはいっそビラクにまで足をのばしたほうが早い、と決断した。

　強行軍になるので、足手まといになる荷に駄だや大砲は思いきって打ち捨てる。

　寝る間も惜しんで撤退をつづけた。

　オルバも同様、夜になっても追つい撃げきをつづけた。その姿は馬上にある。長ちよう距きよ離りの追撃戦となると、竜りゆうよりも馬が適していたからだ。バイアンをはじめとした竜部隊はランに預けて後方に残してあった。

　オルバはへとへとになった部下たちに、

「休むな。休むのは、ビラクを取ったあとだ」

　などと声をかけている。

　敵の攻撃を退けるどころではない。彼は、敵拠点のビラクをも取ると口にしたのである。

　その声がもしフォルカーに届いたとて、彼が本気にしたはずもないが、オルバ本人はいたって真ま面じ目めだった。

　そしていよいよビラクを目前にしたフォルカーは、副官を都市へと走らせる一方、今度こそ臨りん時じでも即席でもなんでもよいからとにかく防ぼう衛えい線せんを敷しいて、部下の撤退を援えん護ごしようとした。

（ここさえしのげば）

　勝利はまちがいない、という思いが、フォルカーをむしろ活いき活いきとさせた。表情の変わらぬ男だから傍はた目めにはわかりにくいが、少なくとも敗残兵の惨みじめさはない。細い声を懸けん命めいに張って、部下たちに檄げきを飛ばした。

　が、フォルカー・バランの鉄てつ面めん皮ぴが崩くずれたのは、まさにこの瞬しゆん間かんのことである。

　あわてて戻ってきた副官から知らせを受けて、

「まさか」

　と信じられぬような面おも持もちになった。

　ビラクの門が開かない。

　領主オーバリー・ビランはフォルカーの軍を敗走してきたものととらえて、敵もろとも入れさせぬ気でいるのか、どの門を叩たたいてもいっこうに返事がなかった。

　そうこうしている間にもギル・メフィウスの追撃隊が迫ってくる。

　左右に騎き馬ばと銃兵部隊、空には飛空艇を従えて、むしろ圧倒的な物量を誇るかのように、彼らは死の使者となって迫りつつある。

（フェドムめ！）

　フォルカーは、つきあいの長い部下すら見たことのないような顔になっていた。

　自分の後退が誘さそわれたものであることに、ようやく彼は気づかされた。

　偽にせギルとフェドムとは最初から結託していたのだ。

　退路を失っては身動きが取れない。こうなっては、背後からビラクの守しゆ備び隊たいに不意打ちされる恐れすらあった。

（情なさけない）

　フォルカー・バランは、生涯感じたことのないほどの怒りに身を震ふるわせた。

（多くの兵を失う覚悟で戦ったというに、最後には味方と信じた人物の裏切りで進退窮きわまるとは）

　しかし怒りも一過性のもの。

　眼前に敵が迫り来るいま、いつまでも悔かい恨こんと自じ己こ憐れん憫びんに浸ひたっている間は、ない。

　フォルカーは最後の最後まで冷静そのものであった。




　その後、フォルカーは、ユライア、ザースの意見を耳に入れることもなく、降伏の使者を敵側へと送った。

　オルバはそれを受けて、フォルカーの出頭と、兵士たちの武装解除を命じた。

「それを聞き入れるなら、兵たちの命をみだりに取りはせぬ」

　とオルバは約束し、フォルカーもこれに従った。

　部下たちがついてこようとするのを制して、単たん騎き、オルバ側の陣営へ足を運んだ。

「久しいな」

　顔も名前も知らなかったというのに、オルバはそんな声をかけた。

　フォルカー・バランはこのときはじめて、『敵』である男の姿を目まの当たりにした。

　なるほど、ギル・メフィウスと瓜うり二ふたつだ。

　そしてギルの両りよう隣どなりに並んだローグもオーダインも、魔ま術じゆつの罠わなにかかっているようにはとても見えず、いつもソロンで顔をあわせていた武ぶ将しようたちとなんら変わりない。

　瞬しゆん間かん、フォルカーのなかでせめぎあっていた様さま々ざまな種類の感情が、まるで泡あわのようにぱちりと弾はじけていった。

「殿でん下か」

　皇こう太たい子しその人に対するのと同じ態度で一礼する。

「ひとつ、お聞かせ願ねがいたい」

「なんだ」

「バフスクにあらわれた西方の部隊は」

「おれの差し金だ」

「やはり」

「おまえを釣るためにあえて国境付近に動いてもらった。安心しろ、われわれの国土を侵おかすことはない」

「は」

　それだけを聞けば、フォルカーには十分であった。




　こうして、トリネアの戦いは終結を迎える。

　オルバは一軍もろともビラク入りを果たした。

　あらかじめ、フェドムが都市内で活発に宣伝させていたのだろう、人々はあたかも凱がい旋せん軍ぐんを迎え入れるかのような歓迎ぶりである。

　馬上で喝かつ采さいを浴びつつ、

（ようやく）

　オルバはひと息ついた。入城する前に全身から返り血を丹念に拭ぬぐって、鎧よろいも服も着替えて身なりこそ小ぎれいにしてあったが、さすがに顔からは疲労の色が隠かくせない。

　しばらくはなにも考えずに休みたい、と彼にしてそう思わせるほどの戦いだったが、ほどなくして、オルバは勝利の代だい償しよう、その大きさを思い知ることになる。




　近この衛え兵へいシークの死をもって。










　終章




　ビラク入りしたオルバが、シークと対面したのは、兵たちの労を労ねぎらい、臨りん時じの防ぼう衛えい策さくをローグ、オーダインらに指示したあとのことだった。

　いったん戦場に戻った兵たちが、戦死者たちをビラクに運んで遺い品ひんをまとめるなか、シークの姿を発見したらしい。

　亡なき骸がらが運ばれてくると、オルバは一いつ瞬しゆん言葉もなく見守った。

　塀へいに囲まれた、館やかたの前庭にあたる場所だ。陽ひはすでに沈みかけており、庭のあちこちに灯ともされはじめた火が、シークの女性らしい顔立ちの明暗を際きわ立だたせている。

　オルバは一歩詰め寄り、庭に寝かしつけられたこの剣士の傍かたわらに膝ひざをついた。

「いつ、やられた」

　と彼は聞いた。

　ひとりの兵士が皇おう子じの背中に向かってやはり膝をついて、説明した。

「わたしが最後に目にしたときは、ザース・シディウス将しよう軍ぐんと単たん騎きで撃うちあっておりました。おそらく、そのときに」

（ザース。あの男か）

　オルバは、シークが引きつけた武む者しやの姿を思い浮かべた。

　若かったが、なるほど確たしかに一軍を率いるだけの威風を漂ただよわせていた。

　その男を、

「ひとりで、ずっと引きつけていたのか」

　オルバの淡たん々たんとしたものいいは、シークの行動を賞しよう賛さんするとも、非ひ難なんするともつかなかった。ただ、突とつ撃げき隊たいのひとりであったその兵士には、自分への糾きゆう弾だんに聞こえたのだろう、「申しわけありません」と平伏した。

「いや」とオルバはかぶりを振って、「彼に死地を任せたのはおれだ。よくやってくれたよ。この勝利、彼がザースを足止めしたからこそ得られたものだといっていい」

　フォルカー、ザース、ユライアの三将はひとまずこの館に軟禁してある。兵の大半はすでに解放していた。もちろん船、銃に大砲といった装備は奪うばい取った上でだ。

「ザースを」

　呼べ、とすんでのところまで口にしかけて、オルバはしかしむっつりと押おし黙だまった。

　呼んでどうなるものでもない。

　シークの死し骸がいを見せつけて、「おまえのやったことだ」と弾だん劾がいするわけにも、復ふく讐しゆうの刃やいばを振りあげるわけにもいかない。ザース・シディウスは勝利するために戦い、そして敵兵の命を屠ほふった。それだけのことだ。

　しばし、オルバは同じ姿勢を維い持じしつづけた。

「いい顔してるじゃねえか」

　後ろからそんな声が投げかけられた。肩越しに振り向くと、巨漢のギリアムが興きよう味み深ぶかそうにシークの顔を見おろしている。

　彼のいうとおり、シークの死に顔は不ふ思し議ぎと穏おだやかだった。シーク自身がいつも誇りにして何者にも傷つかせまいとしていた顔には、最後の最後まで目立った外傷もなく、いまにも起きあがってきて、

「冗じよう談だんだよ、オルバ。少しは心配したかね？」

　などと笑いかけてきそうなほどだ。

　しかしシークの目は永遠に閉じられ、かすかに開かれた青い唇はもう血の色を取り戻すことも、からかいの声を発することもない。

　ギリアムはつづけて、

「自分で格かつ好こうの死に場所を見つけたような顔だ。皇おう子じ、皇子のようにお偉えらい方にゃおわかりにならないかもしれないが、剣けん闘とう士しなんてのは、死ぬときにこんな顔をするなんてあり得ねえのさ」

「──」

「あの世まで未練を引きずるか、ただ死によって、地じ獄ごくからやっと解放されたと眠るだけ。皇子さまはおれたちを自由にしてくださったが、奴ど隷れいから自由になる、ということは、生きる場所を決められる、って意味じゃない。ほかの誰だれにも強しいられず、自分で死に方を決められるということさ。シークはそれを見み出いだしたんだ。誰だれを恨うらむことも、誰を憎むこともあるまいよ」

　誰に、なにを聞かせているつもりなのか、ギリアムはそれだけいうと、巨体の背を翻ひるがえした。

　オルバはまたシークの姿に視し線せんを戻した。

　顔だけを見れば、本当にただ眠っているかのような姿だ。オルバは、いつも自分に触れてきそうになっては退けてきたシークの腕を自みずから取り、そして胸には彼の頭を抱いた。

　ビラクの外がい壁へきが落らく日じつの陽ひにその輪りん郭かくをひときわ強く輝かがやかせている。が、煮えたぎっていた輪郭はほどなくして黒い影かげに取って代わり、周囲もろとも闇やみに落ちた。

「皇子がご命令くだされば」

　と、陽が暮れたのちに訪れたローグがいった。

「彼の、国士としての葬そう儀ぎをおこないます。また殿でん下かがお望みなら、われら翼よく竜りゆう士し官かんの習しゆう慣かんでもある空葬でも」

「いいや」

　そのときになって、オルバはようやく立ちあがった。シークの傍かたわらに膝ひざをついてから一時間は経過していたろう。

　オルバは、周囲に運ばれていたほかの遺い体たいを見まわしながら、

「彼は、一剣士に過ぎん。この戦いでも、彼以外に大勢の人死にが出た。シークをそのように丁てい重ちように弔とむらっていたのでは、これから先どれほどの手間と金がかかることか」

「は」

「おれも同じことさ」

「同じとは？」

「父上はおれを死したものとして扱っていようし、現皇こう帝てい陛へい下かがそのように位置づけている以上、いまのおれは何者でもない。おれが死んだら、首を切きり離はなすなり、路上に打ち捨てるなり、好きにするがいい」

「わかりました」ローグが喉のどを詰まらせたような顔でいった。「ただし、殿でん下かが道半ばで死するときは、すでにこの老いぼれも、オーダインも、とうに命を失っておりましょう。いかなるご命令にも従う覚悟はありますが、それだけは果たしてかなえられるかどうか、こころもとありませんな」

　老ろう将しよう軍ぐんは、

（おまえが死ぬのは最後だ）

　といっている。

　それも当然で、ギルが死ねば、彼らの目的も、大たい儀ぎも、未来も名めい誉よも、なにもかもが失われるからだ。

　シークのみならず、これからはローグとてオーダインとて、ギル・メフィウスに剣や銃弾が迫ればみずから盾たてとなり、オルバの足もとにその屍しかばねを横倒しにしていくことであろう。

（そう、おれが死ぬときは）

　オルバは、配下の兵にシークを共同墓地へ運ばせた。その姿を見送りながら、

（おれが死ぬときは、その屍の山のてっぺんでなければならない）

　心のなかだけでつぶやいている。

　ギリアムはいった。

　奴ど隷れいから解放されたということは、死に方を自分で決められるということだと。

　だというならば、オルバはいまだ解放されていないのだ。

　いや、いったんは解き放たれたはずが、目には見えぬ鎖くさりにつながれるために、自みずから舞まい戻ってきた。

（おれはもう、死に方を選えらべない。おれひとりの都つ合ごうで、死ぬわけにはいかない）

「馬ば鹿かなことをしたな」

　誰だれに向かってか、それだけを声に出してつぶやいたオルバの視し線せんが、ふと、遺い体たいが並べられているとある箇所で止まった。

　あばたの目立つ、少年じみた顔がそこにある。

　ロアンと同じ歳としの、オルバがじかに声をかけた銃兵であった。ちょうど、オーダインの隊のひとりが屈かがみ込んで、もう動かない彼の手から銃をもぎ取ろうとしているところだった。遺い品ひんを整せい理りしようというのではなく、まだ使えそうな武具を死者から引ひっ剝ぱがそうというのだろう。

　オルバは、思わずそれを押おし留とどめようとしかけた。

　しかし、結局声を発することも、兵のもとへ駆かけ寄ることもなかった。銃をもぎ取った兵士は、次の遺体の前に膝ひざをついて、甲かつ冑ちゆうを外しにかかっている。かさかさに乾いて見える兵の頰ほおには、涙が伝っていた。




　数分後には、オルバはビラクの館やかたへと足を踏み入れていた。

　さっそく息を乱しながら駆け込んできたのは、ビラク領主フェドム・オーリンだ。

　彼は顔を真まっ赤かにしながら、ひとまずは皇こう太たい子しに対しての挨あい拶さつをおこなった。

「久しぶりだな」オルバは笑え顔がおも交えて、鷹おう揚ように応こたえる。「よくぞわが声に耳を傾けてくれた。さすがは、誰だれよりも国を案じているフェドム・オーリン公のことだけはある」

　ビラクの門を固めてフォルカーの撤てつ退たいを阻はばんだのは、当然、このフェドムである。

　オルバはアプター入りして間もない時点で、小こ姓しようのディンをビラクへ遣つかわした。

　彼に持たせた書状に『オルバ』の名を入れることで、フェドムを動かしたのだ。オルバが皇太子の影かげ武む者しやに仕立てられたそもそもの発端はフェドムである。ビラク領主は自みずからの計画を続行させるため、そしてその計画を余人に知られまいとする二重の目的があって、オルバの提供した案に飛びつかざるを得なかった。

　その後、なんやかやと理由をつけて、フェドムは自室にオルバを誘さそった。

　二人ふたりきりになるや、

「き、貴き様さま」

　襟えり首くびに摑つかみかからんばかりの勢いでフェドムが迫ってきた。肥満気味の頰がぶるぶる震ふるえている。

「どういうことだ。死んだと見せかけて、いままで逃げていたのか。そんな勝手な真ま似ねを、わたしになんの断りもなく……」

「そうだな、もう勝手な真似は許されない。ただしそれはお互いさまだ」

「な、なに？」

「知っていることはすべて話せ、オーリン公。おれが死を偽ぎ装そうしたあとで、皇帝はギル・メフィウスの死を世間に公表した。つまりもう本物のギルはこの世にはいない。あんたは、それを知っていて、おれを影武者ではなくギルその人だと偽いつわらせることで、メフィウスの実権を握ろうと企たくらんだ。ちがうか？」

「そ、それは」

「おれとあんたは一いち蓮れん托たく生しようだ。もうとっくにおれは覚悟を決めている。フェドム、こうなった以上は死に方を自分で選えらべるとは思わないことだ」

　オルバはむしろ自分のほうから距きよ離りを詰め、フェドムの面前でいい放った。

（似ている）

　二の句が継つげなくなったフェドムは、このとき、二度目となる感想を抱いた。

　顔かたちはまったく同じでありながら、おそらく、本物のギル・メフィウスに対してもこのような印象を抱くことはなかったろう。

　いまのオルバがやや青ざめた顔で浮かべた笑えみは、現皇こう帝ていグール・メフィウスに瓜うり二ふたつであったのだ。










　あとがき




　お待たせしました。

　烙らく印いんの第九巻、ここにお送りいたします。

　執筆に際してあれやこれやと苦労話はあるものの、ここでつらつら書いても詮せんなきことでございますれば、読者諸兄には、ただただ本作を楽しんでいただけたら、幸い。

　また次の巻でお会いしましょう。




　……とここで終わったら怒られそうなので、今回のお話に関して、やや駄だ文ぶんを追加いたします。




　シリーズものをはじめる際、当然、作者の頭のなかには、一巻以降お話がどう展開していくのか、大筋くらいは思い浮かんでいるものです。

　が、これも当然、オープニングからエンディングに至るまでの過程すべてが決まっているわけではありません（なにしろ、売れゆきが悪ければ、シリーズどころか一冊で終わってしまうケースもあります）。

　この『烙印の紋章』をはじめるときも、おぼろげながら先の展望を思い描いていました。

　たとえば、

「主役のオルバがこの事件でこう変わるから、次の事件ではこう動く」

　といった、ストーリーの中枢部分での展望もあれば、

「こういうキャラクターを出して、こういう風にオルバと絡ませたい」

　とか、

「こういう台詞せりふをオルバがいうような展開にしたい」

　だとか、本当にイメージでしかないような思いつきの数々も多々あります。




　なぜわざわざこんな話をするかというと、今回のお話が、まさしくスタートラインに立った際、キーポイントとしていくらか設定した台詞のうちのひとつを中心に組み立てたものだったからです。

　それは、物語を進めるにあたって避けては通れない過程のひとつであり、そしてその台詞をオルバが口にする、もしくは胸中で実感をこめてつぶやくためには、とある大きなイベントが必要になることもわかっていました。

　本ほん編ぺんをすでにお読みになられた方はお気づきのとおりです。

　第一巻のあとがきに、こうあります。

「戦いや陰謀、そして恋を経験していくうち、剣けん奴ど隷れいであった少年オルバは果たして何を得て、果たして何を失うのか」




　その答えがわかる日が、ひょっとしたら近づいてきているのかもしれません。


杉すぎ原はら智とも則のり
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杉すぎ原はら智とも則のり

３月生まれ。鹿児島県出身。ＨＤＤに録り溜めてあった映画を消化中。１年前くらいにテレビでやっていた『デジャヴ』や『ようこそ　おちこぼれカレッジ』が面白かった。
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イラスト／３

録画機能付きテレビを買って

放送時間に縛られない生活を堪能。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部
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「３先生」係
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烙らく印いんの紋もん章しょうIX




征せい野やに竜りゅうの慟どう哭こく吹ふきすさぶ
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